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＜＜１１＞＞  総総務務係係  

◼ 法人運営管理 

改正社会福祉法等に基づき、理事会・評議員会等を開催するなど適正に法人運営を行った。 

 

◇所 在 地  国分寺市戸倉 4-14 国分寺市立福祉センター 1階 

◇連 絡 先  ☎042-324-8311（代表）             042-324-8722 

◇開 館 日  月曜日～金曜日（土・日・祝日・年末年始は閉館） 

◇開館時間  午前 9時～午後 5時 

（役員及び評議員等）※名簿は 69～70ページに別掲。 

理事 監事 評議員 協力員 相談役 顧問名誉会長 

15 名 2名 16名 115 名 5名 1名 

（職員配置状況） 

 総務係 地域支援係（ファミリ

ーサポートセンター） 

地域福祉係 まちづくり支援係 

事務局長 1名 
自立 SC 権利 C 

ボランテ

ィア 
まちづくり 

事務局次長 1名 1名（兼務） 

正規職員 2名  3名 1名 1名 3名 

嘱託職員 1名 5名 4名 4名 2名 1名 

臨時職員 1名 1名 5名  1名  

 

（1）「三役会」の開催：4/7,4/30,6/3,9/1,11/10,12/8,1/19,3/9 

 

（2）「理事会」の開催 

新型コロナウイルス感染症の発生に伴う感染拡大防止のため、社会福祉法、定款および所轄庁か

ら発出された取扱方針に基づき、理事会（5/22,6/18,9/18,11/27,1/27）を書面決議（対面によ

る決議の省略）により開催した。 

回 開催日程 主 な 内 容 出席者数 

1 
5月 22 日（金） 

※文書同意日 

第 1 号「第 28期理事」の選任について 

第 2 号「令和 2年度歳末たすけあい運動」の実施について 

第 3 号「新型コロナウイルス」への対応ついて 

第 4 号「令和 2年度上半期事業」について 
理事：15名 

監事： 2名 
〈報告事項〉 

（1）令和 2年度事務局体制について 

（2）国分寺市、東社協の人事異動について 

（3）「国分寺市社会福祉法人連絡会」新型コロナウイルスへ

の対応に関する調査について 
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2 
6月 18 日（木） 

※文書同意日 

第 1 号「平成 31年度事業報告」(案)について 

第 2 号「平成31年度社会福祉事業区分決算報告」(案)について 

第 3 号「平成 31年度収益事業区分決算報告」(案)について 

第 4 号「平成 31年度財産目録」(案)について 

第 5 号「平成 31年度貸借対照表」(案)について 

第 6 号「令和 2 年度第 1 回地域福祉推進事業拠点区分補正予

算」(案)について 

第 7 号 第 28期理事の選任について 

第 8 号「令和 2 年度第１回評議員会」招集事項の決定並びに

開催について 

理事：15名 

監事： 2名 

<報告事項> 

（1）「平成 31年度監査報告」について 

（2）「令和 2年度社協会員会費増強運動」のお願い 

（3）新型コロナウイルスへの対応について 

（4）「令和 2年度事業」について 

（5）その他 

3 
9月 18 日（金） 

※文書同意日 

第 1 号「第 28期評議員」の補選について 

第 2 号「経理規程」の一部改正について 

第 3 号「新型コロナウイルス」への対応について 

第 4 号「令和 2年度下半期事業」について 
理事：14名 

監事： 2名 
<報告事項> 

（1）「平成 31年度下半期職務執行状況報告」 

（2）その他 

4 
11 月 27日（金） 

※文書同意日 

第 1 号「令和 2 年度歳末たすけあい地域福祉活動募金」の実

施について 

第 2 号「新型コロナウイルス」への対応について 

第 3 号「令和 2年度下半期事業」について 

理事：14名 

監事：2名 

<報告事項> 

（1）「令和 2年度上半期職務執行状況報告」 

（2）「令和 2年度上半期監査」報告 

（3）「令和 3年度予算・事業計画」の方向性について 

（4）国分寺市医師会への寄付について 

（5）「令和 2年度会員会費」中間報告について 

（6）その他 

臨

時 

1月 27 日（水） 

※文書同意日 

第 1 号「令和 3年度事業計画・予算」について 

第 2 号「ボランティア保険補助制度」の廃止について 

理事：14名 

監事： 2名 
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<報告事項> 

（1）緊急事態宣言の再発例に伴う緊急小口資金等の特例貸付の対

応、ならびに生活福祉資金関連申請書の押印廃止について 

（2）「買い物困難者支援モデル事業」の実施について 

（3）「令和2年度国分寺市福祉のしごと相談・面接会」について 

（4）「国分寺の未来を考えるシンポジウム」について 

（5）「国分寺市社会福祉協議会公式フェイスブック」開設 

（6）「コロナ禍における地域づくりに関わる活動の状況調査」集計結果 

（7）日常生活自立支援事業の適正な実施について 

6 3月 18 日（木） 

第 1 号「第 28期理事」の補選について 

第 2 号「令和2年度第2回社会福祉事業区分補正予算（案）」について 

第 3 号「令和2年度第1回収益事業区分補正予算（案）」について 

第 4 号「社協運営基金」の取り崩しについて 

第 5 号「職員退職金等積立金」の取り崩しについて 

第 6 号「令和 3年度事業計画（案）」について 

第 7 号「令和 3年度社会福祉事業区分予算（案）」について 

第 8 号「令和 3年度収益事業区分予算（案）」について 

第 9 号「定款施行細則」の一部改正について 

第 10 号「役員等費用弁償規程」の一部改正について 

第 11 号「令和 3年度事務局体制（案）」について 

第 12 号「令和2年度第2回評議員会」議案ならびに開催について 

理事：9名 

監事：1名 

<報告事項> 

（1）「法人後見事業実施要綱」の設置について 

（2）その他 

 

（3）「評議員会」の開催 

新型コロナウイルス感染症の発生に伴う感染拡大防止のため、社会福祉法、定款および所轄庁か

ら発出された取扱方針に基づき、評議員会（6/26）を書面決議（対面による決議の省略）により

開催した。 

回 開催日程 主 な 内 容 出席者数 

1 
6月 26 日（金） 

※文書同意日 

第 1 号「平成 31年度事業報告（案）」について 

第 2 号「平成 31年度社会福祉事業区分決算報告(案)」について 

第 3 号「平成 31年度収益事業区分決算報告(案)」について 

第 4 号「平成 31年度財産目録(案)」について 

第 5 号「平成 31年度貸借対照表(案)」について 

第 6 号「令和 2 年度第 1 回地域福祉推進事業拠点区分補正予

算(案)」について 

第 7 号「第 28期理事の選任」について 

16名 
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<報告事項>  

（1）「平成 31年度監査報告」について 

（2）「令和 2年度社協会員会費増強運動」のお願い 

（3）新型コロナウイルスへの対応について 

（4）令和 2年度事業について 

（5）その他 

2 3月 30 日（火） 

第 1 号「第 28期理事」の補選について 

第 2 号「令和2年度第2回社会福祉事業区分補正予算（案）」について 

第 3 号「令和2年度第1回収益事業区分補正予算（案）」について 

第 4 号「社協運営基金」の取り崩しについて 

第 5 号「職員退職金等積立金」の取り崩しについて 

第 6 号「役員等費用弁償規程」の一部改正について 

第 7 号「令和 3年度事業計画（案）」について 

第 8 号「令和3年度社会福祉事業区分予算（案）」について 

第 9 号「令和 3年度収益事業区分予算（案）」について 

11名 

<報告事項> 

（1）「法人後見事業実施要綱」の設置について 

（2）「令和 3年度事務局体制」について 

（3）その他 

 

（4）「評議員選任・解任委員会」の設置 

※令和 2年度は未開催。委員名簿は、70ページに別掲。 

 

（5）会計・業務監査の実施 

実 施 日 監 査 内 容 

5月 25 日（月） 

※文書同意日 

平成 31年度 

下半期監査 

平成 31 年度下半期社会福祉事業区分、収益事業区分、

貸借対照表、財産目録等ならびに社会福祉事業及び収

益事業等の業務について監査。 

11 月 5日（木） 
令和 2年度 

上半期監査 

令和 2年度上半期社会福祉事業区分、収益事業区分、

貸借対照表、財産目録等ならびに社会福祉事業及び収

益事業等の業務について監査。 

 

（6）税務顧問の設置 

委託契約先 宮内会計事務所 

委託内容 税務顧問、会計に関するシステム・形成のためのアドバイス他 
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<報告事項> 

（1）緊急事態宣言の再発例に伴う緊急小口資金等の特例貸付の対

応、ならびに生活福祉資金関連申請書の押印廃止について 

（2）「買い物困難者支援モデル事業」の実施について 

（3）「令和2年度国分寺市福祉のしごと相談・面接会」について 

（4）「国分寺の未来を考えるシンポジウム」について 

（5）「国分寺市社会福祉協議会公式フェイスブック」開設 

（6）「コロナ禍における地域づくりに関わる活動の状況調査」集計結果 

（7）日常生活自立支援事業の適正な実施について 

6 3月 18日（木） 

第 1 号「第 28期理事」の補選について 

第 2 号「令和2年度第2回社会福祉事業区分補正予算（案）」について 

第 3 号「令和2年度第1回収益事業区分補正予算（案）」について 

第 4 号「社協運営基金」の取り崩しについて 

第 5 号「職員退職金等積立金」の取り崩しについて 

第 6 号「令和 3年度事業計画（案）」について 

第 7 号「令和 3年度社会福祉事業区分予算（案）」について 

第 8 号「令和 3年度収益事業区分予算（案）」について 

第 9 号「定款施行細則」の一部改正について 

第 10 号「役員等費用弁償規程」の一部改正について 

第 11 号「令和 3年度事務局体制（案）」について 

第 12 号「令和2年度第2回評議員会」議案ならびに開催について 

理事：9名 

監事：1名 

<報告事項> 

（1）「法人後見事業実施要綱」の設置について 

（2）その他 

 

（3）「評議員会」の開催 

新型コロナウイルス感染症の発生に伴う感染拡大防止のため、社会福祉法、定款および所轄庁か

ら発出された取扱方針に基づき、評議員会（6/26）を書面決議（対面による決議の省略）により

開催した。 

回 開催日程 主 な 内 容 出席者数 

1 
6月 26日（金） 

※文書同意日 

第 1 号「平成 31年度事業報告（案）」について 

第 2 号「平成 31年度社会福祉事業区分決算報告(案)」について 

第 3 号「平成 31年度収益事業区分決算報告(案)」について 

第 4 号「平成 31年度財産目録(案)」について 

第 5 号「平成 31年度貸借対照表(案)」について 

第 6 号「令和 2 年度第 1 回地域福祉推進事業拠点区分補正予

算(案)」について 

第 7 号「第 28期理事の選任」について 

16名 
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◼ 社会福祉の調査・研究・企画 
（1）社会福祉の調査研究 

 （第 4期地域福祉活動計画策定委員会の開催） 

回 日時 審議事項 

1 
8月 28 日（金） 

19時～20時 30分 

1 委員長及び副委員長の選出 

2 第 4期国分寺市地域福祉活動計画策定委員会について 

 ・「地域福祉活動計画について」講師：熊田博喜氏（武蔵野大学教授） 

2 
12 月 11日（金） 

19時～20時 30分 

1 第 1回の振り返り 

2 地域課題の整理（グループワーク） 

アンケートの実施 実施方法：Google ﾌｫｰﾑ、郵送、FAX他（対象：個人 181件 団体 29件） 

※名簿は、75ページに別掲。 

 

（2）連絡調整 

（会議等への参加） 

会議名（※オンライン） 日時 内容 主催 

安全運転管理者講習 8月 5日（水） 安全運転管理者講習 警視庁 

地域公益活動推進のための地

域ネットワークに関する区市

町村社協情報交換会（※） 

9月 18 日（金） 

14時～16時 

地域公益活動関連の区市町村

社協を対象にした情報交換会 

東京都地域公益

活動推進協議会 

コロナ禍の福祉避難所につ

いて考える研修会（※） 

12月 14 日（月） 

15時～16時 30分 

コロナ禍の福祉避難所につい

て考える 

東京都地域公益

活動推進協議会 

区市町村社協部会（※） 
4月 28 日（水） 

2月 12 日（金） 

東社協の運営について協議す

るとともに情報取集・情報交換 

社会福祉法人 

東京都社会福

祉協議会 

区市町村社協事務局長会（※） 

7月 7日（火） 

10月 30 日（金） 

1月 28 日（木） 

情報取集・情報交換 

令和 2年度 区市町村社協

会長・役員・事務局長研究

協議会（※） 

10月 15 日（木） 

14時～16時 

社会福祉法改正等に伴う区市町村

社協をめぐる情勢および今後の災

害支援のあり方について 

北多摩西部ブロック社協会

長・局長会 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

幹事：立川市社

会福祉協議会 

三市社会福祉協議会連絡会 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
幹事：小金井市

社会福祉協議会 

 

（「国分寺市内社会福祉法人連絡会」の運営） 

発足日：令和元年 11月 9 日 

組 織：参加法人数 17、事業所数 23（令和 3年 3 月 31日現在） 

 事業実績 備考 

9月 14日（月） 役員会の開催  
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2月 14日（日） 

福祉のおしごと面接相談会 

出展：11法人 

来場者数：45名 

共催：国分寺市、国分寺市社会

福祉協議会、東京都社会福祉協

議会、ハローワーク立川 

≪アンケートの実施≫ 

①「新型コロナウイルス感染症の対する社会福祉法人ならびに事業所の対応状況に関するアンケ

ート」（令和 2年 4月） 

②「第 2回新型コロナウイルス感染症に対する状況アンケート」（令和 2年 8 月） 

 

（関係機関・団体の委員会等への派遣） 

※詳細は、67ページに別掲。 

 

◼ 普及宣伝 

（1）令和 2年度「社協ふくしのつどい」 

新型コロナウイルス感染拡大を鑑み、式典並びに記念講演は中止。受賞者（表彰：44 名 感謝：

47 名）の方々には表彰状および感謝状、記念品（夏用布マスク）を郵送にて贈呈した。 

 

《表 彰》※順不同 

会員会費（個人特別会員） 

 増田 加代子様、神山 弘幸様、高田 順子様 

会員会費（事業所・団体会員） 

 一般社団法人国分寺市歯科医師会様、国際ソロプチミスト国分寺様、 

一般財団法人国分寺市健康福祉サービス協会様、多摩信用金庫国分寺支店様 

高額寄付者（年間５万円以上） 

 東京国分寺心障協力会様、関口  雄基臣様、社会福祉法人浴光会 あじさい苑様、 

内野 隆太様、小山 實様、ボーイスカウト国分寺第 1団様、東京経済大学 こくスマ！様 

ボランティアステーション（ふれあい募金箱） 

 エスビイ・プラス国分寺西恋ヶ窪店様 

地域福祉功労者 

 神戸 成子様、楠 美香様、小宮 静子様、増田  加代子様、鈴木 秀吉様、小久 花枝様、 

吉田 哲夫様、服部 久美子様、大渕  隆夫様、石井 洋子様 

登録団体・サロン 

 特定非営利活動法人 介護サポーターズ国分寺様 

高齢者見守り訪問事業 見守りサポーター 

 横沢 智様 

国分寺市ファミリー・サポート・センター 援助会員 

 梅原 よしみ様、水谷 博子様、齋木 礼子様、清水 清子様、長谷川 郁代様、 

鈴木 志野様、原田 浪子様、土屋 純子様、勝田 佳代様、関 節子様、前川 洋子様、 

木村 幸子様、木村 泰彦様、木内 孝子様、西川 美幸様、鍵山 久子様、小野 佐智子様 
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◼ 社会福祉の調査・研究・企画 
（1）社会福祉の調査研究 

 （第 4期地域福祉活動計画策定委員会の開催） 

回 日時 審議事項 

1 
8月 28日（金） 

19時～20時 30分 

1 委員長及び副委員長の選出 

2 第 4期国分寺市地域福祉活動計画策定委員会について 

 ・「地域福祉活動計画について」講師：熊田博喜氏（武蔵野大学教授） 

2 
12月 11日（金） 

19時～20時 30分 

1 第 1回の振り返り 

2 地域課題の整理（グループワーク） 

アンケートの実施 実施方法：Google ﾌｫｰﾑ、郵送、FAX 他（対象：個人 181件 団体 29 件） 

※名簿は、75 ページに別掲。 

 

（2）連絡調整 

（会議等への参加） 

会議名（※オンライン） 日時 内容 主催 

安全運転管理者講習 8月 5日（水） 安全運転管理者講習 警視庁 

地域公益活動推進のための地

域ネットワークに関する区市

町村社協情報交換会（※） 

9月 18日（金） 

14時～16時 

地域公益活動関連の区市町村

社協を対象にした情報交換会 

東京都地域公益

活動推進協議会 

コロナ禍の福祉避難所につ

いて考える研修会（※） 

12月 14日（月） 

15時～16時 30分 

コロナ禍の福祉避難所につい

て考える 

東京都地域公益

活動推進協議会 

区市町村社協部会（※） 
4月 28日（水） 

2月 12日（金） 

東社協の運営について協議す

るとともに情報取集・情報交換 

社会福祉法人 

東京都社会福

祉協議会 

区市町村社協事務局長会（※） 

7月 7日（火） 

10月 30日（金） 

1月 28日（木） 

情報取集・情報交換 

令和 2年度 区市町村社協

会長・役員・事務局長研究

協議会（※） 

10月 15日（木） 

14時～16時 

社会福祉法改正等に伴う区市町村

社協をめぐる情勢および今後の災

害支援のあり方について 

北多摩西部ブロック社協会

長・局長会 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

幹事：立川市社

会福祉協議会 

三市社会福祉協議会連絡会 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
幹事：小金井市

社会福祉協議会 

 

（「国分寺市内社会福祉法人連絡会」の運営） 

発足日：令和元年 11月 9 日 

組 織：参加法人数 17、事業所数 23（令和 3年 3 月 31 日現在） 

 事業実績 備考 

9月 14日（月） 役員会の開催  
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《感 謝》※順不同 

会員会費（個人特別会員） 

 知念 信昭様 

会員会費（事業所・団体会員） 

 社会福祉法人桑の実会 Jキッズステーション様、一般社団法人 国分寺市薬剤師会様、 

ぶんじ一小地域 OB会様、国分寺青年会議所様 

高額寄付者（年間２万円以上） 

 社会福祉法人 浴光会 サンライト様、参百圓食堂「日吉小町」様、株式会社 コモダ印刷様、 

渡辺 純男様 

ボランティアステーション（ふれあい募金箱） 

 東京日産自動車販売株式会社 国分寺店様、イエノウエノカフェ様、戸倉工業株式会社様、 

日本料理 天松様 

ボランティアステーション（車いすステーション） 

訪問介護 ことり様 

高齢者見守り訪問事業 見守りサポーター 

 石田 富志子様、植木 弘子様、小駒 由紀様、小林 節子様、鈴木 エリ子様、 

望月 泰子様 

地域交流会 

 あずま会様、いずみ会様、きたこい会様、こいがくぼ会様、ささの会様、さつき会様、 

すみれ会様、たちばな会様、ふれあい会様、むらさき会様 

国分寺市ファミリー・サポート・センター 援助会員 

古川 美貴様、兼子 惠美様、西山 節子様、三輪 萬貴子様、太田 美穂様、 

坂口 紀美子様、本門 ミチヨ様、福島 紀子様、若林 緑様、河村 裕理様、作田 裕美様、

石田 順江様、清水 慶子様、茗荷 悦子様、榊原 なぎさ様、小山 怜子様、松田 栄子様 

 

（2）国分寺市社会福祉だより「ふくし」の発行 

発行回数 年 3回（6/1、11/15、2/15） 配布方法 市内全戸に配布 

発行部数 69,000部 配架場所 市内公共施設、恋ヶ窪駅 他 

 

（3）福祉情報システム（ホームページ等）の運営 

 アドレス 備考 

ホームページ https://www.ko-shakyo.or.jp ページビュー数：105,986件 

Facebook https://www.facebook.com/kokubunjishakyo/ 投稿数：25 件 

 

（4）「自治会・町内会連絡会」の開催（共催：国分寺市市民生活部協働コミュニティ課） 

※新型コロナウイルス感染拡大予防のため中止。 
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（5）市内事業への共催・後援等の協力 

団体名 事業名 

地域つながり協力隊 まちなかちょうちんプロジェクト（9/12） 

地域つながり協力隊 おまつり ちっちゃな縁日（11/1） 

弁護士法人多摩パブリック法律事務所 2020 年度無料法律相談（6/20） 

社会福祉法人 けやきの杜 
国分寺市移動支援連絡会 

2020年度知的障害のある人のガイドヘルパー養成講座 

ぶんぶんウォーク実行委員会 ぶんぶんウォーク2020 ～ぶんぶんウォーク特別編～（11/20～11/30） 

 

（6）社会福祉援助技術現場実習等の受入 

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、受け入れを中止。 

（7）イベントへの参加 

実施日（会場） イベント名 出展内容 主催 

10月 3日（土） 

ミーツ国分寺 3 階 

プラタナス広場 

秋の Sweets＆Hand 

Made Fair 

マスコットキャラクター「ふ

くすけ」のグッズの販売・PR 

国分寺市障害者施設

お仕事ネットワーク 

11月 1日（日） 
おまつり ちっち

ゃな縁日 

輪投げ、「ふくすけ」グッズ

の販売 
地域つながり協力隊 

 

◼ 自主財源の確保 

（1）会員会費運動の実施 

新型コロナウイルス感染拡大のため、例年 7月に実施していた増強月間は見合わせ、期間を

定めることなく、ご協力方法もできるだけ人と人との接触を避け、感染防止に配慮しながら活

動を実施した。 

自治会・町内会や市内関係団体、社協理事・監事、評議員、協力員に、郵便局の払込用紙を

配布し依頼するほか、全戸配布の本会広報誌「国分寺市社会福祉だより ふくし」の会員会費

特別号を発行して自治会未加入世帯にも広く周知し、協力を呼びかけた。 

また、市内の福祉施設、ボランティア・市民活動団体、事業所等にも郵便で依頼し、ご協力

いただいた。 

  ご協力いただいた団体には「会員証」を発行し、各種会員特典を周知した。 

《令和 2年度会員会費実績》 

会 員 数 ３，５４５人 会費金額 ４，１５２，７５０円 

寄 付 者 ９，２９６人 寄付金額  ９５０，１０１円 

合 計 １２，８４１人 合 計  ５，１０２，８５１円 

 

①「福祉特別功労会員」（１００，０００円以上）       （順不同 敬称略） 

株式会社 丸福商事 有限会社 英 オザキエンタープライズ株式会社 

一般社団法人国分寺市医師会 東京国分寺ロータリークラブ 匿名１名 

 

②「法人・団体会員」（１０，０００円以上）         （順不同 敬称略） 

東京武蔵国分寺ロータリークラブ 東京国分寺ライオンズクラブ 東京むさし農業協同組合国分寺支店 

宗教法人 國分寺 リオン 株式会社 株式会社 コモダ印刷 
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《感 謝》※順不同 

会員会費（個人特別会員） 

 知念 信昭様 

会員会費（事業所・団体会員） 

 社会福祉法人桑の実会 Jキッズステーション様、一般社団法人 国分寺市薬剤師会様、 

ぶんじ一小地域 OB会様、国分寺青年会議所様 

高額寄付者（年間２万円以上） 

 社会福祉法人 浴光会 サンライト様、参百圓食堂「日吉小町」様、株式会社 コモダ印刷様、 

渡辺 純男様 

ボランティアステーション（ふれあい募金箱） 

 東京日産自動車販売株式会社 国分寺店様、イエノウエノカフェ様、戸倉工業株式会社様、 

日本料理 天松様 

ボランティアステーション（車いすステーション） 

訪問介護 ことり様 

高齢者見守り訪問事業 見守りサポーター 

 石田 富志子様、植木 弘子様、小駒 由紀様、小林 節子様、鈴木 エリ子様、 

望月 泰子様 

地域交流会 

 あずま会様、いずみ会様、きたこい会様、こいがくぼ会様、ささの会様、さつき会様、 

すみれ会様、たちばな会様、ふれあい会様、むらさき会様 

国分寺市ファミリー・サポート・センター 援助会員 

古川 美貴様、兼子 惠美様、西山 節子様、三輪 萬貴子様、太田 美穂様、 

坂口 紀美子様、本門 ミチヨ様、福島 紀子様、若林 緑様、河村 裕理様、作田 裕美様、

石田 順江様、清水 慶子様、茗荷 悦子様、榊原 なぎさ様、小山 怜子様、松田 栄子様 

 

（2）国分寺市社会福祉だより「ふくし」の発行 

発行回数 年 3回（6/1、11/15、2/15） 配布方法 市内全戸に配布 

発行部数 69,000 部 配架場所 市内公共施設、恋ヶ窪駅 他 

 

（3）福祉情報システム（ホームページ等）の運営 

 アドレス 備考 

ホームページ https://www.ko-shakyo.or.jp ページビュー数：105,986 件 

Facebook https://www.facebook.com/kokubunjishakyo/ 投稿数：25 件 

 

（4）「自治会・町内会連絡会」の開催（共催：国分寺市市民生活部協働コミュニティ課） 

※新型コロナウイルス感染拡大予防のため中止。 
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北多摩東地区保護司会国分寺分区 国際ソロプチミスト国分寺 多摩ふるさと建設業協同組合 

国分寺青年会議所 東元町商店会 ツクイ恋ヶ窪 

知念医院 特定非営利活動法人ワーカーズコープ 税理士法人MIRAI合同会計事務所 

宗教法人 妙法寺 有限会社 ヤマコオ 国際文化理容美容専門学校国分寺校 

多摩信用金庫 国分寺支店 特定非営利活動法人あおぞら 株式会社 アイルートむさし介護アカデミー 

社会福祉法人 はらからの家福祉会  (社福)ゆたか会 国分寺市立ひかり保育園 (社福)桑の実会 Jキッズステーション 

(社福)桑の実会 桑の実西国分寺保育園 戸倉工業 株式会社 タツミ建設 株式会社 

学校法人 渡邉学園 白鳥幼稚園 株式会社 佐藤総研 社会福祉法人 万葉の里 

一般社団法人 東京都国分寺市歯科医師会 (有)アクティブサポート デイサービスカームなみき 株式会社 みずほ銀行 国分寺支店 

(社福)村山苑 ひよし保育園 東皇商事 株式会社 一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会 

一般社団法人 国分寺市薬剤師会 学校法人 東京経済大学 医療法人社団 緑杉会 本町クリニック 

(社福)至誠学舎立川 至誠ホームミンナ 有限会社 前田工機研究所 鉄道情報システム株式会社 
特定非営利活動法人 国分寺市にふるさとをつくる会 有限会社 ホクシンハウスプランニング 社会福祉法人 つくしんぼ共同保育会 

(社福)明王会 明国保育園 社会福祉法人 ななえの里 社会福祉法人 Ann Bee 

社会福祉法人 にんじんの会 ランダム  

 

③「法人・団体会員」（３，０００円以上）           （順不同 敬称略） 

 

④「老人クラブ」（ ３，０００円以上）                      （順不同 敬称略） 

 

⑤自治会・町内会別実績 

※自治会・町内会の詳細は、79ページに別掲。 

 

（2）その他の自主財源 

事業名 事業実績 

ふれあい募金箱設置（46 か所） 126,908円（32件） 

自動販売機設置（7 台） 541,187円 

有料広告掲載 180,000円（＠20,000円×9枠） 

マスコットキャラクター「ふくすけ」グッズ他 80,000 円 

※「ふれあい募金箱」「自動販売機」設置一覧は、77ページに別掲。 

特定非営利活動法人 Ohana 有限会社 井口葬儀店 協和プラスチックス有限会社 

特定非営利活動法人 すまいる かたぐるまの会 銀杏薬局 

オパール料理同好会 音訳グループ やまばと 国分寺難病の会 

多摩薬局 国分寺市寿奉仕団 フォローアップ№１ 

手話サークル国分寺 国分寺あゆみ会 雪どけ 

拡大写本こくぶんじ 国分寺市青少年育成南地区委員会 いきいき J・Bクラブ 

特定非営利活動法人 日本セラピスト普及協会 緑と自然を育てる会 

特定非営利活動法人 東京多摩いのちの電話 ひまわり 

特定非営利活動法人 ワーカーズコープ 放課後等デイサービスすてっぷ 本町健康マージャン友の会 

日本スポーツウェルネス吹矢協会 国分寺支部 ゆうる～む 

医療法人社団 美誠会 エクセルシオール西国分寺  

共益長寿会 友愛会 しあわせ会 あけぼの会 

北松風会 北の原厚生会 共益東長寿会 光寿会 

高木長寿会 南寿会 西恋松寿会 平和台快生会 

本多北四季の会 本多三北交友会 本多新西寿楽会 本多南寿楽会 

本多東寿楽会 内藤日吉シニアサロン   
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◼ 令和 2年度 「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」運動の実施 

令和 2 年 12 月１日から 12 月 31 日までの１ヵ月間にわたり、東京都共同募金会主催、国分寺

市後援、国分寺市社会福祉協議会が実施主体となり、共同募金の一環として「歳末たすけあい・

地域福祉活動募金」運動を実施した。 

会費の依頼と同様に、自治会・町内会や福祉関係団体等には郵送で協力依頼をし、市内企業等

にも募金箱設置等のご協力をいただいた。 

また、国分寺市商店会連合会の理事会に出席し、商店会を通して商店にポスターの掲示ならび

に募金箱設置の協力依頼をした。 

なお、街頭募金は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止とした。 

 

（1）令和 2年度「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」実績 

募金種別 金額（円）
自治会・町内会（82団体） 3,443,305

33,,444433,,330055
国分寺市老人クラブ連合会（27団体） 166,017
国分寺市民生委員・児童委員協議会 45,500
東京国分寺ロータリークラブ 30,000
東京武蔵国分寺ロータリークラブ 28,000
東京国分寺ライオンズクラブ 10,000
国際ソロプチミスト国分寺 10,000
国分寺市役所職員 80,451

50,000
国分寺市商工会 5,000
株式会社 コモダ印刷 10,000
株式会社 佐藤総研 10,000
有限会社 東方商事 10,000
東皇商事 株式会社 5,000
特定非営利活動法人あおぞら 10,000
特定非営利活動法人Ohana オハナ農園 10,000
日本料理　天松 3,000
特定非営利活動法人ワーカーズコープ（福祉センター） 2,500
国分寺グループホーム そよ風 1,000
社会福祉法人 コロロ学舎 2,072

オパール料理同好会 5,000
傾聴ボランティアクループかたらい 3,000
防災まちづくり27会 1,000

ゆうる～む 2,000

OH!ジーンズ　 2,000

2,000

雪どけ 2,000

フォローアップ№1 3,000

国分寺市寿奉仕団 1,000
いきいきJ・Bクラブ 2,000
本町健康マージャン友の会 10,000
マジックサークル木曜会 2,000

団体名等（順不同・敬称略）

戸別募金
小計　①

　職域・
　団体募金

学校法人国際文化学園 国際文化理容美容専門学校 国分寺校

ボランティア活動センターこくぶんじ登録団体・サロン

国分寺難病の会

 

※詳細は、巻末資料をご覧ください 
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北多摩東地区保護司会国分寺分区 国際ソロプチミスト国分寺 多摩ふるさと建設業協同組合 

国分寺青年会議所 東元町商店会 ツクイ恋ヶ窪 

知念医院 特定非営利活動法人ワーカーズコープ 税理士法人MIRAI合同会計事務所 

宗教法人 妙法寺 有限会社 ヤマコオ 国際文化理容美容専門学校国分寺校 

多摩信用金庫 国分寺支店 特定非営利活動法人あおぞら 株式会社 アイルートむさし介護アカデミー 

社会福祉法人 はらからの家福祉会  (社福)ゆたか会 国分寺市立ひかり保育園 (社福)桑の実会 Jキッズステーション 

(社福)桑の実会 桑の実西国分寺保育園 戸倉工業 株式会社 タツミ建設 株式会社 

学校法人 渡邉学園 白鳥幼稚園 株式会社 佐藤総研 社会福祉法人 万葉の里 

一般社団法人 東京都国分寺市歯科医師会 (有)アクティブサポート デイサービスカームなみき 株式会社 みずほ銀行 国分寺支店 

(社福)村山苑 ひよし保育園 東皇商事 株式会社 一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会 

一般社団法人 国分寺市薬剤師会 学校法人 東京経済大学 医療法人社団 緑杉会 本町クリニック 

(社福)至誠学舎立川 至誠ホームミンナ 有限会社 前田工機研究所 鉄道情報システム株式会社 
特定非営利活動法人 国分寺市にふるさとをつくる会 有限会社 ホクシンハウスプランニング 社会福祉法人 つくしんぼ共同保育会 

(社福)明王会 明国保育園 社会福祉法人 ななえの里 社会福祉法人 Ann Bee 

社会福祉法人 にんじんの会 ランダム  

 

③「法人・団体会員」（３，０００円以上）           （順不同 敬称略） 

 

④「老人クラブ」（ ３，０００円以上）                      （順不同 敬称略） 

 

⑤自治会・町内会別実績 

※自治会・町内会の詳細は、79 ページに別掲。 

 

（2）その他の自主財源 

事業名 事業実績 

ふれあい募金箱設置（46 か所） 126,908円（32件） 

自動販売機設置（7台） 541,187円 

有料広告掲載 180,000円（＠20,000円×9枠） 

マスコットキャラクター「ふくすけ」グッズ他 80,000 円 

※「ふれあい募金箱」「自動販売機」設置一覧は、77 ページに別掲。 

特定非営利活動法人 Ohana 有限会社 井口葬儀店 協和プラスチックス有限会社 

特定非営利活動法人 すまいる かたぐるまの会 銀杏薬局 

オパール料理同好会 音訳グループ やまばと 国分寺難病の会 

多摩薬局 国分寺市寿奉仕団 フォローアップ№１ 

手話サークル国分寺 国分寺あゆみ会 雪どけ 

拡大写本こくぶんじ 国分寺市青少年育成南地区委員会 いきいき J・Bクラブ 

特定非営利活動法人 日本セラピスト普及協会 緑と自然を育てる会 

特定非営利活動法人 東京多摩いのちの電話 ひまわり 

特定非営利活動法人 ワーカーズコープ 放課後等デイサービスすてっぷ 本町健康マージャン友の会 

日本スポーツウェルネス吹矢協会 国分寺支部 ゆうる～む 

医療法人社団 美誠会 エクセルシオール西国分寺  

共益長寿会 友愛会 しあわせ会 あけぼの会 

北松風会 北の原厚生会 共益東長寿会 光寿会 

高木長寿会 南寿会 西恋松寿会 平和台快生会 

本多北四季の会 本多三北交友会 本多新西寿楽会 本多南寿楽会 

本多東寿楽会 内藤日吉シニアサロン   
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募金箱設置にご協力いただいた市内企業・団体等
市内関係団体・企業等

鉄道情報システム株式会社 4,480
リオン株式会社
国分寺市商工会
公益社団法人国分寺市シルバー人材センター 7,848
特定非営利活動法人 国障連喫茶 3,133

14,690

銀杏薬局／多摩薬局／もり薬局／ふじもと薬局 4,618
商店会等

職域・
団体募金

3,334

10,326

むさし商興会　天章堂 1,416
2,874

南栄商店会　ヘアーサロンまるやま 1,911
国分寺市社協理事・監事、評議員、協力員、職員 72,505

665522,,443388
個人 98,462
社協窓口募金箱 1,000

9999,,446622
44,,119955,,220055

事務局受付
小計　③

合計　①＋②＋③

内藤橋通り商店会 Ｙショップ日吉店／参百圓食堂「日吉小町」

小計　②

1,763

国分寺青年会議所
　創笑本店／Bar風酒場chic
　チンパンジー／大番 国分寺店／AGITO（アジト）

国分寺市薬剤師会

東元町商店会
ベルビュー／餃子 天福居／ふくろう茶屋
若松屋/はやしデンタルクリニック

国分寺駅北口商店街
　茶金／ローソン国分寺本町二丁目店
　セブンイレブン国分寺本町二丁目店
　ケンタッキーフライドチキン国分寺北口店
　日本橋亭国分寺店／イエノウエノカフェ
　タツミ建設株式会社
　清水開発株式会社／戸塚たばこ店

 

（2）「翌年度（令和 2年使用分）地域福祉活動費」の配分 

令和 2年度募金額 4,195,205円及び利息分 6円の合計額 4,195,211 円より、事務費 291,591円

を除いた 3,903,620円を下表のとおり活用する。令和 2年度は新型コロナウイルス感染拡大を受

け「令和元年度歳末たすけあい地域福祉活動費（令和 2 年度使用分）」を、特例的に令和 3 年度

に繰り越して使用することが認められ、1,206,000 円を令和 3年度に繰り越して活用する。 

【令和 3年度使用分 地域福祉活動費】 

№ 事業名   配分金額（円） 

1 ここねっと推進助成事業 1,000,000 

2 市民への地域福祉情報提供事業 753,620 

3 高齢者への支援事業 200,000 

4 ボランティア活動推進事業 1,800,000 

5 生活困窮者支援事業 150,000 

合  計 3,903,620 
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◼ 令和 2年度「赤い羽根共同募金」運動の実施 

東京都共同募金会国分寺地区協力会の事務局として、「赤い羽根共同募金」運動を令和 2年 10

月から令和 3年 3月まで実施した。 

また、例年運動開始日に実施の街頭募金は中止し、国分寺地区協力会理事・監事会および国分

寺地区配分推せん委員会については、書面による決議を行い、新型コロナウイルス感染症の感染

対策に配慮しながら募金運動を行った。 

 

（1）令和 2年度「赤い羽根共同募金」地区募金実績 

金額（円）
自治会・町内会（８２団体） 2,379,864

22,,337799,,886644
国分寺市老人クラブ連合会（２７団体） 77,243
国分寺市民生委員・児童委員協議会 42,500
東京国分寺ロータリークラブ 16,500
東京武蔵国分寺ロータリークラブ 35,000
東京国分寺ライオンズクラブ 7,500
国際ソロプチミスト国分寺 10,000
国分寺市役所職員 74,728
国分寺市商工会 5,000
有限会社　井口葬儀店 1,471
社会福祉法人 Ann Bee 3,000
国分寺市寿奉仕団 3,000
オパール料理同好会 5,000
フォローアップNO.1 3,000
鷹の台グループ 1,000
つくしサロン
雪どけ
国分寺難病の会 3,000
特定非営利活動法人 成年後見ウィル 3,000
本町健康マージャン友の会 3,000
緑と自然を育てる会 1,000
マジックサークル木曜会 2,000
防災まちづくり27会 1,000

17,111

2,500

国分寺市軟式野球連盟少年の部（地区大会決勝戦時 募金箱）

募金種別 団体名等(順不同・敬称略）

戸別募金
小計　①

職域・団体募金

 

 
 

※詳細は、巻末資料をご覧ください 
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募金箱設置にご協力いただいた市内企業・団体等
市内関係団体・企業等

鉄道情報システム株式会社 4,480
リオン株式会社
国分寺市商工会
公益社団法人国分寺市シルバー人材センター 7,848
特定非営利活動法人 国障連喫茶 3,133

14,690

銀杏薬局／多摩薬局／もり薬局／ふじもと薬局 4,618
商店会等

職域・
団体募金

3,334

10,326

むさし商興会　天章堂 1,416
2,874

南栄商店会　ヘアーサロンまるやま 1,911
国分寺市社協理事・監事、評議員、協力員、職員 72,505

665522,,443388
個人 98,462
社協窓口募金箱 1,000

9999,,446622
44,,119955,,220055

事務局受付
小計　③

合計　①＋②＋③

内藤橋通り商店会 Ｙショップ日吉店／参百圓食堂「日吉小町」

小計　②

1,763

国分寺青年会議所
　創笑本店／Bar風酒場chic
　チンパンジー／大番 国分寺店／AGITO（アジト）

国分寺市薬剤師会

東元町商店会
ベルビュー／餃子 天福居／ふくろう茶屋
若松屋/はやしデンタルクリニック

国分寺駅北口商店街
　茶金／ローソン国分寺本町二丁目店
　セブンイレブン国分寺本町二丁目店
　ケンタッキーフライドチキン国分寺北口店
　日本橋亭国分寺店／イエノウエノカフェ
　タツミ建設株式会社
　清水開発株式会社／戸塚たばこ店

 

（2）「翌年度（令和 2年使用分）地域福祉活動費」の配分 

令和 2年度募金額 4,195,205 円及び利息分 6円の合計額 4,195,211円より、事務費 291,591 円

を除いた 3,903,620 円を下表のとおり活用する。令和 2年度は新型コロナウイルス感染拡大を受

け「令和元年度歳末たすけあい地域福祉活動費（令和 2 年度使用分）」を、特例的に令和 3 年度

に繰り越して使用することが認められ、1,206,000 円を令和 3年度に繰り越して活用する。 

【令和 3年度使用分 地域福祉活動費】 

№ 事業名   配分金額（円） 

1 ここねっと推進助成事業 1,000,000 

2 市民への地域福祉情報提供事業 753,620 

3 高齢者への支援事業 200,000 

4 ボランティア活動推進事業 1,800,000 

5 生活困窮者支援事業 150,000 

合  計 3,903,620 
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・ 国分寺難病の会

・ 国分寺市身体障害者福祉会

・ 社会福祉法人 はらからの家福祉会

・ 特定非営利活動法人 国障連喫茶ほんだ・こだま

・ 社会福祉法人　ななえの里

・ 社会福祉法人 Ann Bee

・ 特定非営利活動法人 Ohana

・ 社会福祉法人 コロロ学舎　ET教室

・ 特定非営利活動法人国分寺市手をつなぐ親の会

・ 特定非営利活動法人 グリーンハート

・ 特定非営利活動法人 ひょうたん島

・ 一般社団法人 一粒福祉会　デイオアシスまほろば

・ 一般社団法人こころのネットワーク陽　メリーランド国分寺

・ 社会福祉法人 東京都手をつなぐ育成会　ナザレンホーム　

・ 社会福祉法人けやきの杜

・ 社会福祉法人万葉の里

・ 一般社団法人Life Commit 就労支援事務所　チェンジアップ

・
・ 社会福祉法人　つくしんぼ共同保育会　ポッポのもり保育園

・ 社会福祉法人　つくしんぼ共同保育会　ポッポのはな保育園

市内小学校・中学校（12校）
生徒会・児童会・委員会による募金活動、募金箱 87,656

社協理事・監事、評議員、職員 112,839
558811,,222244

個人 5,000
5,904

1100,,990044
22,,997711,,999922

昨年度の受配団体によるご協力（募金箱設置等）

50,408

事務局受付 募金箱（秋のスイーツ&ハンドメイドフェアふくすけグッズ販売会・社協窓口）

小計　③

職域・団体募金

募金箱設置にご協力いただいた福祉施設
（国分寺障害者施設お仕事ネットワーク加盟団体・保育園等）

12,768

社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会　クラブかたつむり

小計　②

合合計計　　①①＋＋②②＋＋③③  

 

（2）東京都共同募金会直納 

団体名等（順不同・敬称略） 金額（円） 備考 

 ボーイスカウト国分寺第 1団 99,548 
国分寺市内で活動しているボーイスカウト・ガ

ールスカウトは、例年街頭募金を実施して東京

都共同募金会に直納していましたが、今年度は

新型コロナウイルスの影響で実施できず、他の

形でそれぞれご協力いただきました。 

 ボーイスカウト国分寺第 2団 15,000 

 ガールスカウト東京都第 97団 2,094 

合計 116,642  

 

（3）「国分寺地区協力会理事・監事会」および「国分寺地区配分推せん委員会」の実施 

（国分寺地区協力会 役員等）※委員名簿は、76ページに別掲。 

 理事 監事 

国分寺地区協力会 19名 2名 

国分寺地区配分推せん委員会 6名 1名 

－ 14 －
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【国分寺地区協力会 理事・監事会 実施状況】  

回（文書同意日） 内 容 

第 1回  

(令和 2年 8月 31日） 

◎第 10期 会長・副会長の選任、常務理事の指名について 

◎配分推せん委員の委嘱について 

◎令和2年度「赤い羽根共同募金運動」事業計画、地域配分（B配分）募集等について 

第 2回  

(令和 3年１月 31日） 

◎令和 2年度「赤い羽根共同募金」実施報告について 

◎地域配分（B配分）について 

◎小地域福祉活動費について 

◎令和2年度「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」実施報告、地域福祉活動費について 

【国分寺地区配分推せん委員会 実施状況】  

文書同意日 内 容 

令和 3年１月 6日 ◎令和 2年度 地域配分（B配分）の申請に基づく配分推せんについて 

 

（4）地域配分（Ｂ配分）（令和 2年度申請・3年度使用分）について 

【地域配分（Ｂ配分）配分先一覧】    

№ 施設・団体名 事業内容 配分金額（円） 

1 社会福祉法人 千春会 千春第二保育園 在園児用砂場遊具収納庫整備 200,000 

2 
特定非営利活動法人 国分寺市手をつな

ぐ親の会 まあぶ 
知的障害者の社会体験と学習 90,000 

3 
一般社団法人 一粒福祉会 デイオアシ

スまほろば 

調理室の整備 

（エアコン・冷蔵庫・食器棚購入） 
180,000 

4 特定非営利活動法人 ひょうたん島 
新型コロナウイルス感染拡大防止のための備

品整備（加湿空気清浄機購入） 
70,000 

5 
社会福祉法人 はらからの家福祉会  

地域生活支援センタープラッツ 

新型コロナウイルス感染拡大防止に関する

備品整備（スリッパ殺菌ディスペンサー、

体温計付きアルコールディスペンサー等） 

170,000 

6 特定非営利活動法人 Ohana オハナ農園 オハナ農園日帰り研修旅行 110,000 

7 
社会福祉法人 東京都手をつなぐ育成会  

ナザレンホーム 

共同生活援助事業のための備品購入

(衣類乾燥機) 
30,000 

8 国分寺難病の会 講演会「笑いと歌の会」 170,000 

9 社会福祉法人 コロロ学舎 ＥＴ教室 利用者が使用する備品（テレビ）購入 20,000 

10 国分寺市身体障害者福祉協会 日帰り研修旅行 120,000 

11 社会福祉法人 AnnBee なな庵  備品整備（プロジェクター） 40,000 

 

本会が行う地域福祉活動事業として、下記のとおり決定した。 

事 業 名 配分金額（円） 

社協の広報活動（国分寺市社会福祉だより「ふくし」の発行等） 1,010,000 
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（2）東京都共同募金会直納 

団体名等（順不同・敬称略） 金額（円） 備考 

 ボーイスカウト国分寺第 1団 99,548 
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（3）「国分寺地区協力会理事・監事会」および「国分寺地区配分推せん委員会」の実施 

（国分寺地区協力会 役員等）※委員名簿は、76 ページに別掲。 

 理事 監事 

国分寺地区協力会 19 名 2 名 

国分寺地区配分推せん委員会 6名 1 名 
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（5）小地域福祉活動費の配分について 

配分額は、各団体の募金額の 10%。交付希望の下記の団体に交付した。 

№ 団 体 名 件数 募金実績額（円） 配分金額（円） 

1 自治会・町内会（※） 47 1,882,764 187,200 

2 国分寺市老人クラブ連合会 1 77,243 7,700 

3 国分寺市民生委員・児童委員協議会 1 42,500 4,200 

計 49 
 

199,100 

※募金にご協力いただいた 82団体のうち、交付を希望した件数と配分金額の合計 

 
◼ その他福祉事業 

（1）「令和 2年度 国分寺市敬老会」（共催：国分寺市） 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、式典及び高齢者訪問は中止とし、下表のとおり記念品を

贈呈（送付）した。 

対 象 者 対象人数 記 念 品 

100 歳を迎えた方 34 名 膝掛け 

100 歳以上の方 40 名 煎茶の詰め合わせ 

 

（2）新型コロナウイルスへの対応 

 ① 国分寺市医師会を通じて「PCR検査センター」への支援として、寄附（30万円）を行った。 

 ② 「生活福祉資金 特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）」 ※50ページに別掲。 

 ③ 「住居確保給付金受給」 ※47ページに別掲。 

 ④ 「その他の新型コロナウイルス対応」 ※31 ページに別掲。 

 

◼ 災害時の福祉対策の推進 

（1）「国分寺市総合防災訓練」への参加 

「令和 2 年度 国分寺市総合防災訓練」がオンライン開催（10/18）され、職員も特設サイト

の閲覧にて参加。当会ホームページ内で「災害ボランティアセンター」紹介ページを立ち上げた。 

会議名 実施日 

国分寺市防災会議（①書面 ②リモート） ①8月 2日 ②3月 25日（木） 

防災関係機関担当者会議 7月 28日（火）、8月 18日（火） 

 

（2） 自然災害に対する義援金の協力 

共同募金の一環として義援金の受付を行い、中央共同募金会を通して被災地に送金した。 

義援金名 募金額（円） 

令和 2年 7月豪雨災害義援金 258,593 

令和 2年 7月豪雨災害支援金（被災者支援のための募金） 5,500 

 

 

 

－ 16 －
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（3）他機関への協力・会議等への参加 

事業名 実施日 団体名 備考 

福祉センター避難訓練 11 月 27日（金） 福祉センター 消火栓訓練や初期消火訓練、ＡＥＤ訓練 

国分寺青年会議所と

社協職員の合同研修 
11 月 27日（金） 国分寺青年会議所 

情報交換「コロナ禍における JC、社協

それぞれの取り組みについて」 

基調報告「平常時からの多職種連携に

ついて」講師：加納氏（TVAC 職員） 

 

（4）社協職員災害担当プロジェクトの設置 

実施日 内容 

8/5、9/3、12/10、2/9 

・「社協役職員の災害時行動マニュアル」の見直し 

・国分寺市総合防災訓練への参加について 

・職員参集訓練の実施について 

・防災備蓄品の確認 他 

 

（5）協定書等 

（協定書等） 

名 称 締 結 先 締結年度 

国分寺市と災害時のボランティア派遣に関する協定 国分寺市 平成 17年度 

災害時相互支援協定 東京都社会福祉協議会 平成 20 年度 

災害時における協力に関する協定 国分寺青年会議所 平成 29 年度 

（本会マニュアル等）※随時更新作業により改訂 

名 称 策定年度 

社協役職員の災害時行動マニュアル 平成 19 年度 

災害ボランティアセンター運営マニュアル 平成 20 年度 

 

 

【災害ボランティアセンターとは】 

国分寺市社会福祉協議会(以下、国分寺市社協）は、国分寺市

と「災害時におけるボランティア活動に関する協定」を締結

し、国分寺市内で震度 5 弱以上の地震および甚大な風水害に

よる災害が発生した時に、災害時の円滑なボランティア活動

の推進を目的として、「こくぶんじ災害ボランティアセンタ

ー」を設置します。 
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（5）小地域福祉活動費の配分について 
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＜＜２２＞＞  ままちちづづくくりり支支援援係係  

◼ ボランティア・市民活動の推進 

 令和 2年度は新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、直接支援するボランティア活動が

大きく減少しました。また、市内のイベント等もほとんど中止になり、外出する機会も減ること

になりました。 

１．ボランティア活動センターの運営 

（１）「ボランティア活動センターこくぶんじ」の運営 

小地域福祉活動や地域のネットワークづくり、ボランティア・市民活動の推進を図る拠点と 

して「ボランティア活動センターこくぶんじ」を東元町 3丁目に設置し運営しました。 

≪所 在 地≫ 国分寺市東元町 3-17-2 電話 042-300-6363 Fax042-300-6365 

≪開 所 日≫ 月曜日～土曜日（祝日、年末年始は除く） 午前 9時～午後 5時 

≪職員体制≫ センター長 1名、職員 1名、嘱託職員 2名、臨時職員１名 

（２）「ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会」の開催 

「ボランティア活動センターこくぶんじを街づくりの拠点に」を目標として、「市民のため 

の市民の参画によるボランティアセンターづくり」をめざし、「ボランティア活動センター 

こくぶんじ運営委員会」を設置し、開催しました。 

コロナ禍により ZOOM でのオンラインで開催するなど、開催方法も大きく変化しました。ま

た、「シンポジウム」の企画・実施しました。 

（委員名簿は、73ページに別掲。） 

《運営委員会開催状況》 

回 開 催 日 主 な 内 容 人数 

1 6月 15日（月） 

職員紹介、報告（新型コロナウイルス感染拡大によるセンター

の対応、ここねっと推進助成事業前期分等）夏体験ボランティ

ア、シンポジウム等検討 

13名 

2 7月 28日（火） 
報告（ふくし体験プログラム、ボランティア活動ガイドブック

発行等）、シンポジウム等検討 
11名 

3 8月 17日（月） 昨年度シンポジウムの冊子作成、シンポジウム検討等 10名 

4 9月２4日（木） 
報告（運営委員会選出の委員）、昨年度シンポジウム冊子作成、

令和２年度事業等検討 
15名 

5 10 月 26日（月） 報告（ふくし体験プログラム）、シンポジウムの検討等 13名 

6 11 月 16 日（月） 
報告（ふくし体験プログラム、「コロナ禍の生活を応援します」

事業他）、シンポジウムの検討等 
13名 

7 12 月１4日（月） 令和 3年度ボランティア保険取り扱い、シンポジウムの検討等 12名 

8 1 月 27 日（水） 報告（出席会議報告他）、シンポジウムの広報等 13名 

9 2 月 １8日（木） 報告（出席会議報告他）、シンポジウム最終調整等 16名 

10 3 月 23日（火） 報告（出席会議報告他）、シンポジウム振り返り等 15名 

  

－ 18 －
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《シンポジウム関係》 

国分寺の未来を考えるシンポジウム 

   「できることを再発見！木原さんとこれからの可能性を語ろう」 

   日 時 令和 3年 3月 7日（日）午後 1時 30 分～4時 

   会 場 国分寺市 cocobunjiプラザ リオンホール 

   参加者 発表者、関係者、社協職員のみ 

   観 覧 YouTubeでのライブ配信（令和３年 3月末まで保存データを視聴可能） 

   内 容 ■主旨説明 

       ■オープニングトーク 

 特別ゲスト：木原 実 氏（気象予報士・防災士・お天気キャスター） 

 ■第二部 みんなの発表！『国分寺でチャレンジ！国分寺の再発見！』 

各団体による発表「トークセッション」 

発表：国分寺市立第二中学校、地域つながり協力隊、国分寺市赤十字奉仕団、 

内藤・日吉地域連合防災会、明星高等学校、おとなりさん。けやき公園 

ファシリテーター 枝見 太朗氏 

（ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会委員長） 

後援  国分寺市、国分寺市教育委員会、一般社団法人 防災教育推進協会 

企画・運営 ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会 

         協力スタッフ デザイン：篠原 のぞみ（武蔵野美術大学） 

（３）ボランティア活動の相談・コーディネート 

主に国分寺市内の団体・個人からボランティア受け入れの相談や、ボランティア活動希望者 

から相談を受け、コーディネートを行いました。ニード件数は、施設・団体ニードが 93%減、 

個人ニードが 57％減とコロナ禍で大きく減少しました。 

施設・団体ニード  12件（継続 4件、単発 8件）     

個人ニード     33件（継続 22件、単発 6件）※見守り・相談のみも含む 

（４）ボランティア団体・個人ボランティアの育成・指導、相談・助言 

ボランティア活動団体に活動継続・展開・会員加入等の助言・協力をするとともに、個人ボ 

ランティアに対してボランティア活動の原則・注意事項の説明および相談・助言を行いまし 

た。また、「ボランティア情報提供カード」の提出者は、148名（うち新規 29名）。 

（５）ボランティア保険等の加入促進 （総加入者数 ２,１０４名） 

ボランティア活動を安心安全に行うために、ボランティア保険の加入を促すとともに、受付 

業務を行いました。また、国分寺市内在住及び学生で市内活動者のボランティア活動を支援 

するため、ボランティア保険の掛金のうち 100円を補助しました。 

その他、東京都社会福祉協議会の行事保険を 52件、当日参加対応型行事保険を 2件受付し 

ました。 
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＜＜２２＞＞  ままちちづづくくりり支支援援係係  

◼ ボランティア・市民活動の推進 

 令和 2年度は新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、直接支援するボランティア活動が

大きく減少しました。また、市内のイベント等もほとんど中止になり、外出する機会も減ること

になりました。 

１．ボランティア活動センターの運営 

（１）「ボランティア活動センターこくぶんじ」の運営 

小地域福祉活動や地域のネットワークづくり、ボランティア・市民活動の推進を図る拠点と 

して「ボランティア活動センターこくぶんじ」を東元町 3丁目に設置し運営しました。 

≪所 在 地≫ 国分寺市東元町 3-17-2 電話 042-300-6363 Fax042-300-6365 

≪開 所 日≫ 月曜日～土曜日（祝日、年末年始は除く） 午前 9時～午後 5時 

≪職員体制≫ センター長 1名、職員 1名、嘱託職員 2名、臨時職員１名 

（２）「ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会」の開催 

「ボランティア活動センターこくぶんじを街づくりの拠点に」を目標として、「市民のため 

の市民の参画によるボランティアセンターづくり」をめざし、「ボランティア活動センター 

こくぶんじ運営委員会」を設置し、開催しました。 

コロナ禍により ZOOM でのオンラインで開催するなど、開催方法も大きく変化しました。ま

た、「シンポジウム」の企画・実施しました。 

（委員名簿は、73 ページに別掲。） 

《運営委員会開催状況》 

回 開 催 日 主 な 内 容 人数 

1 6月 15日（月） 

職員紹介、報告（新型コロナウイルス感染拡大によるセンター

の対応、ここねっと推進助成事業前期分等）夏体験ボランティ

ア、シンポジウム等検討 

13名 

2 7月 28日（火） 
報告（ふくし体験プログラム、ボランティア活動ガイドブック

発行等）、シンポジウム等検討 
11名 

3 8月 17日（月） 昨年度シンポジウムの冊子作成、シンポジウム検討等 10名 

4 9月２4日（木） 
報告（運営委員会選出の委員）、昨年度シンポジウム冊子作成、

令和２年度事業等検討 
15名 

5 10月 26日（月） 報告（ふくし体験プログラム）、シンポジウムの検討等 13名 

6 11月 16 日（月） 
報告（ふくし体験プログラム、「コロナ禍の生活を応援します」

事業他）、シンポジウムの検討等 
13名 

7 12月１4日（月） 令和 3年度ボランティア保険取り扱い、シンポジウムの検討等 12名 

8 1 月 27 日（水） 報告（出席会議報告他）、シンポジウムの広報等 13名 

9 2 月 １8日（木） 報告（出席会議報告他）、シンポジウム最終調整等 16 名 

10 3 月 23日（火） 報告（出席会議報告他）、シンポジウム振り返り等 15 名 

  

－ 19 －
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【令和 2年度 ボランティア保険プラン別加入状況】 

Aプラン Bプラン Cプラン Aプラン Bプラン Cプラン

R2.4月 1,294 54 8 121 2 8 1,487

R2.5月 97 1 0 28 1 0 127

R2.6月 174 24 0 0 1 1 200

R2.7月 112 6 1 1 1 0 121

R2.8月 65 1 0 12 0 0 78

R2.9月 10 0 0 0 0 0 10

R2.10月 13 1 0 3 0 0 17

R2.11月 34 0 0 5 0 0 39

R2.12月 12 0 0 0 0 0 12

R3.1月 10 0 0 0 0 0 10

R3.2月 2 0 0 0 0 0 2

R3.3月 1 0 0 0 0 0 1

総計 1,824 87 9 170 5 9 2,104

加入者総数
基本コース 天災コース

加入月

 

（６）ボランティア・市民活動団体の登録 

  国分寺市内で活動するボランティア・市民活動団体が登録することにより、団体相互の情 

報交換や協力・連携を推進し、各団体の活動の活性化を図ることを目的に、登録団体制度 

を実施しました。また、「いきいきふれあいサロン」も登録団体として対応しました。 

【令和 2年度 登録団体一覧】（順不同）             ※印は新規登録団体 

№ 団体名 № 団体名 

 【障がい児者関係】  【環境関係】 

1 音訳グループやまばと 46 美しい用水の会 

2 拡大写本こくぶんじ 47 国分寺みどりの会 

3 車いすテニスの会実行委員会 48 姿見の池ホタルの会 

4 恋ヶ窪アミーゴ 49 都市緑化を考える会 

5 国分寺あゆみ会 50 廃棄物減量を推進する会（ハイキー） 

6 国分寺子どもクラブ 51 ミズモリ団 

7 国分寺市障害者福祉を進める会 52 緑と自然を育てる会 

8 国分寺市聴覚障害者協会  【まちづくり・防災関係】 

9 国分寺障害者団体連絡協議会 53 「たまりば」の会 

10 国分寺難病の会 54 かたぐるまの会 

11 (社福)東京聴覚障害者福祉事業協会 クラブかたつむり 55 北町公園をみまもる会 

12 社会福祉法人 はらからの家福祉会 56 北町防災会 

13 手話サークル国分寺 57 国分寺市北町地域センター利用者協議会 

14 特定非営利活動法人 Ohana 58 国分寺市西町プラザ利用者協議会 

15 
特定非営利活動法人  

国分寺市手をつなぐ親の会 
59 

国分寺市もとまち地域センター 

利用者協議会 

－ 20 －
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16 
特定非営利活動法人  

国分寺ハンディキャブ運営委員会 
60 ここねっとナイン 

17 
特定非営利活動法人 視覚障がい者ネッ

トワークコトリナ 
61 地域つながり協力隊       ※ 

18 特定非営利活動法人 ひょうたん島 62 特定非営利活動法人 まちづくりサポート国分寺 

19 特定非営利活動法人 学びの広場 63 特定非営利活動法人 ワーカーズ風ぐるま 

20 ブリンデンテニスクラブ 64 内藤・日吉地域連合防災会 

21 リカバリーキャラバン隊 65 日吉町町内会 

 【高齢者関係】 66 防災まちづくり 27会 

22 
一般社団法人 日本スポーツウエルネス

吹矢協会 国分寺支部 
67 本多連合町会 

23 一般社団法人 一粒福祉会 デイオアシスまほろば 68 防災推進の街づくり仲間の会   ※ 

24 共益東長寿会  【趣味・特技・IT関係】 

25 傾聴ボランティアグループ かたらい 69 OH！ジーンズ 

26 国分寺市寿奉仕団 70 オパール料理同好会 

27 高木長寿会 71 国分寺語りの会 

28 特定非営利活動法人 介護サポーターズ国分寺 72 国分寺市スポーツウエルネス吹矢協会 

29 特定非営利活動法人 すまいる 73 ハーモニカ「ふくの会」 

30 東元町明寿会 74 光パソコンの会 

31 ひまわりの会 75 ペーパークラフトの会 

32 富士本一二三会 76 本町健康マージャン友の会 

33 よっこら処自治会 77 マジックサークル木曜会 

34 老人クラブ 友愛会 78 もとまち書道会 

 【子ども関係】  【その他】 

35 CHEERS 79 国分寺赤米会          ※ 

36 おはなしの会「でんでんだいこ」 80 国分寺市赤十字奉仕団 

37 ガールズスカウト東京都第 97団 81 国分寺社会福祉士会 

38 コアラッコ・親子ひろば サポート国分寺 82 国分寺文化財合愛護の会 

39 国分寺市青少年育成南地区委員会 ※ 83 てのわ部 

40 
東京学芸大学地域子ども会 

活動サークル むぎのこ 国分寺班 
84 特定非営利活動法人 成年後見ウィル 

41 特定非営利活動法人 国分寺市にふるさとをつくる会 85 特定非営利活動法人 日本セラピスト普及協会 

42 ニコトコ製作所 86 認定特定非営利活動法人 東京多摩いのちの電話 

43 ふらっと ぱれっと 87 ははがよむ 

44 雪どけ 88 みんなで歩こう会 

45 なないろ舎           ※ 89 ゆうる～む 
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【令和 2年度 ボランティア保険プラン別加入状況】 

Aプラン Bプラン Cプラン Aプラン Bプラン Cプラン

R2.4月 1,294 54 8 121 2 8 1,487

R2.5月 97 1 0 28 1 0 127

R2.6月 174 24 0 0 1 1 200

R2.7月 112 6 1 1 1 0 121

R2.8月 65 1 0 12 0 0 78

R2.9月 10 0 0 0 0 0 10

R2.10月 13 1 0 3 0 0 17

R2.11月 34 0 0 5 0 0 39

R2.12月 12 0 0 0 0 0 12

R3.1月 10 0 0 0 0 0 10

R3.2月 2 0 0 0 0 0 2

R3.3月 1 0 0 0 0 0 1

総計 1,824 87 9 170 5 9 2,104

加入者総数
基本コース 天災コース

加入月

 

（６）ボランティア・市民活動団体の登録 

  国分寺市内で活動するボランティア・市民活動団体が登録することにより、団体相互の情 

報交換や協力・連携を推進し、各団体の活動の活性化を図ることを目的に、登録団体制度 

を実施しました。また、「いきいきふれあいサロン」も登録団体として対応しました。 

【令和 2年度 登録団体一覧】（順不同）             ※印は新規登録団体 

№ 団体名 № 団体名 

 【障がい児者関係】  【環境関係】 

1 音訳グループやまばと 46 美しい用水の会 

2 拡大写本こくぶんじ 47 国分寺みどりの会 

3 車いすテニスの会実行委員会 48 姿見の池ホタルの会 

4 恋ヶ窪アミーゴ 49 都市緑化を考える会 

5 国分寺あゆみ会 50 廃棄物減量を推進する会（ハイキー） 

6 国分寺子どもクラブ 51 ミズモリ団 

7 国分寺市障害者福祉を進める会 52 緑と自然を育てる会 

8 国分寺市聴覚障害者協会  【まちづくり・防災関係】 

9 国分寺障害者団体連絡協議会 53 「たまりば」の会 

10 国分寺難病の会 54 かたぐるまの会 

11 (社福)東京聴覚障害者福祉事業協会 クラブかたつむり 55 北町公園をみまもる会 

12 社会福祉法人 はらからの家福祉会 56 北町防災会 

13 手話サークル国分寺 57 国分寺市北町地域センター利用者協議会 

14 特定非営利活動法人 Ohana 58 国分寺市西町プラザ利用者協議会 

15 
特定非営利活動法人  

国分寺市手をつなぐ親の会 
59 

国分寺市もとまち地域センター 

利用者協議会 

－ 21 －
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（７）「登録団体連絡会」の開催 

登録団体間の情報交換や連携強化を目的として「登録団体連絡会」の開催を予定していまし

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年度は中止しました。 

（８）「いきいきふれあいサロン」活動の支援 

高齢者や障がい者等が孤立することを予防し、小地域福祉活動の活性化を図ることを目的とし 

て、相互の交流やふれあいの場を運営する「いきいきふれあいサロン」の支援を行いました。 

【令和２年度登録サロン一覧】  

親子：２ヶ所 高齢：9ヶ所（うち体操：4ヶ所） その他：1ヶ所 計 12ヶ所 

（９）活動機材・備品・図書の貸出（地域ふれあい活動備品） 

自治会・町内会や登録ボランティア団体等を対象に、地域のふれあい活動やボランティア 

活動に必要な備品・器材の貸出を行いました。貸出件数 11件（貸出備品個数 26個） 

【主な貸出機材】 

ポップコーン機（2 機）、綿菓子機（3機）、かき氷機（2機）、発電機（３機）、 

簡易テント（2張）、着ぐるみ（3体）、プロジェクター（1機）、スクリーン（1台）等 

（10）「ボランティア活動センターこくぶんじ会議室」の貸出 

ボランティア・市民活動支援の一環として、会議室Ａ・Ｂを登録団体や市民活動団体等に 

貸出しました。緊急事態宣言中は、貸出は中止となりました。 

会議室Ａは、定員 18 名。会議室Ｂは、定員 12名。 

種別 サロン名 実施地区 種別 サロン名 実施地区 

親子 

 

一般社団法人（非営利型）  

小さな森Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

東元町 

他 
 ひまわり 

東元町 

他 

プレイセンターピカソ 北町  ひょうたん島サロン 本多 

高齢者 

（体操） 

いきいき J・Bクラブ 泉町 高齢 いきいきサークル 北町 

鷹の台グループ 北町  つくしサロン 西町 

フォローアップ№1 泉町  認知症の人を支える 

家族の会「きさらぎ会」 
泉町他 

南町 1丁目グループ 南町 その他 
いきいきサロン 

「よっこら処」 
泉町 

【令和 2年度会議室利用状況】   

 
月 

貸出団体 
合計件数 

 登録団体 福祉関係団体 社協関係 

 4月 42 0 2 44 

 5月 38 2 2 42 

 6月 44 0 10 54 

 7月 60 0 10 70 

 8月 44 0 8 52 

 9月 46 0 14 60 

 10月 72 0 16 88 

－ 22 －
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２．ボランティア・市民活動情報の収集・発信 

（１）「ボランティア活動センターこくぶんじだより」の発行 

本会広報誌「ふくし」の7・8面（11/15号）、または1・8面（2/15号）に、「ボランティア活

動センターこくぶんじだより」として、ボランティア情報を掲載し、市民への啓発として活

用しました。年4回発行。市内全戸配布。 

※令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定していた事業が大幅に変更

となったため、「ふくし」の内容も当初の予定を変更して発行しました。 

6/1号は、主に新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた業務縮小のお知らせを、7/1号は、

会員会費特別号として地域福祉事業に使用される会費のご協力依頼を行いました。 

（２）「ボランティア活動ガイドブック2020 ようこそ！ボランティアの家へ」の発行 

ボランティア活動センターの事業やボランティア活動センター登録団体、いきいきふれあい 

サロン、国分寺市内及び近隣市のボランティア受け入れ施設や団体、イベントボランティア 

等を紹介したガイドブック「ようこそ！ ボランティアの家へ」を 700部発行しました。 

掲載団体数は、登録団体：89団体、いきいきふれあいサロン：12団体、受け入れ施設・ 

団体：60ヵ所、イベントボランティア：37団体。 

（３）ホームページを活用したボランティア情報の発信・提供 

ボランティア活動センターこくぶんじのホームページやブログ・メールマガジン・YouTube

等の SNSを活用し、ボランティア活動の啓発、情報提供を行うとともに、問合せや要望にお

応えしました。また、登録団体が自由に書き込みのできるシステムを活用いただき、団体活

動の支援をしました。 

＊ホームページ URL http://www.ko-shakyo.or.jp/vc/  

＊ブログ「ボランティア活動センターこくぶんじの職員日記」 

     http://blog.canpan.info/kokubunjivc/ 

＊メールマガジンの発行（隔週水曜日配信、登録者数 383名） 

＊公式 Twitter（＠kokubunji_vc） 

＊YouTube   https://bit.ly/3dlmh8L 

 

３．講座の開催 

（１）「ボランティア講座」の開催 

  令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止しました。 

（２）「傾聴ボランティアグループ」の支援 

 11月 60 0 8 68 

 12月 60 4 8 72 

 1月 56 0 10 66 

 2月 54 2 4 60 

 3月 66 2 12 80 

 総計 642 10 104 756 
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（７）「登録団体連絡会」の開催 

登録団体間の情報交換や連携強化を目的として「登録団体連絡会」の開催を予定していまし

たが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年度は中止しました。 

（８）「いきいきふれあいサロン」活動の支援 

高齢者や障がい者等が孤立することを予防し、小地域福祉活動の活性化を図ることを目的とし 

て、相互の交流やふれあいの場を運営する「いきいきふれあいサロン」の支援を行いました。 

【令和２年度登録サロン一覧】  

親子：２ヶ所 高齢：9ヶ所（うち体操：4ヶ所） その他：1ヶ所 計 12ヶ所 

（９）活動機材・備品・図書の貸出（地域ふれあい活動備品） 

自治会・町内会や登録ボランティア団体等を対象に、地域のふれあい活動やボランティア 

活動に必要な備品・器材の貸出を行いました。貸出件数 11件（貸出備品個数 26個） 

【主な貸出機材】 

ポップコーン機（2 機）、綿菓子機（3機）、かき氷機（2機）、発電機（３機）、 

簡易テント（2張）、着ぐるみ（3体）、プロジェクター（1機）、スクリーン（1 台）等 

（10）「ボランティア活動センターこくぶんじ会議室」の貸出 

ボランティア・市民活動支援の一環として、会議室Ａ・Ｂを登録団体や市民活動団体等に 

貸出しました。緊急事態宣言中は、貸出は中止となりました。 

会議室Ａは、定員 18 名。会議室Ｂは、定員 12名。 

種別 サロン名 実施地区 種別 サロン名 実施地区 

親子 

 

一般社団法人（非営利型）  

小さな森Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

東元町 

他 
 ひまわり 

東元町 

他 

プレイセンターピカソ 北町  ひょうたん島サロン 本多 

高齢者 

（体操） 

いきいき J・Bクラブ 泉町 高齢 いきいきサークル 北町 

鷹の台グループ 北町  つくしサロン 西町 

フォローアップ№1 泉町  認知症の人を支える 

家族の会「きさらぎ会」 
泉町他 

南町 1丁目グループ 南町 その他 
いきいきサロン 

「よっこら処」 
泉町 

【令和 2年度会議室利用状況】   

 
月 

貸出団体 
合計件数 

 登録団体 福祉関係団体 社協関係 

 4月 42 0 2 44 

 5月 38 2 2 42 

 6月 44 0 10 54 

 7月 60 0 10 70 

 8月 44 0 8 52 

 9月 46 0 14 60 

 10月 72 0 16 88 

－ 23 －



- 24 - 
 

平成 23 年度から３年間開催した「傾聴ボランティア養成講座」修了生の有志で結成した「傾 

聴ボランティアグループかたらい」のサポートを行う予定でしたが、新型コロナウイルス感 

染拡大防止のため、傾聴ボランティアグループの定例会や施設への訪問活動が中止となりま 

した。 

 

４. 連絡調整活動・ボランティア関係連絡会・研修会等への参加 （オンラインでの参加含む） 

（１）「区市町村ボランティア・市民活動センター長会議」（6/18、12/10） 

（２）「区市町村ボランティア・市民活動推進事務局連絡会議」（7/31、10/16） 

（３）「区市町村ボランティア・市民活動センター運営委員およびセンター長等合同会議」（9/11） 

（４）北多摩西部ブロックボランティア担当職員連絡会 

（4/21、6/26、8/26、10/9、11/27、12/21、3/26） 

北多摩西部ブロック（国立市、立川市、国分寺市、東大和市、武蔵村山市、昭島市）社会 

福祉協議会のボランティア担当者会議を、立川市社協が幹事として開催しました。 

職員 2～３名が参加しました。また、災害時に備えて SNSでもコミュニケーションを生 

かせるように研修会をオンラインで開催しました。（12/14、2/4） 

（５）その他の会議・研修会等への出席（一部再掲）（オンライン会議含む） 

○地域ケア会議（12/1） 

○国分寺市生活支援介護予防・サービス整備推進会議（10/28） 

打合せ日（5/23、7/10、11/18)＊2月中止、市民フォーラム（1/15） 

○第 2層生活支援コーディネーター連絡会（5/17、7/19、8/15、11/5、12/17、2/19） 

○国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険計画策定検討委員会（7/9、8/19、9/17、10/8、

11/2、2/16） 

○地域活動による高齢者支援・介護支援の学習プログラムの研究開発事業学習プログラ 

ム・地域活性化推進委員会（11/4、12/16） 

○地域包括支援センター管理者会議（4/11） 

○地域包括支援センター全体会（1/31） 

○民生・児童委員、包括支援センター連絡会（6/5,6/7、6/10、6/13、6/14） 

○生活支援体制整備事業にかかる情報交換会（7/26） 

○国分寺市地域福祉推進協議会（6/27、11/24、2/19） 

○第十小学校学校運営委協議会（7/9、9/17、2/7） 

○国分寺市校長会（5/8、6/12） 

○国分寺地区連絡協議会（四者協）（8/20） 

○公民館運営審議会（4/22、5/13、6/3、7/18、9/12、10/11、11/20、1/24、2/13） 

 ワーキンググループ作業（4/9）、長野県松本市役所職員研修（12/12） 

○地域づくりをすすめるコーディネーター連絡会（7/11、11/25） 

○専修学校による地域産業中核的人材養成事業 （全体会：7/30、2/15） 

 （企画委員会・地域活性化推進委員会合同会議：10/30、12/25、1/29） 

○地区防災計画発表会（2/3） 

○国分寺市相談支援スキルアップ研修（支援者向け）（12/2） 

－ 24 －
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○虐待防止対策研修（12/16） 

○発達障害者支援機関情報交換会（1/24） 

○高次脳機能障害関係機関連絡会（2/14） 

○地域活動による高齢者支援・介護支援の学習プログラムの研究開発事業全体会議（7/17） 

（６）「国分寺市障害者団体連絡協議会企画実行委員会」への参加 

国分寺市障害者団体連絡協議会が、市内在住の障がいのある方々の親睦と交流を目的に実施 

する「バスハイク」と「お楽しみ運動会」のボランティア・コーディネートのため担当職員 

が企画実行委員会（7/1）に参加しました。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、「バスハイク」と「お楽しみ運動 

会」は中止となりました。 

（７）「こくぶんじ市民活動センター」との協働 

  令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止となりました。 

 

５．児童・生徒・学生へのボランティア活動普及及び推進 

（1）「福祉学習会」への協力 

国分寺市内の小・中学校の総合的学習の一環として、学校等からの依頼に対し、ボランティ 

アや登録団体等の協力を得ながら、下表のとおりふくし体験プログラムを行いました。 

令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、ふくし学習会の実施が可能か、協力 

が得られるかなどをボランティアや登録団体、および国分寺市内の小・中学校にアンケート 

を取ったうえで、小・中学校に書面にて広報を行いました。手話体験については、協力団体 

が活動を休止していたため実施できませんでした。 

 

№ 学 校 
学

年 
実施日 校時 分野 内 容 

1 第一小学校 4 10/7（水） 3～4 障害 車いす体験 

2 第一小学校 3 11/16（月） 3～4 障害 
視覚障害者の話・ 

サポート等体験 

3 第二小学校 4 11/2（月） 3～4 障害 
視覚障害者の話・ 

点字体験 

4 

第三小学校 

4 

10/19（月） 

5～6 高齢 高齢者疑似体験 

5 10/26（月） 

6 3 10/27（火） 2～4 障害 
視覚障害者の話・ 

点字体験 

7 第五小学校 4 11/27（金） 3～4 障害 
視覚障害者の話・ 

点字体験 

8 第六小学校 4 9/29（火） 3～4 障害 
視覚障害者の話・ 

ブラインドテニス体験 
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平成 23年度から３年間開催した「傾聴ボランティア養成講座」修了生の有志で結成した「傾 

聴ボランティアグループかたらい」のサポートを行う予定でしたが、新型コロナウイルス感 

染拡大防止のため、傾聴ボランティアグループの定例会や施設への訪問活動が中止となりま 

した。 

 

４. 連絡調整活動・ボランティア関係連絡会・研修会等への参加 （オンラインでの参加含む） 

（１）「区市町村ボランティア・市民活動センター長会議」（6/18、12/10） 

（２）「区市町村ボランティア・市民活動推進事務局連絡会議」（7/31、10/16） 

（３）「区市町村ボランティア・市民活動センター運営委員およびセンター長等合同会議」（9/11） 

（４）北多摩西部ブロックボランティア担当職員連絡会 

（4/21、6/26、8/26、10/9、11/27、12/21、3/26） 

北多摩西部ブロック（国立市、立川市、国分寺市、東大和市、武蔵村山市、昭島市）社会 

福祉協議会のボランティア担当者会議を、立川市社協が幹事として開催しました。 

職員 2～３名が参加しました。また、災害時に備えて SNSでもコミュニケーションを生 

かせるように研修会をオンラインで開催しました。（12/14、2/4） 

（５）その他の会議・研修会等への出席（一部再掲）（オンライン会議含む） 

○地域ケア会議（12/1） 

○国分寺市生活支援介護予防・サービス整備推進会議（10/28） 

打合せ日（5/23、7/10、11/18)＊2月中止、市民フォーラム（1/15） 

○第 2層生活支援コーディネーター連絡会（5/17、7/19、8/15、11/5、12/17、2/19） 

○国分寺市高齢者保健福祉計画・介護保険計画策定検討委員会（7/9、8/19、9/17、10/8、

11/2、2/16） 

○地域活動による高齢者支援・介護支援の学習プログラムの研究開発事業学習プログラ 

ム・地域活性化推進委員会（11/4、12/16） 

○地域包括支援センター管理者会議（4/11） 

○地域包括支援センター全体会（1/31） 

○民生・児童委員、包括支援センター連絡会（6/5,6/7、6/10、6/13、6/14） 

○生活支援体制整備事業にかかる情報交換会（7/26） 

○国分寺市地域福祉推進協議会（6/27、11/24、2/19） 

○第十小学校学校運営委協議会（7/9、9/17、2/7） 

○国分寺市校長会（5/8、6/12） 

○国分寺地区連絡協議会（四者協）（8/20） 

○公民館運営審議会（4/22、5/13、6/3、7/18、9/12、10/11、11/20、1/24、2/13） 

 ワーキンググループ作業（4/9）、長野県松本市役所職員研修（12/12） 

○地域づくりをすすめるコーディネーター連絡会（7/11、11/25） 

○専修学校による地域産業中核的人材養成事業 （全体会：7/30、2/15） 

 （企画委員会・地域活性化推進委員会合同会議：10/30、12/25、1/29） 

○地区防災計画発表会（2/3） 

○国分寺市相談支援スキルアップ研修（支援者向け）（12/2） 
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9 4 10/6（火） 3～4 障害 
視覚障害者の話・ 

点字体験 

10 4 10/13（火） 3～4 障害 車いす体験 

11 3 11/9（月） 3～4 障害 
盲導犬についての話・ 

視覚障害者の話 

12 第八小学校 4 2/25（木） 1～2 障害 
視覚障害者の話・ 

ブラインドテニス見学 

13 

国分寺市民生委員・ 

児童委員協議会 

障害福祉部会 

11/6（金） 
10:00～ 

 12:00 
障害 車いす体験 

協力：NPO 法人 視覚障がい者ネットワーク コトリナ、ブラインドテニスクラブ 

点字あゆみの会、国分寺市聴覚障害者協会、田村繁さん 

（2）「2020 夏体験ボランティア」の実施 

夏休みを利用してボランティア活動を体験し、自分や家族が住んでいる地域社会や福祉への 

理解・関心を高め、社会参加への意欲を高めることを目的として開催していますが、令和２ 

年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。 

 

２．「ひとり暮らし高齢者等地域交流会」 

（１）「ひとり暮らし高齢者等地域交流会」の実施 

ひとり暮らし高齢者（70歳以上）等と地域住民とのふれあいを深め、ともに支え合う住民 

主体のまちづくりを目的に、国分寺市の補助事業として、各地区 5～8回の茶話会や会食を 

通じた交流会を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、8月までは 

中止としました。9 月以降は各会のボランティアが工夫し、コロナ禍において「新たな交流 

方法を模索する機会」として訪問や短時間で顔合わせ程度の交流など、利用者の皆さんと少 

しでも交流できる活動を行いました。 

【令和２年度地域交流会地区別実施回数】              

地域交流会名 地   区 

実 施 回 数（回） 在籍人数（名） 

ボランティア 

会 議 
郵 送 訪 問 会 場 合 計 参加者  ボランティア 

さ つ き 会 東元町・南町    3 3 39 31 

あ ず ま 会 本町・本多 2 1  2 5 24 13 

こいがくぼ会 
東恋ヶ窪 

2～3丁目 
  2  2 13 6 

きたこい会 
東恋ヶ窪 

4～6丁目 
 1  1 2 13 9 

い ず み 会 
西元町・ 

西恋ヶ窪・泉町 
  1  1 26 16 

むらさき会 戸倉  1  1 2 27 21 
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す み れ 会 日吉町・内藤  1 3  4 20 16 

さ さ の 会 東戸倉   3  3 14 8 

たちばな会 
新町・並木町・

北町 
3  2  5 16 9 

ふれあい会 
富士本・光町・

高木町・西町 
2  1  3 32 30 

合  計  7 4 12 7 30 224 159 

 （２）「地域交流会連絡員会議」の開催 

ボランティアと社協との連携を図るため、各地区の連絡員・会計との連絡会を開催し、社協

からの情報提供や各地区との情報交換等を行う予定でしたが、令和 2年度は新型コロナウイ

ルス感染拡大に伴い、1回のみの開催となりました。 

日程 4/11（中止）、10/29（中止）、2/19 

 

４．「車いす貸与事業」の実施 

障がい、高齢、疾病、傷害等で車いすの必要な方に、通院、外出等日常生活の利便を図るため、 

無償で車いすを貸し出しました。令和 2年度貸出件数は、延べ 433件 

（内訳：社協事務局 22件、ボランティア活動センター27件、車いすステーション 199件） 

 

５.「車いすステーション」の設置・貸出 

近所で 2週間程度の短期間、気軽に車いすをご利用いただけるように、市内の事業所等のご協 

力で「車いすステーション」を市内 47カ所に設置しました。 

貸出件数：199件  貸出し日数：延べ 857 日 

【令和 2年度車いすステーション一覧】          ※印は、新規登録ステーション 

№ ステーション名 町名 

1 すぎもと米店 

東元町 2 訪問介護 ことり 

3 もとまち公民館 

4 リハセンターにんじん・健康の駅 
西元町 

5 特定非営利活動法人 すまいる 

6 らくだ デイサービス 

南町 
7 地域生活支援センター プラッツ 

8 日之出屋寝具店 

9 国分寺市立 本町・南町地域センター 

10 深田記念館 

本町 

11 イエノウエノカフェ 

12 たけむら整形外科 

13 ケア・センターやわらぎ国分寺 

14 三多摩医療生活協同組合 国分寺診療所 
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9 4 10/6（火） 3～4 障害 
視覚障害者の話・ 

点字体験 

10 4 10/13（火） 3～4 障害 車いす体験 

11 3 11/9（月） 3～4 障害 
盲導犬についての話・ 

視覚障害者の話 

12 第八小学校 4 2/25（木） 1～2 障害 
視覚障害者の話・ 

ブラインドテニス見学 

13 

国分寺市民生委員・ 

児童委員協議会 

障害福祉部会 

11/6（金） 
10:00～ 

 12:00 
障害 車いす体験 

協力：NPO 法人 視覚障がい者ネットワーク コトリナ、ブラインドテニスクラブ 

点字あゆみの会、国分寺市聴覚障害者協会、田村繁さん 

（2）「2020夏体験ボランティア」の実施 

夏休みを利用してボランティア活動を体験し、自分や家族が住んでいる地域社会や福祉への 

理解・関心を高め、社会参加への意欲を高めることを目的として開催していますが、令和２ 

年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止しました。 

 

２．「ひとり暮らし高齢者等地域交流会」 

（１）「ひとり暮らし高齢者等地域交流会」の実施 

ひとり暮らし高齢者（70 歳以上）等と地域住民とのふれあいを深め、ともに支え合う住民 

主体のまちづくりを目的に、国分寺市の補助事業として、各地区 5～8回の茶話会や会食を 

通じた交流会を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、8月までは 

中止としました。9月以降は各会のボランティアが工夫し、コロナ禍において「新たな交流 

方法を模索する機会」として訪問や短時間で顔合わせ程度の交流など、利用者の皆さんと少 

しでも交流できる活動を行いました。 

【令和２年度地域交流会地区別実施回数】              

地域交流会名 地   区 

実 施 回 数（回） 在籍人数（名） 

ボランティア 

会 議 
郵 送 訪 問 会 場 合 計 参加者  ボランティア 

さ つ き 会 東元町・南町    3 3 39 31 

あ ず ま 会 本町・本多 2 1  2 5 24 13 

こいがくぼ会 
東恋ヶ窪 

2～3丁目 
  2  2 13 6 

きたこい会 
東恋ヶ窪 

4～6丁目 
 1  1 2 13 9 

い ず み 会 
西元町・ 

西恋ヶ窪・泉町 
  1  1 26 16 

むらさき会 戸倉  1  1 2 27 21 

－ 27 －
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15 行政書士 石井法務事務所 

本多 
16 医療法人社団 清浩会 杉山歯科医院 

17 プライム ふく福 

18 本多三丁目北町内会 1（島森宅） 

19 有限会社 アワーズ 

東恋ヶ窪 

20 社会福祉法人 浴光会 あじさい苑 

21 東恋ヶ窪４丁目自治会（坂本宅） 

22 国分寺東恋ヶ窪四郵便局 

23 東恋ヶ窪６丁目自治会（小林宅） 

24 北の原地域センター 

25 セブン‐イレブン西国分寺駅前店 

泉町 26 アマネシ酒店 

27 国分寺市介護老人保健施設 すこやか 

28 有限会社 宮寺酒店   西恋ケ窪 

29 社会福祉法人 万葉の里 KOCO・ジャム 
東戸倉 

30 特定非営利活動法人 暖家 

31 社会福祉法人 けやきの杜 小規模多機能むさし 戸倉 

32 社会福祉法人 幹福祉会 国分寺事業部 ヘルプ協会国分寺 

日吉町 
33 権利擁護センターこくぶんじ 

34 桔梗の会 

35 クラブかたつむり 

36 ナイトウ果樹園 内藤 

37 鶴田宅 
新町 

38 新町地区連合自治防災会（小林宅）         

39 曹洞宗 妙法寺            北町 

40 デイサービス カーム・なみき 
並木町 

41 特定非営利活動法人 国分寺ハンディキャブ運営委員会 

42 地域活動支援センター虹 光町活動室 光町 

43 高島屋 原田酒店 
高木町 

44 織田島酒店 

45 にしまち歯科 

西町 46 けやき台分譲団地管理組合 

47 西町弁天町内会（宮下宅 元 グリコ牛乳販売店）  

 

６．「ボランティアステーション」の設置 

 車いすステーションや募金箱、イベント等のチラシの配架やポスターの掲示など、本会事業の 

趣旨にご賛同いただいている市内の各協力店や事業所、個人宅等を「ボランティアステーショ 

ン」と総称して、市民への周知・啓発を行いました。 

－ 28 －
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◼ ここねっと推進助成事業 

「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」の翌年度使用分を活用し、国分寺市内で地域福祉活動の

推進を目的に、ここねっとプランを意識した地域福祉活動に取り組んでいるボランティアグルー

プや市民活動団体等に対し、事業に要する経費の助成を行いました。社協だより「ふくし」や市

報への掲載、ホームページ上に実施要綱及びパンフレットを掲載した他、登録団体および関係団

体への案内送付等による一般公募を行いました。 

申請対象団体は、ボランティア活動センターこくぶんじに団体登録することを必須としました。 

説 明 会 

（申請団体は参加必須） 

・全登録団体へ事業のパンフレットと申請書を送付し、個別に対応 

・未登録団体については、VCホームページや市報（8/1号）で案内 

申請受付期間 

（立ち上げ費は随時申請可） 

【前期】3/10～3/31 

【後期】8/1～8/31 

助成金審査会 【前期】5/20【後期】9/23 

 

＜助成内容＞ 

助成区分 上限額 自主財源 対   象 

日常活動費 5万円 各種法人：1/2 

その他：1/4 

年間を通して日常的に（原則月 1回以上） 

実施する地域福祉活動事業 

イベント費 5万円 原則として一回で完結する地域福祉活動事業 

立ち上げ費 3万円 なし 立ち上げ 1年未満の団体が運営に必要とする費用 

 

（1） 日常活動費（計 14 件 417,324円）  

№ 団体名 事業名 助成金額（円） 

1 プレイセンターピカソ 
乳幼児とその家族が安心して遊べる場を 

親が自主運営する事業 
50,000 

2 ひまわりの会 地域の高齢者が参加し、介護予防体操などの活動 30,000 

3 いきいき J・Bクラブ 健康体操 30,000 

4 姿見の池 ホタルの会 姿見の池でのホタル復活のための事業 35,000 

5 いきいきサロンよっこら処 世代を越えた交流会 28,367 

6 ひまわり 地域の誰でも参加できる高齢者の茶話会 33,000 

7 
東京学芸大学地域子ども会活動

サークルむぎのこ 国分寺班 

子どもたちが楽しく遊ぶことのできる場の提供

事業 
20,000 

8 いきいきサークル 高齢者のためのサロン 1,700 

9 特定非営利活動法人 ひょうたん島 ワンコイン講座 9,000 

10 国分寺子どもクラブ 
障害のある小中学生、およびその兄弟姉妹の余

暇活動支援 
33,257 

11 雪どけ 居場所事業 50,000 
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15 行政書士 石井法務事務所 

本多 
16 医療法人社団 清浩会 杉山歯科医院 

17 プライム ふく福 

18 本多三丁目北町内会 1（島森宅） 

19 有限会社 アワーズ 

東恋ヶ窪 

20 社会福祉法人 浴光会 あじさい苑 

21 東恋ヶ窪４丁目自治会（坂本宅） 

22 国分寺東恋ヶ窪四郵便局 

23 東恋ヶ窪６丁目自治会（小林宅） 

24 北の原地域センター 

25 セブン‐イレブン西国分寺駅前店 

泉町 26 アマネシ酒店 

27 国分寺市介護老人保健施設 すこやか 

28 有限会社 宮寺酒店   西恋ケ窪 

29 社会福祉法人 万葉の里 KOCO・ジャム 
東戸倉 

30 特定非営利活動法人 暖家 

31 社会福祉法人 けやきの杜 小規模多機能むさし 戸倉 

32 社会福祉法人 幹福祉会 国分寺事業部 ヘルプ協会国分寺 

日吉町 
33 権利擁護センターこくぶんじ 

34 桔梗の会 

35 クラブかたつむり 

36 ナイトウ果樹園 内藤 

37 鶴田宅 
新町 

38 新町地区連合自治防災会（小林宅）         

39 曹洞宗 妙法寺            北町 

40 デイサービス カーム・なみき 
並木町 

41 特定非営利活動法人 国分寺ハンディキャブ運営委員会 

42 地域活動支援センター虹 光町活動室 光町 

43 高島屋 原田酒店 
高木町 

44 織田島酒店 

45 にしまち歯科 

西町 46 けやき台分譲団地管理組合 

47 西町弁天町内会（宮下宅 元 グリコ牛乳販売店）  

 

６．「ボランティアステーション」の設置 

 車いすステーションや募金箱、イベント等のチラシの配架やポスターの掲示など、本会事業の 

趣旨にご賛同いただいている市内の各協力店や事業所、個人宅等を「ボランティアステーショ 

ン」と総称して、市民への周知・啓発を行いました。 

－ 29 －
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12 緑と自然を育てる会 
姿見の池緑地における生物多様性の象徴として

の平家蛍、源氏蛍の復活！ 
35,000 

13 マジックサークル木曜会 マジックによる地域交流活動 50,000 

14 ペーパークラフトの会 紙ヒコーキによる地域交流・異世代交流事業 12,000 

 

（2）イベント費（4 件 116,871円） 

1 
廃棄物減量を推進する会 

（ハイキー） 

小学生の総合的な学習のゲストティーチャーの

派遣事業 
40,000 

2 
特定非営利活動法人 国分

寺市にふるさとをつくる会 
玉の自然を楽しく学ぶ会 25,000 

3 防災まちづくり２７会 
防災講演会～避難所あれこれ、避難所に起こる

問題点と対策～ 
26,871 

4 
特定非営利活動法人 

成年後見ウィル 

知的障害者を対象に成年後見を正しく理解する

ための公開講演会 
25,000 

    

（3）立ち上げ費（1 件 30,000） 

１ 北町防災会 地域の誰もが参加できる防災活動 30,000 

 

◼ 「見守り訪問事業」 

平成 30 年度まで国分寺市の委託事業として実施していた「高齢者見守り訪問事業」を、令和

元年度より本会の独自事業として実施しました。活動内容は、利用者の自宅での話し相手を基本

に、囲碁・将棋等の趣味活動の相手、外出（散歩・買い物等）の付添い、洗濯物の取り込み等の

雑務の他、利用者が必要とする活動です。 

（１）実施状況 

 

 

 

 

 

 

（２）相談状況 

新規利用相談件数 18件 

 訪問決定件数 4件 

（中止理由は、施設入所・入院・死亡・体調不良・本人の希望が確認できない等） 

 

□「創価大学西浦ゼミ Team Lights」 インタビューによる活動支援（ZOOM） 

 創価大学西浦ゼミ Team Lightsに所属する学生が、メンバーの実体験から、コロナ禍で高齢

者が自粛し引きこもっている現状に学生が関われないかと考え、「高齢者の社会的孤立を防

累計利用者数（年度途中中止者も含む） 55名 

年度末利用登録者数 39名 

訪問活動を行ったサポーター員数 31名 

年度末サポーター員登録者数 58名 

年間延べ訪問回数 506 回 

－ 30 －
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ぐオンライン上の交流の場の提供」を提案し、八王子市で 2回の実証実験を行っていました。

国分寺市でも同様に実証実験ができないか、また、国分寺市の現状を知りたいとのことで、

サロンやボランティアグループの活動も詳しいという理由からボラセンに連絡が入り、質疑

応答の形でインタビューを受けました。ボラセンからも、本来高齢者が望んでことは何なの

か、高齢者の目線で大学生ができる身近な活動なども視野に入れることなどのアドバイスや、

その向こうにある課題を見つけて欲しいと提案しました。国分寺市内での実証実験の際は、

対応可能な高齢者の選出を行い、関わっていければと考えています。 

 

□「コロナ禍の生活を応援します」事業の実施（新規） 

 『ボランティア活動センターこくぶんじ 中長期活動計画 4.ボラセンの目指す次期 5年間

の運営方針（ビジョン）①「人・まちづくり」を担う地域のコーディネーター役となる  

（4）市民が相談しやすい地域の窓口を目指し、新たな課題の発掘やその解決に向けた取り組

みを行う。』を受け、国分寺市内において、本当に支援を必要とする人の現状を把握し、援

助を行うための仕組み作りができないかと考えました。 

まずはコロナ禍で生活が不安定になった方、困窮している方が年末年始を少しでも安心して

過ごせるようにと、市内食料品店（日吉フードセンター）の協力を得て、3000 円相当の食品

の詰め合わせを 50セット（1 世帯につき 1セット）用意し、申し込みのあった方（一定の条

件あり）に配布を行いました。なお、この事業は市民の皆さんにご協力いただいた「令和元

年度歳末たすけあい・地域福祉活動募金」を活用しました。 

（１） その他の新型コロナウイルス対応 

① 「おうちでできるボランティア」の実施 

新型コロナウイルス感染拡大が続く中、地域の方からの声をきっかけに「何かしたい！」 

と思っている人が、自粛生活の中でもできるボランティア活動「おうちでできるボランテ 

ィア」を企画・実施しました。 

 ＊手作りマスクを作ろう！ 

   材料不足という状況もあったため、社協の手ぬぐいを再利用した「キット」を準備し、希 

望される方に配布して作っていいただきました。市内外、広島県や北海道からの協力もあ 

り、800枚を超える協力がありました。 

 ＊国分寺市内のお店を応援するためのポスター作り！ 

   国分寺市内で頑張って営業を続けている店舗を応援するために企画で、また、お店のほう 

もボランティアが描いたポスターを貼ることがボランティアになるという、「お互い様の 

関係」の企画でした。 

 ＊ウエス作り 

   自粛生活中に部屋の片づけをしながら、不要になったものを再利用してみませんか？と 

   「ウエス（使い捨てぞうきん）作り」を企画しました。 

 ＊年賀状作り 

   外出したり、人と会う機会が減った高齢者の方へ、年賀状に新年のメッセージや元気出る

言葉などを書いてもらいました。 
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12 緑と自然を育てる会 
姿見の池緑地における生物多様性の象徴として

の平家蛍、源氏蛍の復活！ 
35,000 

13 マジックサークル木曜会 マジックによる地域交流活動 50,000 

14 ペーパークラフトの会 紙ヒコーキによる地域交流・異世代交流事業 12,000 

 

（2）イベント費（4 件 116,871 円） 

1 
廃棄物減量を推進する会 

（ハイキー） 

小学生の総合的な学習のゲストティーチャーの

派遣事業 
40,000 

2 
特定非営利活動法人 国分

寺市にふるさとをつくる会 
玉の自然を楽しく学ぶ会 25,000 

3 防災まちづくり２７会 
防災講演会～避難所あれこれ、避難所に起こる

問題点と対策～ 
26,871 

4 
特定非営利活動法人 

成年後見ウィル 

知的障害者を対象に成年後見を正しく理解する

ための公開講演会 
25,000 

    

（3）立ち上げ費（1件 30,000） 

１ 北町防災会 地域の誰もが参加できる防災活動 30,000 

 

◼ 「見守り訪問事業」 

平成 30 年度まで国分寺市の委託事業として実施していた「高齢者見守り訪問事業」を、令和

元年度より本会の独自事業として実施しました。活動内容は、利用者の自宅での話し相手を基本

に、囲碁・将棋等の趣味活動の相手、外出（散歩・買い物等）の付添い、洗濯物の取り込み等の

雑務の他、利用者が必要とする活動です。 

（１）実施状況 

 

 

 

 

 

 

（２）相談状況 

新規利用相談件数 18件 

 訪問決定件数 4件 

（中止理由は、施設入所・入院・死亡・体調不良・本人の希望が確認できない等） 

 

□「創価大学西浦ゼミ Team Lights」 インタビューによる活動支援（ZOOM） 

 創価大学西浦ゼミ Team Lightsに所属する学生が、メンバーの実体験から、コロナ禍で高齢

者が自粛し引きこもっている現状に学生が関われないかと考え、「高齢者の社会的孤立を防

累計利用者数（年度途中中止者も含む） 55名 

年度末利用登録者数 39名 

訪問活動を行ったサポーター員数 31名 

年度末サポーター員登録者数 58名 

年間延べ訪問回数 506回 

－ 31 －



- 32 - 
 

◼ 地域共生社会の推進 

１．「第 1層生活支援コーディネーター」の設置 

令和元年度より、日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って在宅

生活を継続していくために必要となる多様な主体による、多様な生活支援・介護予防サービスの

提供体制を構築するため、支援ニーズとサービスのコーディネート機能を担い、サービスを提供

する事業主体と連携して支援体制の充実・強化を図ることを目的に、国分寺市より受託。コーデ

ィネーター1 名を配置しました。令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大により、当初予

定していたような活動が展開することができませんでした。 

（１）生活支援・介護予防サービスのコーディネート等に関する業務 

 ➀地域の社会資源の把握及びニーズの把握 

  ・地域福祉コーディネーターと地域住民がすすめている「日吉町居場所づくり」に参加し 

ました。常設の居場所づくりに向けて動き始めましたが、賃貸の借り上げの問題や金銭 

的な課題が見つかりました。（7/3、7/28、8/1、9/1、10/29、11/19、12/4） 

② 地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動のマッチング 

 ・もとまちの第２層協議体では、コロナ禍で外出できないことに注目し、少しでも促しと 

なるよう「お散歩マップ」の作成に着手しました。（3/25） 

③ 地域に不足しているサービスや支援の創出  

 ・地域福祉コーディネーターの呼びかけにより「ペット問題懇談会」を開催した。 

  （11/17、2/16） 

④ 地域包括支援センターやサービス提供主体など関係機関や団体間のネットワーク構築 

 ・「コーディネーターの役割と連携」をテーマにコーディネーター連絡会を開催した。 

  （3/26） 

 （２）サービスや支援の担い手となるボランティア等の養成及び活動する場の検討とマッチン 

    グに関する業務 

   ・生活支援・介護予防サービス整備推進会議の中で、担い手研修に関する話し合いを行い 

ました。また、チラシ案の校正を行いました。（7/22、10/28） 

 （３）生活支援・介護予防サービス提供体制の構築に関する政策形成の支援および協議体での 

    議案作成、会議運営に関する業務 

・第 1層協議体である「生活支援・介護予防サービス整備推進会議」を開催し、会長とし 

 て議事の進行を行ないました。（本会議：7/22、10/28 打合せ：6/30、9/24） 

 （４）地域住民の支え合い活動推進の取り組みに関する業務 

   ・令和２年度は、市民フォーラムは中止となりました。 

 （５）第 2層生活支援コーディネーター及び地域福祉コーディネーターとの連携体制の構築 

  ➀第 2層生活支援コーディネーター巡回への参加（もとまち 7/21、9/30 ほんだ 7/1、 

9/17、10/21、11/20 こいがくぼ 7/28、9/28、12/2、1/12 ひよし 9/14、 

12/9、2/26 ひかり 7/20、10/14、12/16、3/4 なみき 7/13、12/18、1/29） 

  ➁地域福祉コーディネーター定例会等参加（5/19、6/22、7/20、8/31、10/2、11/11、 

12/15、2/17、3/22） 

  ➂地域福祉コーディネータースーパービジョン参加（7/22、10/29、12/23）    
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  ④その他、第１層生活支援コーディネーター担当者打ち合わせ（4/23、8/14）、地域ケア 

会議（7/29書面開催）、十小地域懇談会（7/29）に参加。 

 （６）出席した会議等 

  ➀会議 

  ・第 1層生活支援コーディネーター担当者打ち合わせ（4/23、8/14、2/25） 

  ・地域ケア会議（7/29、12/1、3/23） 

  ・十小地域懇談会（7/29） 

  ・社協内連携会議（まちづくり支援係・自立支援担当・権利擁護担当 11/13） 

  ・買物困難者支援事業ヒアリング（1/14） 

  ・地域包括支援センター管理者会議（3/16） 

  ・第 2層生活支援コーディネーター連絡会（3/16） 

  ・コーディネーター連絡会（3/26） 

  ・創価大学西浦ゼミインタビュー（11/6） 

  ・市・高齢福祉課、地域共生推進課との打合せ（100/5） 

 

２．「地域福祉コーディネーター」の設置 

少子高齢化や核家族化、地域のつながりの希薄化など、地域社会を取り巻く環境の変化等による

福祉ニーズの多様化・複雑化へ対応するため、令和元年度から国分寺市より「地域福祉コーディ

ネーター業務」を受託し、2 名を配置しました。市内の地域包括支援センターのエリアを東西に

分け、地域住民からの困りごとや気になることの相談に幅広く対応しました。 

また、地域の中へ入り、地域の方々や関係機関と協力して問題解決に向けた支援を行い、新たな

住民主体の地域活動の立ち上げや、住民が自主的に活動を発展できるよう運営支援を行いました。

令和 2年度は、新型コロナウイルスの影響で多くの会議や研修が中止となりました。予定してい

た懇談会やイベントは、新たな取り組みとしてオンラインを活用したZoom会議で実施しました。

個別相談では、ひきこもりや近隣住民とのトラブル等の深刻な相談が多く、民生委員・児童委員

や高齢者・障害者関係等、多機関・多職種との連携・協働の必要性を強く感じ、ボランティア活

動センターこくぶんじと共催で「コーディネーター連絡会」を初めて開催しました。 

また、地域福祉コーディネーターの活動内容や地域課題への取り組み方等については、年 4回の

スーパービジョンを行い、スーパーバイザーより助言をいただきすすめました。 

（1）相談概要 

① 個別支援 

 ○継続相談件数：18件（東区域：16件、西区域：2件） 

 ○新規相談件数：28件 

区域　　　　月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

東 3 3 0 1 0 1 1 1 1 2 0 3 16

西 2 1 2 1 2 0 2 1 1 0 0 0 12

合計 5 4 2 2 2 1 3 2 2 2 0 3 28  

 

- 32 - 
 

◼ 地域共生社会の推進 

１．「第 1層生活支援コーディネーター」の設置 

令和元年度より、日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きがいを持って在宅

生活を継続していくために必要となる多様な主体による、多様な生活支援・介護予防サービスの

提供体制を構築するため、支援ニーズとサービスのコーディネート機能を担い、サービスを提供

する事業主体と連携して支援体制の充実・強化を図ることを目的に、国分寺市より受託。コーデ

ィネーター1 名を配置しました。令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大により、当初予

定していたような活動が展開することができませんでした。 

（１）生活支援・介護予防サービスのコーディネート等に関する業務 

 ➀地域の社会資源の把握及びニーズの把握 

  ・地域福祉コーディネーターと地域住民がすすめている「日吉町居場所づくり」に参加し 

ました。常設の居場所づくりに向けて動き始めましたが、賃貸の借り上げの問題や金銭 

的な課題が見つかりました。（7/3、7/28、8/1、9/1、10/29、11/19、12/4） 

② 地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動のマッチング 

 ・もとまちの第２層協議体では、コロナ禍で外出できないことに注目し、少しでも促しと 

なるよう「お散歩マップ」の作成に着手しました。（3/25） 

③ 地域に不足しているサービスや支援の創出  

 ・地域福祉コーディネーターの呼びかけにより「ペット問題懇談会」を開催した。 

  （11/17、2/16） 

④ 地域包括支援センターやサービス提供主体など関係機関や団体間のネットワーク構築 

 ・「コーディネーターの役割と連携」をテーマにコーディネーター連絡会を開催した。 

  （3/26） 

 （２）サービスや支援の担い手となるボランティア等の養成及び活動する場の検討とマッチン 

    グに関する業務 

   ・生活支援・介護予防サービス整備推進会議の中で、担い手研修に関する話し合いを行い 

ました。また、チラシ案の校正を行いました。（7/22、10/28） 

 （３）生活支援・介護予防サービス提供体制の構築に関する政策形成の支援および協議体での 

    議案作成、会議運営に関する業務 

・第 1層協議体である「生活支援・介護予防サービス整備推進会議」を開催し、会長とし 

 て議事の進行を行ないました。（本会議：7/22、10/28 打合せ：6/30、9/24） 

 （４）地域住民の支え合い活動推進の取り組みに関する業務 

   ・令和２年度は、市民フォーラムは中止となりました。 

 （５）第 2層生活支援コーディネーター及び地域福祉コーディネーターとの連携体制の構築 

  ➀第 2層生活支援コーディネーター巡回への参加（もとまち 7/21、9/30 ほんだ 7/1、 

9/17、10/21、11/20 こいがくぼ 7/28、9/28、12/2、1/12 ひよし 9/14、 

12/9、2/26 ひかり 7/20、10/14、12/16、3/4 なみき 7/13、12/18、1/29） 

  ➁地域福祉コーディネーター定例会等参加（5/19、6/22、7/20、8/31、10/2、11/11、 

12/15、2/17、3/22） 

  ➂地域福祉コーディネータースーパービジョン参加（7/22、10/29、12/23）    
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○相談経路 

区域
本
人

親
族

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

包
括

(

生
活
支
援

Ｃ
Ｏ
）

＊

民
生
委
員
・

児
童
委
員

自
治
会
・

町
内
会

近
隣
住
民

合
計

東 5 3 0 4 3 0 1 0 16

西 4 0 2 0 1 2 0 3 12

合計 9 3 2 4 4 2 1 3 28  
＊包括（生活支援ＣＯ）：地域包括支援センター（第 2 層生活支援コーディネーター） 

○相談方法 

区域 電話 来所 訪問 メール その他 合計

東 11 2 0 0 3 16

西 10 0 0 1 1 12

合計 21 2 0 1 4 28   

○相談内容及び背景にある課題 

区域

病
気
・
け
が

身
体
障
害

（

疑
い
含
む
）

知
的
障
害

（

疑
い
含
む
）

精
神
障
害

（

疑
い
含
む

)

ホ
ー

ム
レ
ス

自
殺
企
図

虐
待

不
登
校

家
庭
内
暴
力

家
族
が
不
仲

認
知
症

ひ
き
こ
も
り

孤
立

失
業
・
リ
ス
ト
ラ

就
労
不
安
定

経
済
的
困
窮

親
の
年
金
頼
み
で

子
が
無
職

ゴ
ミ
屋
敷

近
隣
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル

そ
の
他

合
計

東 2 0 2 4 1 1 0 1 2 1 2 3 2 0 2 4 1 2 4 2 36

西 1 1 1 3 0 0 2 0 0 2 1 0 3 1 0 4 0 0 4 2 25

合計 3 1 3 7 1 1 2 1 2 3 3 3 5 1 2 8 1 2 8 4 61  

○複合的な課題を抱えた相談件数：15件（東区域：9件、西区域：6件） 

○連携先 

 

区域
行
政

社
会
福
祉
協
議
会

生
活
困
窮

介
護

障
害

子
ど
も
・
子
育
て

医
療

権
利
擁
護

地
域

商
工
関
係

そ
の
他

合
計

東 11 6 0 8 0 0 6 1 14 6 5 57

西 10 9 4 4 5 7 2 1 10 0 5 57

合計 21 15 4 12 5 7 8 2 24 6 10 114
  

 ② 地域支援 

  ○継続相談件数：37件（東区域：21件、西区域：16件） 
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○新規相談件数：70 件 

区域　　　　月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

東 3 2 6 2 1 3 3 4 4 0 3 3 34

西 2 2 4 6 2 7 3 3 2 1 2 2 36

合計 5 4 10 8 3 10 6 7 6 1 5 5 70  

○主な相談内容 

区域 地域住民から 関係機関・福祉施設から 

東 

・高齢者や多様な問題を抱えている人が多く、 

自治会運営も難しい。相談に乗ってほしい。 

・退職後に地域活動をしたいので、国分寺市 

の課題や地域活動について現状を知りたい。 

・子ども食堂や居場所となるような場所をつ 

くりたい。 

・薬局から地域貢献のためにセミナー 

などを開く場がないか。 

・独居高齢者が入院等の事情で飼えな 

くなった猫を保護してほしい。 

・発達障害や精神障害のある若者が集 

まることのできる場所を知りたい。 

西 

・居場所づくりに参加している方から、新しく 

別の場所で居場所づくりをしていきたい。 

・防災会の今後について話を聞いてほしい。 

・新しい住宅地の公園内の井戸で、井戸端会議 

を始めたい。 

・私有地の井戸の解放と修繕をしたい。 

・高齢化に伴い「買い物困難者支援」 

事業を検討しているので相談に乗っ 

てほしい。 

 

 

 

全域 
・小学校の登下校の見守りについて、地域住民や小学校より活動者の高齢化に伴う 

担い手不足や危険箇所の相談が多数あった。 

○連携先 

区域
行
政

(

福
祉

)

行
政

(

福
祉
以
外

)

社
会
福
祉
協
議
会

介
護

障
害

子
ど
も
・

子
育
て

保
健
医
療

地
域

そ
の
他

合
計

東 6 8 21 18 2 1 1 57 45 159

西 9 9 30 15 4 2 0 52 24 145

合計 15 17 51 33 6 3 1 109 69 304
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○相談経路 
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Ｃ
Ｏ
）

＊

民
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員
・

児
童
委
員

自
治
会
・

町
内
会

近
隣
住
民

合
計

東 5 3 0 4 3 0 1 0 16

西 4 0 2 0 1 2 0 3 12

合計 9 3 2 4 4 2 1 3 28  
＊包括（生活支援ＣＯ）：地域包括支援センター（第 2 層生活支援コーディネーター） 

○相談方法 

区域 電話 来所 訪問 メール その他 合計

東 11 2 0 0 3 16

西 10 0 0 1 1 12

合計 21 2 0 1 4 28   

○相談内容及び背景にある課題 

区域

病
気
・
け
が

身
体
障
害

（

疑
い
含
む
）

知
的
障
害

（

疑
い
含
む
）

精
神
障
害

（

疑
い
含
む

)

ホ
ー

ム
レ
ス

自
殺
企
図

虐
待

不
登
校

家
庭
内
暴
力

家
族
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不
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症
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立
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窮

親
の
年
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頼
み
で

子
が
無
職

ゴ
ミ
屋
敷

近
隣
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル

そ
の
他

合
計

東 2 0 2 4 1 1 0 1 2 1 2 3 2 0 2 4 1 2 4 2 36

西 1 1 1 3 0 0 2 0 0 2 1 0 3 1 0 4 0 0 4 2 25

合計 3 1 3 7 1 1 2 1 2 3 3 3 5 1 2 8 1 2 8 4 61  

○複合的な課題を抱えた相談件数：15件（東区域：9件、西区域：6件） 

○連携先 

 

区域
行
政

社
会
福
祉
協
議
会

生
活
困
窮

介
護

障
害

子
ど
も
・
子
育
て

医
療

権
利
擁
護

地
域

商
工
関
係

そ
の
他

合
計

東 11 6 0 8 0 0 6 1 14 6 5 57

西 10 9 4 4 5 7 2 1 10 0 5 57

合計 21 15 4 12 5 7 8 2 24 6 10 114
  

 ② 地域支援 

  ○継続相談件数：37件（東区域：21件、西区域：16件） 
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③ 行動相手 

相手方区分：延べ 3,294件 

区域
本
人

地
域
住
民

自
治
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
N
P
O

行
政
（

福
祉
）

行
政
（

福
祉
以
外
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

包
括
（

生
活
支
援
C
O
）

＊

民
生
委
員
・
児
童
委
員

そ
の
他
専
門
機
関

社
会
福
祉
協
議
会

そ
の
他

合
計

東 75 546 16 74 340 33 61 181 138 37 63 279 1,843

西 66 425 26 13 243 15 31 93 189 45 34 271 1,451

合計 141 971 42 87 583 48 92 274 327 82 97 550 3,294
 

＊包括（生活支援ＣＯ）：地域包括支援センター（第 2 層生活支援コーディネーター） 
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④ 活動内容 

活動内容の分類：延べ 9,284件 

月
区
域

個
別
支
援

地
域
支
援

関
係
づ
く
り

連
絡
調
整

Ｐ
Ｒ

一
般
事
務

研
修

そ
の
他

小計 合計

東 30 40 23 84 4 21 0 0 202

西 5 7 2 22 4 25 0 0 65

東 37 12 21 76 6 20 0 0 172

西 5 14 18 40 4 19 0 0 100

東 59 101 92 185 57 19 0 0 513

西 39 62 70 149 24 19 0 0 363

東 14 77 65 131 41 37 3 0 368

西 6 63 38 80 19 40 2 0 248

東 6 96 65 111 19 35 2 0 334

西 25 88 59 114 21 42 0 0 349

東 5 145 122 164 38 31 0 0 505

西 38 107 87 153 46 52 0 0 483

東 14 166 87 219 35 54 3 0 578

西 29 108 77 141 23 41 4 0 423

東 22 179 119 224 31 35 0 0 610

西 10 172 108 180 7 31 1 0 509

東 26 83 59 114 26 46 2 0 356

西 20 162 151 196 10 32 2 0 573

東 22 109 81 152 20 31 1 0 416

西 23 112 106 145 8 19 1 0 414

東 18 139 44 158 26 46 0 0 431

西 4 96 63 91 5 22 0 0 281

東 54 152 64 212 18 51 1 0 552

西 21 124 105 149 11 27 2 0 439

東 307 1,299 842 1,830 321 426 12 0 5,037

西 225 1,115 884 1,460 182 369 12 0 4,247

合計 532 2,414 1,726 3,290 503 795 24 0 9,284

小計 9,284

1 830

2 712

3 991

10 1,001

11 1,119

12 929

7 616

8 683

9 988

4 267

5 272

6 876
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③ 行動相手 

相手方区分：延べ 3,294件 

区域
本
人

地
域
住
民

自
治
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
N
P
O

行
政
（

福
祉
）

行
政
（

福
祉
以
外
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

包
括
（

生
活
支
援
C
O
）

＊

民
生
委
員
・
児
童
委
員

そ
の
他
専
門
機
関

社
会
福
祉
協
議
会

そ
の
他

合
計

東 75 546 16 74 340 33 61 181 138 37 63 279 1,843

西 66 425 26 13 243 15 31 93 189 45 34 271 1,451

合計 141 971 42 87 583 48 92 274 327 82 97 550 3,294
 

＊包括（生活支援ＣＯ）：地域包括支援センター（第 2 層生活支援コーディネーター） 
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活動内容の分類の内訳 

項　　目 内　　容

個別支援  個別ケースに関する相談対応、当事者への支援

地域支援  ネットワーク形成、資源開発、各種活動・団体の設立・運営などに関する相談対応・支援

関係づくり  関係づくりのための訪問、会議・イベント参加

連絡調整  当事者や関係機関との連絡調整・情報提供・情報共有

PR  地域福祉コーディネーターや社協のPR

一般事務  地域福祉コーディネーターに関わる事務作業

研修  研修、スーパービジョン、視察

その他  市外の活動、その他  

（２）取り組み 

 ① 神社でつなぐちいきのわ（本町・南町八幡神社での居場所づくり） 

 ここねっと居場所づくりとして、令和元年度から本町・南町八幡神社にて、月 1 回のペース

で２歳児親子と高齢者の異世代交流の場を開催しました。令和 2 年度は、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で予定していた活動ができない状態でスタートしましたが、「できることを

やっていこう」という企画メンバーの想いもあり、６月からは企画メンバーだけで活動を再

開しました。 

地域の方を誘っての活動はできませんでしたが、まちづくりの団体が企画・開催した「ちっ

ちゃな縁日」には、ラジオ体操とパネルシアターで参加しました。 

「神社で春を楽しもう！Part2」は動画撮影し、配信しました。コロナ禍だからこそ考え新た

な取り組みにも挑戦しながら活動をすすめました。 

 

② ペット問題懇談会 

「独居高齢者が入院等の事情により飼えなくなった猫を保護してほしい」という相談をきっ 

かけに、ペットに関する地域の課題を共有しました。 

ドッグサロンやねこカフェ、地域猫の会、ドッグランの団体、個人ボランティア、民生委員・ 

児童委員、第 2層生活支援コーディネーター、地域包括支援センター等に参加いただき、地 

日  程 内   容 

6月 18 日（木） 『第 6回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

7月 16 日（木） 『第 7回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

8月 20 日（木） 『第 8回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

9月 17 日（木） 『第 9回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

10 月 15日（木） 『第 10回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

10 月 22日（木） ちっちゃな縁日リハーサル 

11 月 1日（日） ちっちゃな縁日参加  

11 月 19日（木） 『第 11回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

12 月 17日（木） 『第 12回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

2月 18 日（木） 『第 13回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

3月 11 日（木） 『第 14回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

3月 25 日（木） 
「神社で春を楽しもう！Part2」動画撮影実施 

（令和 3年 4月 YouTube配信） 
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域における高齢者とペットの問題や啓発活動の必要性について話し合いました。 

  

③ 西元町 4 丁目地域の課題を知る懇談会 

地域住民が中心となっているサロンのメンバーと民生委員・児童委員、地域包括支援センタ 

  ー職員と懇談会を開催しました。サロン立ち上げには、「高齢者や一人暮らしの方が交流の 

  場に出て来られるようにしたい」という大きな目標があり、これが地域の課題でもあること 

がわかりました。現在、「和太鼓」を中心とした活動をしており、まずは課題の一つである

音を出して太鼓を叩くことができる場所探しを一緒にすすめました。 

開催日時：10 月 20 日（火） 午後 6時 30分～7時 45分 

会  場：もとまち地域センター 

参加人数：11 名 

 

④ 日吉町居場所づくり 

 民生委員・児童委員の方や地域の方から、「新道路の開通で地域交流が少なくなった」、「高 

齢者の集まる場を作りたい」、「子ども食堂をやりたい」、「子ども達の放課後の居場所がほし 

い」という声があがり、新たな居場所づくりのための話し合いを開始しました。 

グループの「会則づくり」の検討や、オンラインを活用して仲間や情報集めができるように

「SNS 勉強会」も行いました。 

 

⑤ 防災について考える会 

  防災会のない並木町と、防災会の運営や方針を相談できる場がほしい北町防災会で「防災」 

 について考える場を設け、立ち上げや運営方法など、内藤・日吉地域連合防災会会長にお話 

 していただきました。 

日  程 内   容 

11 月 17日（火） 『第 1回 ペット問題懇談会』実施 

2月 16 日（火） 『第 2回 ペット問題懇談会』実施 

3月 2日（火） 立川市社会福祉協議会地域福祉コーディネーターと話し合い実施（オンライン） 

日  程 内   容 

7月 3日（金） 『第 1回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 

8月 8日（土） シェアハウスを見学 

9月 1日（火） 『第 2回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 

10 月 29日（木） 『第 3回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 

11 月 24日（火） 『第 4回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 

12 月 4日（金） 『第 5回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 

12 月 20日（日） SNS勉強会の打ち合せ実施（オンライン） 

1月 16 日（土） SNS勉強会実施 

1月 19 日（火） 『第 6回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 

3月 27 日（土） 『第 7回 日吉町居場所づくり話し合い』実施 
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活動内容の分類の内訳 

項　　目 内　　容

個別支援  個別ケースに関する相談対応、当事者への支援

地域支援  ネットワーク形成、資源開発、各種活動・団体の設立・運営などに関する相談対応・支援

関係づくり  関係づくりのための訪問、会議・イベント参加

連絡調整  当事者や関係機関との連絡調整・情報提供・情報共有

PR  地域福祉コーディネーターや社協のPR

一般事務  地域福祉コーディネーターに関わる事務作業

研修  研修、スーパービジョン、視察

その他  市外の活動、その他  

（２）取り組み 

 ① 神社でつなぐちいきのわ（本町・南町八幡神社での居場所づくり） 

 ここねっと居場所づくりとして、令和元年度から本町・南町八幡神社にて、月 1 回のペース

で２歳児親子と高齢者の異世代交流の場を開催しました。令和 2 年度は、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で予定していた活動ができない状態でスタートしましたが、「できることを

やっていこう」という企画メンバーの想いもあり、６月からは企画メンバーだけで活動を再

開しました。 

地域の方を誘っての活動はできませんでしたが、まちづくりの団体が企画・開催した「ちっ

ちゃな縁日」には、ラジオ体操とパネルシアターで参加しました。 

「神社で春を楽しもう！Part2」は動画撮影し、配信しました。コロナ禍だからこそ考え新た

な取り組みにも挑戦しながら活動をすすめました。 

 

② ペット問題懇談会 

「独居高齢者が入院等の事情により飼えなくなった猫を保護してほしい」という相談をきっ 

かけに、ペットに関する地域の課題を共有しました。 

ドッグサロンやねこカフェ、地域猫の会、ドッグランの団体、個人ボランティア、民生委員・ 

児童委員、第 2層生活支援コーディネーター、地域包括支援センター等に参加いただき、地 

日  程 内   容 

6月 18 日（木） 『第 6回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

7月 16 日（木） 『第 7回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

8月 20 日（木） 『第 8回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

9月 17 日（木） 『第 9回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

10月 15日（木） 『第 10 回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

10月 22日（木） ちっちゃな縁日リハーサル 

11月 1 日（日） ちっちゃな縁日参加  

11月 19日（木） 『第 11 回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

12月 17日（木） 『第 12 回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

2月 18 日（木） 『第 13 回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

3月 11 日（木） 『第 14 回 神社でつなぐちいきのわ』実施 

3月 25 日（木） 
「神社で春を楽しもう！Part2」動画撮影実施 

（令和 3年 4月 YouTube配信） 
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開催日時：10月 23 日（金） 午前 10時～12時 

会  場：並木公民館 

参加人数：９名 

 

⑥ 子どもの見守り懇談会（二小） 

地域住民から、「第二小学校の通学路である光町 2丁目信号付近が心配なため、地域の見守 

りを強化できないか」との問い合わせを受け、第二小学校と PTA、地域福祉コーディネー 

ターの懇談の場を作り、情報共有を行いました。 

その結果、学校と PTAは協力者を募り、地域福祉コーディネーターは地域に向けて見守り 

活動についての情報発信や連携が図れるよう、相互に役割分担して協力していくことになり 

ました。 

開催日時：9月 19 日（土） 午後 2時～3時 30分 

会  場：第二小学校 

参加人数：11 名 

 

 ⑦ 「コーディネーター連絡会」の開催 

近年、コーディネーターと名の付く職種が増えてきているものの、実際に相談業務に就いてい

る職員がどの機関と連携すべきか、また、どこに相談したら良いかわからない場合があります。

そこで、市内で相談業務を行っているコーディネーター同士が、複合化してきている相談に対

し連携して対応することができるよう、顔合わせと関係性が深い課題を共有理解する機会とす

ることを目的として開催しました。社会福祉協議会と地域福祉コーディネーターの共催とし、

講師には、地域福祉コーディネーターのスーパーバイザーをお願いした武蔵野大学人間科学部

社会福祉学科の熊田博喜教授をお迎えし、講義として「コーディネーターの役割と連携」と、

グループワークとして『「事例」から考える「連携」の重要性』を行いました。 

開催日時：3 月 24 日（水）午後 6時 30分～8時  

会  場：国分寺労政会館 第四会議室 

参加人数：会場（26 名）、オンライン（10 名） ※スタッフ含む 

 

⑧ 「スーパービジョン」の実施 

令和 2年度から、武蔵野大学 人間科学部 社会福祉学科 熊田博喜教授にスーパーバイザー 

 をしていただくことになりました。コロナ禍のためオンラインも活用しながら、全 4回実施  

 しました。地域支援・個別支援ともに難しい相談が増えている中、スーパービジョンの講習 

を受けることで課題の整理ができ、次への活動につながる場となりました。 

日  程 内   容 
受講 

人数 

7月 22 日（水） 第 1回 スーパービジョン 3名 

10 月 29日（木） 第 2回 スーパービジョン（オンライン） 3名 

12 月 23日（水） 第 3回 スーパービジョン 3名 

3月 30 日（火） 第 4回 スーパービジョン 3名 
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（３）地域福祉コーディネーターの PR 

「国分寺市委託事業 令和元年度 地域福祉コーディネーター活動報告書」900 部を作成し、

関係機関に配布しました。 

各広報媒体に活動報告記事を掲載、SNSも活用し PRを進めました。 

  ▶国分寺市社会福祉だより「ふくし」2/15号に掲載 

  ▶国分寺市にふるさとをつくる会会報に掲載  

  ▶ボランティア活動センターこくぶんじ HPに掲載 

  ▶「ボランティア活動ガイドブック 2020 ようこそ！ボランティアの家へ」に掲載 

  ▶国分寺市社会福祉協議会 Facebook、Twitter、ブログに投稿 

 

（４）多機関との連携・地域のネットワークの構築 

 ① 関係機関の会議等への参加 

・国分寺市地域共生推進課との定例会議：年間 7回（6/22、8/31、10/2、11/11、12/15、2/17、3/22） 

・その他の会議等 

日  程 会議等名称 

8月 28 日（金） 第 4期 国分寺市地域福祉活動計画 第 1回策定委員会に参加 

12 月 11日（金） 第 4期 国分寺市地域福祉活動計画 第 2回策定委員会に参加 

1月 20日（水） 令和 2年度 第５回 国分寺市相談支援総合調整会議に参加 

3月 19 日（金） 親子ひろば事業東部地区連絡会に参加 

② 地域活動への参加 

社協が展開している社会福祉事業や「ここねっと」、地域で行われている行事等との連携を図 

りながら、地域福祉コーディネーターとして地域の情報収集や情報共有に努めました。令和 2 

年度は新型コロナウイルス感染拡大のため、中止や延期が相次ぎ、参加回数が減少しました。 

【地域包括支援センターもとまち圏域での活動】 

日  程 内   容 

6月 4日（木） 国分寺赤米会の活動に参加 

6月 29 日（月） 国分寺赤米会の活動に参加 

7月 13 日（月） 国分寺赤米会の活動に参加 

７月 21日（火） 国分寺赤米会の活動に参加 

7月 30 日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

8月 6日（木） 国分寺赤米会の活動に参加 

8月 17 日（月） 国分寺赤米会の活動に参加 

8月 20 日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

9月 16 日（水） もとまち地域会議に参加 

9月 17 日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

10 月 12日（月） 国分寺赤米会の活動に参加 

10 月 22日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

11 月 13日（金） 地域交流会さつき会を見学 

- 40 - 
 

開催日時：10 月 23 日（金） 午前 10 時～12時 

会  場：並木公民館 

参加人数：９名 

 

⑥ 子どもの見守り懇談会（二小） 

地域住民から、「第二小学校の通学路である光町 2丁目信号付近が心配なため、地域の見守 

りを強化できないか」との問い合わせを受け、第二小学校と PTA、地域福祉コーディネー 

ターの懇談の場を作り、情報共有を行いました。 

その結果、学校と PTAは協力者を募り、地域福祉コーディネーターは地域に向けて見守り 

活動についての情報発信や連携が図れるよう、相互に役割分担して協力していくことになり 

ました。 

開催日時：9月 19 日（土） 午後 2時～3時 30 分 

会  場：第二小学校 

参加人数：11 名 

 

 ⑦ 「コーディネーター連絡会」の開催 

近年、コーディネーターと名の付く職種が増えてきているものの、実際に相談業務に就いてい

る職員がどの機関と連携すべきか、また、どこに相談したら良いかわからない場合があります。

そこで、市内で相談業務を行っているコーディネーター同士が、複合化してきている相談に対

し連携して対応することができるよう、顔合わせと関係性が深い課題を共有理解する機会とす

ることを目的として開催しました。社会福祉協議会と地域福祉コーディネーターの共催とし、

講師には、地域福祉コーディネーターのスーパーバイザーをお願いした武蔵野大学人間科学部

社会福祉学科の熊田博喜教授をお迎えし、講義として「コーディネーターの役割と連携」と、

グループワークとして『「事例」から考える「連携」の重要性』を行いました。 

開催日時：3月 24 日（水）午後 6時 30分～8時  

会  場：国分寺労政会館 第四会議室 

参加人数：会場（26 名）、オンライン（10 名） ※スタッフ含む 

 

⑧ 「スーパービジョン」の実施 

令和 2年度から、武蔵野大学 人間科学部 社会福祉学科 熊田博喜教授にスーパーバイザー 

 をしていただくことになりました。コロナ禍のためオンラインも活用しながら、全 4 回実施  

 しました。地域支援・個別支援ともに難しい相談が増えている中、スーパービジョンの講習 

を受けることで課題の整理ができ、次への活動につながる場となりました。 

日  程 内   容 
受講 

人数 

7月 22 日（水） 第 1回 スーパービジョン 3名 

10 月 29日（木） 第 2回 スーパービジョン（オンライン） 3名 

12 月 23日（水） 第 3回 スーパービジョン 3名 

3月 30 日（火） 第 4回 スーパービジョン 3名 
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11 月 14日（土） もとまち地域会議に参加 

11 月 19日（木） 
地域包括支援センターもとまち第 2層生活支援コーディネーター 

協議体 お散歩日誌コース打合せに参加 

11 月 26日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

12 月 1日（火） 国分寺赤米会 史跡めぐりに参加 

12 月 3日（木） ふるさと国分寺のいま・むかしを学ぶ講座に参加 

12 月 25日（金） 地域包括支援センターもとまち第 2層生活支援コーディネーター協議体 まち歩きに参加 

1月 25 日（月） 地域交流会さつき会を見学 

2月 9日（火） 国分寺赤米会の活動に参加 

3月 10 日（水） 
地域包括支援センターもとまち第 2層生活支援コーディネーター 

協議体 お散歩日誌発表の打合せに参加 

3月 25 日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

 

【地域包括支援センターこいがくぼ圏域での活動】 

日  程 内   容 

4月 6日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

6月 1日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

6月 2日（火） 九小プールにいるヤゴの救出に参加 

6月 23日（火） 九小防犯・防災委員会に参加 

7月 6日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

7月 9日（木） 男の井戸端会議室に参加 

7月 20 日（月） あじさいカフェに参加 

8月 3日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

9月 8日（火） 九小防犯・防災委員会に参加 

9月 10日（木） 男の井戸端会議室に参加 

9月 19 日（土） 「中学生の居場所づくり」を見学 

10 月 5日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

10 月 8日（木） 男の井戸端会議室に参加 

11 月 2日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

11 月 12日（木） 男の井戸端会議室に参加 

11 月 17日（火） 九小防犯・防災委員会に参加 

11 月 29日（日） 九小エリアまち歩きに参加 

12 月 7日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

12 月 9日（水） 地域包括支援センターこいがくぼ第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

12 月 10日（木） 男の井戸端会議室に参加 

1月 4日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

2月 1日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

3月 1日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 
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※「ここねっとナイン」の活動は、新型コロナウイルス感染拡大のため全て中止となりました。 

 

【地域包括支援センターほんだ圏域での活動】 

日  程 内   容 

6月 29日（月） 地域の居場所「たまりば」を見学 

9月 24日（木） 本多公民館異世代交流事業地域会議定例会に参加 

10月 13日（火） 地域包括支援センターほんだ第 2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

10月 28日（水） 地域包括支援センターほんだ第2層生活支援コーディネーター協議体打合せに参加 

10月 30日（金） 地域の居場所「たまりば」の話し合いに参加 

11月 12日（木） 地域包括支援センターほんだ第 2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

12月 18日（金） 地域交流会きたこい会を見学 

3月 4日（木） 本多公民館異世代交流事業地域会議定例会に参加 

3月 9日（火） 地域交流会あずま会に参加 

 

【地域包括支援センターひよし圏域での活動】 

日  程 内   容 

6月 2日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

7月 3日（金） 東京ふれあいロード・プログラム 花の種撒きと苗植えに参加 

7月 7日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

7月１1日（土） 「サロンブルーベリー」に参加 

7月 29日（水） 内藤さつき公園 防災訓練を見学 

7月 29日（水） 十小地域懇談会に参加 

8月 4日（火） なかよし井戸端会議に参加 

8月 5日（水） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

8月 11日（火） 戸倉公園井戸端会議（戸倉自治会防災会）に参加 

9月 1日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

9月 2日（水） 国分寺赤米会の活動（第五小学校収穫体験打合せ）に参加 

9月 9日（水） 国分寺赤米会の活動（第五小学校収穫体験）に参加 

9月 15日（火） 戸倉公園井戸端会議（戸倉自治会防災会）に参加 

9月 29日（火） なかよし公園 防災訓練に参加 

10 月 6日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

10月 13日（火） 戸倉公園井戸端会議（戸倉自治会防災会）に参加 

11月 27日（金） 地域交流会むらさき会を見学 

12 月 1日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

12 月 8日（火） 戸倉公園井戸端会議（戸倉自治会防災会）に参加 

2月 2日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

3月 2日（火） 内藤橋井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 
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11月 14日（土） もとまち地域会議に参加 

11月 19日（木） 
地域包括支援センターもとまち第 2層生活支援コーディネーター 

協議体 お散歩日誌コース打合せに参加 

11月 26日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

12月 1日（火） 国分寺赤米会 史跡めぐりに参加 

12月 3日（木） ふるさと国分寺のいま・むかしを学ぶ講座に参加 

12月 25日（金） 地域包括支援センターもとまち第 2層生活支援コーディネーター協議体 まち歩きに参加 

1月 25日（月） 地域交流会さつき会を見学 

2月 9日（火） 国分寺赤米会の活動に参加 

3月 10日（水） 
地域包括支援センターもとまち第 2層生活支援コーディネーター 

協議体 お散歩日誌発表の打合せに参加 

3月 25日（木） 地域包括支援センターもとまち第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

 

【地域包括支援センターこいがくぼ圏域での活動】 

日  程 内   容 

4月 6日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

6月 1日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

6月 2日（火） 九小プールにいるヤゴの救出に参加 

6月 23日（火） 九小防犯・防災委員会に参加 

7月 6日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

7月 9日（木） 男の井戸端会議室に参加 

7月 20日（月） あじさいカフェに参加 

8月 3日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

9月 8日（火） 九小防犯・防災委員会に参加 

9月 10日（木） 男の井戸端会議室に参加 

9月 19日（土） 「中学生の居場所づくり」を見学 

10月 5日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

10月 8日（木） 男の井戸端会議室に参加 

11月 2日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

11月 12日（木） 男の井戸端会議室に参加 

11月 17日（火） 九小防犯・防災委員会に参加 

11月 29日（日） 九小エリアまち歩きに参加 

12月 7日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

12月 9日（水） 地域包括支援センターこいがくぼ第2層生活支援コーディネーター協議体に参加 

12月 10日（木） 男の井戸端会議室に参加 

1月 4日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

2月 1日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 

3月 1日（月） 室内プール前井戸端会議（内藤・日吉地域連合防災会）に参加 
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【地域包括支援センターひかり圏域での活動】 

日  程 内   容 

7月 28日（火） サロン「火曜日の会」活動を見学 

9月 19日（土） 子どもの見守り懇談会に参加 

1月 26日（火） 富士本居場所づくり話し合いに参加 

3月 9日（火） 高木井戸端会議に参加 

3月 18日（木） みんなで考える地域の交通安全の話し合いに参加（オンライン） 

 

【地域包括支援センターなみき圏域での活動】 

日  程 内   容 

6月 19日（金） 並木町の防災会話し合いに参加 

6月２5日（木） 並木町の防災会話し合いに参加 

7月 13日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

7月 17日（金） 並木町の防災会話し合いに参加 

8月 22日（土） 並木の会定例会に参加 

9月 14日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

10月 12日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

11 月 9日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

11月 22日（日） 北町防災会 防災訓練を見学 

12 月 2日（水） 並木町の防災会話し合いに参加 

12月 12日（土） 並木の会定例会に参加 

12月 14日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

12月 19日（土） 並木の会「小さなクリスマス会」に参加 

12月 22日（火） 並木町の防災会話し合いに参加 

1月 12日（火） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

2月 8日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

3月 5日（金） 並木町の防災会話し合いに参加 

 

【国分寺市全域での活動】 

日  程 内   容 

10 月 14日（水） 「防災まちづくり 27会」防災講演会に参加 

10 月 31日（土） 
本多公民館若者支援学習会「気になるとなりのヒキコモリさん ～声のかけ

方・つきあい方～」に参加 

11 月 3日（火） 「地域の課題から、どんなコミュニティがあると良いか」ワークショップに参加 

11 月 27日（金） 「オンラインでつながる多種類の方法の提案について」のプレゼンに参加（オンライン） 

12 月 5日（土） 
国分寺市民福祉講座「ひきこもり当事者の『居場所』から学ぶ～当事者の思

いとみんなで元気になるためのヒント♪～」に参加 

12 月 25日（金） 民生委員・児童委員協議会合同定例会に参加 
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3月 7日（日） ボランティア活動センターこくぶんじシンポジウムに参加 

3月 13 日（土） 学校にいくことがつらいお子さんをもつ保護者の懇談会に参加（オンライン） 

3月 17日（水） 国分寺市学校安全連絡会への出席（書面開催） 

※子ども達の登下校時の見守りの相談が多かったため、見守り活動に関わる

内容を記載したチラシを作成・提出 
3月 19日（金） 

 

（５）研修等の受講 

日  程 内   容 
受講 

人数 

7月 28 日（火） 
東京ホームタウンプロジェクト講座 「地域のつながりを住民

主体で守り、広げるには？」（オンライン） 
2名 

8月 28 日（金） 
東京ホームタウンプロジェクト講座 「持続可能なしくみづく

り」（オンライン） 
2名 

10 月 6日（火） 
令和 2年度 都内区市町村社協職員基礎研修プログラム 4 

「社協における相談支援」（オンライン） 
1名 

10 月 9日（金） 
令和 2年度 国分寺市相談支援スキルアップ研修ネットワーク

研修Ⅱ「世帯を支える支援体制とは」（オンライン） 
1名 

10 月 20日（火） 
令和 2年度 国分寺市若者支援地域ネットワーク会議事業 

「４市合同若者支援者研修会」 
2名 

11 月 13日（金） 
令和 2年度 都内区市町村社協職員基礎研修プログラム 5 

「社協活動の見える化・見せる化」（オンライン） 
1名 

12 月 9日（水） 
令和 2年度 都内区市町村社協職員基礎研修プログラム 6 

「災害時の社協の役割と平時からの備え」（オンライン） 
1名 

1月 20 日（水） 
「コロナ時代の地域の居場所のつくり方～オンライン公民館

ってなぁに？～」講座（オンライン） 
2名 

 

３．「ここねっと」の啓発・推進 

各小学校区の特性を活かし、既存事業である「地域支え合い活動」（腕章活動）等を中心に、 

地域の中で横のつながり（ネットワーク作り）ができるよう、イベントや情報交換の場の開催 

を推進しました。 

また、社協の他の担当の事業や地域で行われている行事等との連携を図るため、地域福祉コー

ディネーターとともに地域住民の方々との連携を推進しました。 

 【令和２年度 腕章登録者数：246名】 
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【地域包括支援センターひかり圏域での活動】 

日  程 内   容 

7月 28日（火） サロン「火曜日の会」活動を見学 

9月 19日（土） 子どもの見守り懇談会に参加 

1月 26日（火） 富士本居場所づくり話し合いに参加 

3月 9日（火） 高木井戸端会議に参加 

3月 18日（木） みんなで考える地域の交通安全の話し合いに参加（オンライン） 

 

【地域包括支援センターなみき圏域での活動】 

日  程 内   容 

6月 19日（金） 並木町の防災会話し合いに参加 

6月２5日（木） 並木町の防災会話し合いに参加 

7月 13日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

7月 17日（金） 並木町の防災会話し合いに参加 

8月 22日（土） 並木の会定例会に参加 

9月 14日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

10月 12日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

11 月 9日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

11月 22日（日） 北町防災会 防災訓練を見学 

12 月 2日（水） 並木町の防災会話し合いに参加 

12月 12日（土） 並木の会定例会に参加 

12月 14日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

12月 19日（土） 並木の会「小さなクリスマス会」に参加 

12月 22日（火） 並木町の防災会話し合いに参加 

1月 12日（火） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

2月 8日（月） 新町ぐるぐる公園井戸端会議に参加 

3月 5日（金） 並木町の防災会話し合いに参加 

 

【国分寺市全域での活動】 

日  程 内   容 

10月 14日（水） 「防災まちづくり 27会」防災講演会に参加 

10月 31日（土） 
本多公民館若者支援学習会「気になるとなりのヒキコモリさん ～声のかけ

方・つきあい方～」に参加 

11月 3日（火） 「地域の課題から、どんなコミュニティがあると良いか」ワークショップに参加 

11月 27日（金） 「オンラインでつながる多種類の方法の提案について」のプレゼンに参加（オンライン） 

12月 5日（土） 
国分寺市民福祉講座「ひきこもり当事者の『居場所』から学ぶ～当事者の思

いとみんなで元気になるためのヒント♪～」に参加 

12月 25日（金） 民生委員・児童委員協議会合同定例会に参加 
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＜＜３３＞＞  地地域域福福祉祉係係  

 

「自立生活サポートセンターこくぶんじ」の運営 

失業や離職による収入減少などの経済的な問題と併せて、生活していくうえでのさまざまな問

題を抱えた方のための総合相談窓口として「自立生活サポートセンターこくぶんじ」を設置し運

営した。 

令和 2年度は主に次の事業を実施した。 

1. 自立相談支援事業（国分寺市委託） 

① 自立相談支援事業 

② 学習支援事業 

③ 家計改善支援事業 

2. 生活安定応援事業（国分寺市委託） 

3. 生活福祉資金貸付制度（東京都社会福祉協議会委託） 

⚫生活福祉資金（生活福祉、教育支援、緊急小口） 

⚫総合支援資金（住宅入居、生活支援、一時生活再建、臨時特例つなぎ） 

⚫不動産担保型資金 

⚫緊急小口資金・総合支援資金【特例貸付】（R2年 3月 25日～） 

4. 応急援護資金貸付事業（独自事業） 

5. 緊急援護資金貸付事業（独自事業） 

6. 生活困窮者等への緊急的な支援（独自事業） 

① 食糧支援（フードドライブ/フードバンク） 

② 特別診療券の活用 

7. 研修等への参加 

 

≪所 在 地≫ 国分寺市戸倉 4-14 

≪職員体制≫ センター長兼主任相談員：1名、相談員：5名 就労支援員：1名  

家計相談員：1名 非常勤職員：4 名 

 

◼ 自立相談支援事業 

① 自立相談支援事業 

相談者が抱える様々な生活上の問題に対して、相談員が相談者に寄り添い、各関係機関

等と連携を図り、自立相談支援事業を実施しました。また、離職により住宅を失った生

活困窮者等に対し、家賃相当の住居確保給付金を支給した。 

○ 新規相談受付件数（本人未特定を含む）：729名（前年比 215％） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

新規相談者数 52 124 82 82 58 50 33 36 49 47 56 60 729 
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○ 相談・支援実績：延べ 19,683件（前年比 245%） 

月 
支援対象

者総数 
電話 来所 訪問 同行 FAX mail 郵便 

他機関

調整 

カンファ

レンス 
合計 

4 256 434 99 3 1 1 62 91 299 0 990 

5 387 832 143 3 0 0 28 472 575 0 2,053 

6 389 673 122 5 0 1 39 546 672 1 2,059 

7 347 610 98 1 0 1 69 468 643 2 1,892 

8 344 568 107 2 0 0 58 413 561 10 1,719 

9 301 515 104 1 1 0 32 321 478 0 1,452 

10 261 603 98 3 0 0 28 411 433 0 1,576 

11 265 511 92 2 4 0 26 356 449 1 1,441 

12 281 478 96 4 0 0 35 447 457 1 1,518 

1 299 582 107 3 0 0 34 375 447 3 1,551 

2 419 527 121 6 4 0 13 560 403 1 1,635 

3 305 658 156 14 1 0 29 341 589 9 1,797 

計 3,854 6,991 1,343 47 11 3 453 4,801 6,006 28 19,683 

○ 個別支援計画（支援プラン）：67件（前年比 72％） 

○ 住居確保給付金申請件数：327件（前年比 2,970％） 

新規申請件数 327 件 延べ支給件数 1,631 件 

※新型コロナウイルス感染拡大により、対象要件が緩和され、離職者に加え減収者も対象となった 

○ 就労決定者数：37 件（前年比 123％） 

※支援プランを作成しなかった「住居確保給付金支給者」で就労による終了者は含まれていない 

○ 支援調整会議の実施（第1部：支援プラン確認及び決定、困難ケース検討 ／第2部：実施状況報告） 

実施日 7/22、9/23、11/25、12/23、1/27、3/24 

※新型コロナウイルス感染拡大により、4・5・6・8・10・2月は書面審議） 

② 学習支援事業 

経済的困窮など様々な理由により、お子さんの学習環境を整えることが困難な世帯を対

象に、無料学習塾を実施した。令和 2年度は、新型コロナウイルス感染拡大による緊急

事態宣言期間中は休塾とし、「リモート授業」を取り入れる他、個々の状況に応じて宿

題プリントを送付するなどの対応を図った。なお、イベント等は中止とした。 

○ 拠点型無料学習塾（運営：「特定非営利活動法人 一粒の麦」） 

➢小学生の部 

戸倉教室：毎週土曜日（午後 1時～4時 30 分） 

毎週木曜日（午後 1時～4 時 30 分） ※希望者のみ 

本町教室：毎週土曜日（午後 1時～4時 30 分） 

➢中高生の部 

戸倉教室：毎週木曜日（午後 5時 30分～8 時 30分） ※希望者のみ 

     毎週土曜日（午後 3時～8時 30 分の間の 3時間程度） 
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≪令和 2年度 実施状況≫ 

月 

実施回数 
実人数 延べ参加者 

戸倉 

本 町 
小学生 

小学生 

（木） 
中高生 

中高生 

(木) 
小学 中学 高校 小学 中学 高校 

4 0 0 0 0 0 
32 0 

13 11 8 0 0 0 

5 0 0 0 0 0 
32 0 

13 11 8 0 0 0 

6 0 0 0 0 0 
31 0 

13 11 7 0 0 0 

7 3 3 4 5 3 
29 71 

12 10 7 26 28 17 

8 4 2 4 3 4 
29 101 

11 11 7 46 35 20 

9 4 2 4 4 4 
29 106 

12 11 6 39 45 22 

10 5 3 5 5 5 
29 124 

12 11 6 42 54 28 

11 4 3 4 4 4 
29 111 

13 10 6 43 44 24 

12 4 2 4 4 4 
30 112 

14 10 6 39 47 26 

1 0 0 1 1 0 
29 10 

14 10 5 0 6 4 

2 0 0 0 0 0 
29 0 

14 10 5 0 0 0 

3 1 0 1 1 0 
30 18 

15 10 5 6 9 3 

合計 25 15 27 27 24 
358 653 

156 126 76 241 268 144 
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③ 家計改善支援事業（平成 31年度～） 

家計に関する問題の背景（課題）を捉え、生活再生に向けたプランの作成、減免制度等の利用や貸付の

あっせん等、他制度・支援の活用や連携を検討するなどといった取り組みを一体的・総合的に提供した。 

≪家計改善支援事業対象者≫ 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

新規策定 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2 4 

継 続 中 12 11 11 10 10 10 10 11 10 10 10 12 127 

未 策 定 38 39 34 28 11 21 18 22 35 10 21 28 306 

合 計 50 50 45 38 21 31 28 33 45 20 31 40 131 

※未策定：自立支援プランの有無に関わらず、既に家計改善に向けた支援を行っているが同意がないケース 

 

◼ 生活安定応援事業（受験生チャレンジ支援貸付事業） 

学習塾などの費用および高校・大学受験料の貸付を無利子で行い、一定所得以下の世帯の中学

生・高校生等を支援した。高校・大学等に入学した場合は、返済は免除。 

○ 貸付・相談実績                      （金額単位：円） 

区 別 
学習塾受講料 受験料 合 計 相談 

件数 貸付金額 件数 貸付金額 件数 貸付金額 件数 

中学 3年 3,600,000 18 399,300 18 3,999,300 36 

485 高校 3年 1,677,600 9 727,000 10 2,404,600 19 

合 計 5,277,600 27 1,126,300 28 6,403,900 55 

 

月 

相談・申請件数 
前年度償還免除・

相談申請件数 
申請件数内訳 

相 談 

件 数 

新規来 

所者数 

申 請 

件 数 

償 還 

相 談 

免 除 

申 請 

中 3 高 3 
計 

塾代 受験 塾代 受験 

4 29 1 0 22 7 0 0 0 0 0 

5 37 1 0 30 25 0 0 0 0 0 

6 27 2 0 13 19 0 0 0 0 0 

7 42 8 2 16 12 0 0 1 1 2 

8 37 3 0 4 2 0 0 0 0 0 

9 30 1 5 0 0 1 1 2 1 5 

10 32 4 9 0 0 3 3 1 2 9 

11 28 1 4 0 0 1 1 1 1 4 

12 60 5 12 0 0 4 4 2 2 12 

1 87 6 23 0 0 9 9 2 3 23 

2 47 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

3 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 485 33 55 85 65 18 18 9 10 55 
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◼ 生活福祉資金貸付制度（東京都社会福祉協議会委託） 

「生活福祉資金貸付制度」は、低所得者や高齢者、障害者の生活を経済的に支えるとともに、

その在宅福祉及び社会参加の促進を図ることを目的とした貸付制度です。また、本資金の貸付け

による経済的な援助にあわせて、地域の民生委員が資金を借り受けた世帯の相談支援を行います。 

令和 2年度は、前述の貸付制度に加え、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対

象世帯を低所得世帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、特例

貸付（緊急小口資金及び総合支援資金）を実施（令和 2年 3月 25日～）した。 

○ 決定件数・決定金額 

相談内容 資金種別 決定件数（件） 決定額（円） 

生活福祉資金 

生活福祉資金 0 0 

教育支援資金 2 2,268,000 

緊急小口資金 0 0 

小計① 2 2,268,000 

総合支援資金 

住宅入居費 0 0 

生活支援費 0 0 

一時生活再建費 0 0 

臨時特例つなぎ 0 0 

小計② 0 0 

不動産担保型資金 小計③ 0 0 

総合計（①＋②＋③） 2 2,268,000 

 

○ 相談件数 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

借入相談 618 577 411 378 291 255 161 113 112 165 224 452 3,757 

償還相談 5 9 2 2 5 5 7 17 6 7 11 6 82 

合計 627 591 419 387 304 269 178 141 130 173 237 461 3,839 

・ 借入相談：生活福祉資金全ての資金種類。本人以外からの相談及び匿名は除く。 

・ 償還相談：償還や債権管理に関する相談。 

 

○ 特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）相談・申請件数 

月 
相談件数 申請件数 

緊急小口 総合支援 合計 緊急小口 総合支援 合計 

4 653 17 670 121 2 123 

5 636 114 750 190 33 223 

6 387 199 586 140 81 221 

7 218 271 489 74 92 166 

8 128 207 335 68 109 177 
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9 86 320 406 26 117 143 

10 68 199 267 28 56 84 

11 78 202 280 28 75 103 

12 70 154 224 27 54 81 

1 106 142 248 38 51 89 

2 149 329 478 60 80 140 

3 172 624 796 74 315 389 

合計 2,751 2,778 5,529 874 1,065 1,939 

・ 相談件数は、本人未特定を含む。 

・ 総合支援資金は、初回、延長、再貸付を含む。 

 

◼ 応急援護資金貸付事業（独自事業） 

本会独自の貸付事業として、他の制度からの借り入れが困難かつ生活困窮者を対象に、生計を

たてるに必要な緊急の生活費（原則として上限 50,000 円）および生活保護申請者の保護費が支

給される間のつなぎ資金（一人当たり 10,000 円）を無利子で貸付けを行った。 

相談件数 貸付件数 貸付金額 償還金額 

17件 2件 20,000 円 145,000円 

※貸付件数には、生活保護費支給までのつなぎ資金 2件を含む。 

 

◼ 緊急援護資金貸付事業（独自事業） 

住所不定者等に対し、交通費等を貸付け援護しました。（原則として上限 500 円） 

相談件数 貸付件数 貸付金額 償還金額 

8件 8件 4,000 円 0円 

 

◼ 生活困窮者等への緊急的な食糧支援の実施（独自事業） 

① 食糧支援（フードドライブの実施／フードバンクの活用） 

 フードドライブ：家庭や企業で余った食品の寄付を呼びかけ、食糧の確保が困難な世帯

への支援に活用した。 

寄付件数 33件 

延べ支援件数 71件 

 フードバンクの活用（協力：「NPO法人セカンドハーベスト・ジャパン」） 

ピックアップ 11件 

パッケージ 16件 

② 特別診療券の活用 

生活困窮者等が診療を希望もしくは必要と判断した場合に、特別診療券を発行し、近隣の

病院（無料低額診療事業実施施設）を通じ医療を提供した。 

延べ発行枚数 26枚 

実人数 9名 
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◼ 研修等への参加 

（研修会参加実績） 

日程 研修名 

9月 14日（月） 生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け研修（基礎研修） 

11月中旬 家計改善支援事業従事者養成研修（動画視聴⇒レポート提出） 

（会議等参加実績） 

日程 会議名 

5月 20 日（水） 国分寺市若者支援地域ネットワーク会議実務者会議（書面開催） 

6月 25 日（木） 生活保護受給者等就労自立促進事業協議会（書面開催） 

7月 14 日（火） 国分寺市就労支援プラン見直し検討委員会 

8月 20 日（木） 国分寺市若者支援地域ネットワーク会議実務者会議（書面開催） 

11 月 11日（水） 国分寺市就労支援プラン見直し検討委員会 
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【権利擁護センターこくぶんじ】 

高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して生活できるように支援する総合的な相談窓口

として、「権利擁護センターこくぶんじ」を国分寺市日吉町に設置し運営した。 

主に次の事業を実施した。 

1. 福祉サービス総合支援事業 

2. 成年後見制度利用支援事業（あんしん生活創造事業） 

3. 地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業） 

4. 緊急一時事務管理（高齢者・障害者） 

≪所 在 地≫ 国分寺市日吉町 3－29－24 

≪職員体制≫ センター長 1名、業務担当者 1名、専門員：4名（嘱託職員） 

非常勤職員：26名（年度末登録型生活支援員） 

（1）権利擁護センター多目的室の貸出 

 権利擁護センターの閉館時（平日夜間及び土日）に、多目的室の貸出しを行った。 

＊貸出回数：5 回（7/11、8/8、9/12、11/14、12/12） 

 貸出団体：サロンブルーベリー 

 

◼ 「「福福祉祉ササーービビスス総総合合支支援援事事業業」」のの実実施施（（国国分分寺寺市市委委託託事事業業））  

１．「福祉サービス総合支援事業」の実施 

実 施 日 月曜日～金曜日（祝祭日を除く） 午前 9時～午後 5時 

相談内容 福祉サービスの利用援助、成年後見制度の利用相談等 

相談件数 6,649件（延べ件数、成年後見総合相談・専門相談含む） 

＜※前年度：5,082件 前年度比：130%増＞ 

相 談 員 専門員 

（対象者内訳） 

高齢者一般 認知症 知的障害 精神障害 身体障害 その他／不明 

680 2,457 672 2,043 225 572 

 

２．「ふくし法律相談」の実施 

内 容 高齢者や障害を持つ方、またそのご家族等を対象に、法律的に解決が必要な困難

ケースへ対応 

日 時 毎月第４木曜日 午後 1時 30分～4時 30分（※4 月・5 月・3 月休止） 

会 場 権利擁護センターこくぶんじ 他（出張相談あり） 

相談員 弁護士 3 名による輪番制 

相談件数 20件 

種 別 件数（件） 種 別 件数（件） 種 別 件数（件） 

成年後見制度 9 相続・遺言 6 財産管理 3 

権利侵害 3     

その他 6 離婚（2件）、土地売買、介護保険、生活保護、トラブル 
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◼ 研修等への参加 

（研修会参加実績） 

日程 研修名 

9月 14日（月） 生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け研修（基礎研修） 

11月中旬 家計改善支援事業従事者養成研修（動画視聴⇒レポート提出） 

（会議等参加実績） 

日程 会議名 

5月 20 日（水） 国分寺市若者支援地域ネットワーク会議実務者会議（書面開催） 

6月 25 日（木） 生活保護受給者等就労自立促進事業協議会（書面開催） 

7月 14 日（火） 国分寺市就労支援プラン見直し検討委員会 

8月 20 日（木） 国分寺市若者支援地域ネットワーク会議実務者会議（書面開催） 

11月 11日（水） 国分寺市就労支援プラン見直し検討委員会 
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３．「国分寺市福祉サービス苦情等解決委員会」の設置 

内  容 福祉サービスの利用に際しての苦情等に、専門的な見地から対応 

委  員 弁護士、医師、元民生委員・児童委員 

対  象 利用者やその家族、関係機関職員、介護保険事業者等 

相談件数 7件（相談対応延べ 77回） 

相談内容 成年後見制度に関すること、自立支援医療の更新に関すること、 

就労 B型作業所の工賃に関すること、生活保護と家賃代理納付に関すること、

障害者施設と利用者のトラブルに関すること、ゴミ袋の減免に関すること、 

障害ヘルパー派遣に関すること 

申立件数 0件 

日時（会場） 内容 

書面審議 

・委嘱状伝達 

・令和元年度苦情相談対応に関する報告書 

・権利擁護センター事業報告、事業計画 

11/2（月）18:30～19:30 

（国分寺すずかけ心療クリニック） 

・令和 2年度の相談内容について（報告） 

・その他 

 

４．市民への啓発・情報発信 

※事業説明及び講師派遣等は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

◼ 「「成成年年後後見見活活用用ああんんししんん生生活活創創造造事事業業」」のの実実施施（（国国分分寺寺市市委委託託事事業業））  

１．「成年後見制度利用支援事業」の実施 

相談支援総数：1,370件（延べ件数、問い合わせのみ、専門相談等を含む） 

個別支援者数：173 件（総合相談 114 件、申立等支援 31件、後見人サポート 20件、 

法人後見監督：3 件、緊急一時事務管理 5 件） 

後見人等候補者紹介：12件 

その他専門職紹介：4件（相続手続き、登記、遺言） 

 

２．「成年後見専門相談」の実施 

（１）「成年後見専門相談」 

内 容 主に成年後見制度に関する相談 

日 時 毎月第 2 木曜日 午後 1時 30分～4時 30分（※4月・5月・8月・2月休止） 

会 場 権利擁護センターこくぶんじ 他（出張相談あり） 

相談員 司法書士・社会福祉士による輪番制 

相談件数  17件 

＜対象者内訳＞※重複あり 

認知症高齢者（12名）知的障害者（2名）精神障害者（1名）その他（0名）判断能力有（3名） 

＜相談内容＞※重複あり 

法定後見（13件）任意後見（3件） 
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（２）成年後見無料個別相談会の開催 

   内 容 主に成年後見制度に関する相談 

   日 時 3/27（土）午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

   会 場 cocobunji プラザ リオンホール（B ホール） 

   相談員 弁護士 2 名・司法書士 2 名・社会福祉士 2 名 

   相談件数 12 件 

 

３．親族後見人のサポート 

（１）親族後見人の定期支援 

   専門相談等を受けた相談者に対し、その後の申立支援や申立後の経過確認、相談

助言等の希望の有無についてアンケートを依頼した。アンケートで経過確認のた

め問合せすることに同意を得た相談者に対し、定期的に確認の連絡を入れた他、

講演会や情報交換会等の案内を発送した。（14 件） 

    

（２）親族後見人情報交換会の開催 

   内 容 懇談 

   日 時 3/27（土）午前 10 時～11 時 30 分 

   会 場 cocobunji プラザ リオンホール（B ホール） 

   参加者 5 名   アドバイザー 2 名（司法書士、親族後見人経験者） 

 

４．市民への啓発・情報発信 

（１）成年後見制度講演会の開催（＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

（２）成年後見制度ミニ学習会の開催（＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施なし） 

 

５．「権利擁護関係機関連絡会」の開催 

   ＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止したが、代わりに関係機関への情報共有と

してニュースレターを作成し送付した。 

 内容 

Vol.1 9月 権利擁護センターの職員体制、推進機関の案内、地権事業のQ&A、申立書式の変更等 

Vol.2 2月 困難事例検討会より事例報告（地権と後見と悩むケースについて） 

 

６．「権利擁護センターこくぶんじ運営委員会」の設置 

（１）運営委員会の開催 

 第三者の立場から権利擁護センターこくぶんじの事業および運営方法等について助言・指導を 

いただくため、市民や福祉関係者で構成する運営委員会を設置した。 

回 日時（会場） 主な内容 出席 

1 書面開催 

１．委嘱状伝達 

２．委員長・副委員長の選出 

３．報告事項 ①事務局体制 ②令和元年度事業報告 ③法人

後見監督業務（経過報告） ④令和 2年度事業計画 

４．協議事項①成年後見制度利用促進基本計画における「中核

機関の 4 つの機能」に対する権利擁護センターこくぶんじ

の実施状況（自己評価） 

５．その他 
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３．「国分寺市福祉サービス苦情等解決委員会」の設置 

内  容 福祉サービスの利用に際しての苦情等に、専門的な見地から対応 

委  員 弁護士、医師、元民生委員・児童委員 

対  象 利用者やその家族、関係機関職員、介護保険事業者等 

相談件数 7件（相談対応延べ 77回） 

相談内容 成年後見制度に関すること、自立支援医療の更新に関すること、 

就労 B型作業所の工賃に関すること、生活保護と家賃代理納付に関すること、

障害者施設と利用者のトラブルに関すること、ゴミ袋の減免に関すること、 

障害ヘルパー派遣に関すること 

申立件数 0件 

日時（会場） 内容 

書面審議 

・委嘱状伝達 

・令和元年度苦情相談対応に関する報告書 

・権利擁護センター事業報告、事業計画 

11/2（月）18:30～19:30 

（国分寺すずかけ心療クリニック） 

・令和 2年度の相談内容について（報告） 

・その他 

 

４．市民への啓発・情報発信 

※事業説明及び講師派遣等は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

◼ 「「成成年年後後見見活活用用ああんんししんん生生活活創創造造事事業業」」のの実実施施（（国国分分寺寺市市委委託託事事業業））  

１．「成年後見制度利用支援事業」の実施 

相談支援総数：1,370件（延べ件数、問い合わせのみ、専門相談等を含む） 

個別支援者数：173 件（総合相談 114件、申立等支援 31件、後見人サポート 20件、 

法人後見監督：3 件、緊急一時事務管理 5 件） 

後見人等候補者紹介：12件 

その他専門職紹介：4件（相続手続き、登記、遺言） 

 

２．「成年後見専門相談」の実施 

（１）「成年後見専門相談」 

内 容 主に成年後見制度に関する相談 

日 時 毎月第 2 木曜日 午後 1時 30分～4時 30 分（※4月・5月・8月・2月休止） 

会 場 権利擁護センターこくぶんじ 他（出張相談あり） 

相談員 司法書士・社会福祉士による輪番制 

相談件数  17件 

＜対象者内訳＞※重複あり 

認知症高齢者（12名）知的障害者（2名）精神障害者（1名）その他（0名）判断能力有（3名） 

＜相談内容＞※重複あり 

法定後見（13件）任意後見（3件） 
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2 

7/16（木） 

18:00～20:15 

（国分寺労政会館） 

１．報告事項 ①事業実施状況 ②法人後見監督業務（経過報

告）③困難事例検討会 

２．協議事項 ①今後の事業予定 ②成年後見制度利用促進基

本計画の策定について 

３．その他 

9名 

3 

10/22（木） 

18:00～20:00 

（本町・南町地域センター） 

１．報告事項 ①事業報告（7月～9月）②法人後見監督業務（経

過報告）③困難事例検討会 ④第 2期市民後見人養成講座 

２．協議事項 ①成年後見制度利用促進基本計画の策定について 

３．その他 

10名 

4 

2/24（水） 

14:00～15:50 

（リオンホール） 

１．報告事項 ①事業報告（10 月～1 月）②法人後見監督業務

（経過報告）③困難事例検討会 

２．協議事項 ①令和 3年度事業計画 ②地域福祉権利擁護事業利

用料の改訂・減免について ③事例検討（法人後見の検討） 

３．その他 ①令和 3年度運営委員会の日程 ②協議会の日程 

8名 

※運営委員名簿は、74ページに別掲。 

 

（２）困難事例検討会の開催 

運営委員を主な構成メンバーとして、対応に苦慮するケースや今後の支援の方向性に

ついて判断が難しいケースへの対応を検討する場として、「事例検討会」を開催した。 

回 日時 件数 出席者数（事務局除く） 

1 
6/5（金）10:00～11:00 

※臨時開催 

相談事例 2 件 

報告事例 2 件 
5 名 

2 9/18（金）9:40～12:00 相談事例 3 件 4 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 1 名） 

3 11/20（金）9:30～12:10 

相談事例 2 件 

報告事例 2 件 

その他 1 件 

6 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 3 名） 

4 
12/10（木）14:00～15:10 

※臨時開催 
相談事例 1 件 3 名 

5 1/15（金）9:30～12:00 相談事例 3 件 5 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 2 名） 

6 

2/24（水）15:00～15:30 

※運営委員会内で協議 
相談事例 1 件 8 名 

2/24（水）16:00～17:00 

※臨時開催 
相談事例 1 件 3 名 

7 3/19（金）9:30～12:00 相談事例 2 件 3 名 
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７．法人後見監督の実施（実施開始年度：平成 22 年度） 

 年度内新規受任件数：0 件（累計 9 件） 

 前年度継続受任件数：2 件 

年度内終了件数：1 件（被保佐人死亡）  

○市民後見人（社会貢献型後見人）からの報告・相談を受け、助言・指導した。 

助言・指導：117 回（延べ回数） 

○後見監督業務報告 

3 カ月ごとに報告書（「後見業務報告書」「後見事務経過一覧表」「財産目録」）の提出

を受け、助言・指導を行った。またその際に運営委員の専門職に同席してもらい、

専門職の視点からも助言をいただいた。 

後見人からの報告書一式に、後見監督業務報告書を添付し、東京家庭裁判所立川支

部に後見監督業務報告書を提出した。 

 

８．「社会貢献型後見人」の支援 

＜令和 2年度実績＞ 

東京都主催養成講座修了生（累計） ：7名 

国分寺市社協主催養成講座修了生（平成 30年度）：16名 

後見活動メンバー登録数 ：23名（内、令和 2年度受任可能者：9名） 

受任件数：3件（累計 9件）、終了（引継）件数：1件 

＜市民後見人フォローアップ講座の開催＞※市民後見人養成講座と重複 

動画配信日 内容 課題提出者 

12/25（火） 

①講義「意思決定支援について」 

講師：永吉久美氏（社会福祉士/ぱあとなあ東京所属） 

②事例演習 

③市民後見人による事例報告 

講師：山本俊治氏（市民後見人） 

17 名 

 

９．「国分寺市市民後見人養成講座」の開催 

国分寺市独自の取組として第二期国分寺市市民後見人養成講座を実施した。実施にあたり事前説明会

（9/15、9/16、9/19）を権利擁護センターこくぶんじで実施、申込み受付後に選考会（10/22）を行っ

№ 類型 受任経緯 受任開始日 終了日 

1 後見 社会福祉士からのリレー Ｈ22.5.17 Ｈ22.10.28 

2 後見 地域福祉権利擁護事業からの移行 Ｈ22.5.26  Ｈ25.5.25 

3 後見 施設入所時 後見人候補者紹介 Ｈ25.6.11 Ｈ25.7.26 

4 後見 
在宅時 後見人候補者紹介 Ｈ25.9.13 後見人交代 

後見人交代 Ｈ25.12.4 Ｈ27.12.13 

5 保佐 在宅時 後見人候補者紹介 Ｈ27.1.30 Ｈ28.11.11 

6 後見 地域福祉権利擁護事業からの移行 Ｈ29.12.8 H30.12.14 

７ 保佐 
保佐人交代（親族後見人より）および

地域福祉権利擁護事業からの移行 
H31.3.28 

R3.1.11 

（引継：未） 

８ 保佐 在宅時 保佐人候補者紹介 Ｒ1.12.11 継続中 

９ 後見 施設入所時 後見人候補者紹介 R1.12.23 
R2.1.20 

（引継：R2.6.3） 
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（リオンホール） 

１．報告事項 ①事業報告（10 月～1 月）②法人後見監督業務

（経過報告）③困難事例検討会 

２．協議事項 ①令和 3年度事業計画 ②地域福祉権利擁護事業利

用料の改訂・減免について ③事例検討（法人後見の検討） 

３．その他 ①令和 3年度運営委員会の日程 ②協議会の日程 

8 名 

※運営委員名簿は、74ページに別掲。 

 

（２）困難事例検討会の開催 

運営委員を主な構成メンバーとして、対応に苦慮するケースや今後の支援の方向性に

ついて判断が難しいケースへの対応を検討する場として、「事例検討会」を開催した。 

回 日時 件数 出席者数（事務局除く） 

1 
6/5（金）10:00～11:00 

※臨時開催 

相談事例 2 件 

報告事例 2 件 
5 名 

2 9/18（金）9:40～12:00 相談事例 3 件 4 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 1 名） 

3 11/20（金）9:30～12:10 

相談事例 2 件 

報告事例 2 件 

その他 1 件 

6 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 3 名） 

4 
12/10（木）14:00～15:10 

※臨時開催 
相談事例 1 件 3 名 

5 1/15（金）9:30～12:00 相談事例 3 件 5 名（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 2 名） 

6 

2/24（水）15:00～15:30 

※運営委員会内で協議 
相談事例 1 件 8 名 

2/24（水）16:00～17:00 

※臨時開催 
相談事例 1 件 3 名 

7 3/19（金）9:30～12:00 相談事例 2 件 3 名 
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た結果、説明会参加者 10名、申込者 9名、受講者 9名、修了者 9名、令和 3年度後見活動メンバー登

録者 8名となった。養成講座は動画配信とし、課題・レポートの提出で受講を確認した。 

＜養成講座＞ 

回 動画配信日 内容 講師 

1 11/2（月） 
・成年後見制度について 

・支援のための法律の理解（財産法・家族法） 

足立剛氏 

（弁護士／武蔵国分寺法律事務所） 

2 11/16（月） 

①障害の理解（精神） 

 

②障害の理解（知的） 

 

③障害の理解（高齢） 

①藤田英親氏 

（精神科医／すずかけ心療クリニック） 

②柴田洋弥氏 

（NPO 法人手をつなぐ親の会理事長） 

③川口真理子氏 

（高齢福祉課 相談支援係長） 

3 12/1（火） 
・成年後見人の業務 

・実務演習 

森昭文氏 

（司法書士／西国分寺駅前司法書士事務所） 

4 12/15（火） 

①意思決定支援について 

②事例演習 

③市民後見人による事例報告 

①永吉久美氏 

（社会福祉士／東京社会福祉士会） 

②山本俊治氏（市民後見人） 

 

１０．関係団体との連携（※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

１１．地域の関係機関ネットワークの活用 

  関係機関との連携や情報収集、職員の資質向上のため、以下の会議や研修等へ職員を派遣し、

参加した。 

（１）会議 

【国分寺市】 

 ＊国分寺市地域ケア会議権利擁護部会（10/15、2/18） 

 ＊国分寺市地域包括支援センター運営協議会（2/15）※5/19 中止 

 ＊国分寺市障害者地域自立支援協議会（8/28）※6/15 中止 

＊国分寺市障害者地域自立支援協議会 相談支援部会（4/15 中止、9/18、12/18、2/12） 

＊国分寺市障害者地域自立支援協議会相談支援部会事務局会議（4/24、6/22、9/4、12/3、1/29） 

【東京都】 

＊利用者支援区市町村連絡会（2/25） 

＊東京都成年後見地域連携ネットワーク会議／成年後見制度推進機関連絡会（11/26） 

 【その他】 

＊成年後見制度利用促進基本計画に関する連絡会（3/24） 

 ＊成年後見制度利用促進基本計画に係る地域と家裁の連絡会（12/23） 

 

（２）研修 

【東社協主催】 

＊成年後見制度推進機関・テーマ別研究会議（7/22、12/18、3/17） 

＊成年後見制度推進機関 フォローアップ研修（動画配信、12/15） 

 ＊区市町村苦情対応機関基礎研修（動画配信） 
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【その他】 

＊成年後見制度利用促進体制整備研修 応用研修（動画配信視聴、ライブ配信11/10～12、12/16～18） 

 ＊多摩総合精神保健福祉センター主催 精神保健福祉研修（11/5、12/3、12/10、12/24） 

 ＊令和 2 年度任意後見・補助・保佐等の相談体制強化・広報事業東京開催セミナー 

  福祉関係者が知っておきたい「任意後見制度」（3/11） 

 ＊司法書士会主催 任意後見制度の利用促進と民事信託「成年後見制度の未来」（動画配信） 

 ＊NPO法人成年後見ウィル主催 知的障害のある人の家族のための成年後見制度セミナー（1/21） 

 ＊福祉実践フォーラム 成年後見制度は『利用者がメリットを実感できる』ようになったか？（10/25） 

 

◼ 「「高高齢齢者者緊緊急急一一時時事事務務管管理理」」のの実実施施  

国分寺市高齢福祉課からの受託事業として、緊急に保護が必要になった判断能力が著しく低下

した在宅高齢者のうち、特に金銭管理等の支援が必要な人へ、金銭管理等に関する事務管理を

緊急かつ一時的に行った。 

受託件数： 5 件（年度内受託 5 件、内終了 3 件） 累計件数：24 件 

支援回数： 9 回（他、連絡調整等 90 回） 

 

◼ 「「障障害害者者緊緊急急一一時時事事務務管管理理」」のの実実施施  

 国分寺市障害福祉課からの委託事業として、緊急に保護が必要になった判断能力が著

しく低下した在宅障害者のうち、特に金銭管理等の支援が必要な人へ、金銭管理等に

関する事務管理を緊急かつ一時的に実施する。令和 2 年度の受託件数は 0 件。 

  

◼ 「「地地域域福福祉祉権権利利擁擁護護事事業業」」のの実実施施（（東東京京都都社社会会福福祉祉協協議議会会委委託託事事業業）） 

１．地域福祉権利擁護事業の実施（年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内生保 

 

○問い合わせ・相談援助件数 

認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 不明・その他 合計 

2,112 483 1,755 417 4,767 

＜※前年度：4,473 件  前年度比：106%増＞ 

 

 

新規契約件数 解約件数 年度末契約件数 

認知高齢 11（2） 9（１） 22（6） 

知的障害 3（0） 2（0） 7（1） 

精神障害 2（1） 0（0） 18（11） 

その他 1（1） 1（0） 5（4） 

合計 17（4） 12（3） 52（22） 
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た結果、説明会参加者 10名、申込者 9名、受講者 9名、修了者 9名、令和 3年度後見活動メンバー登

録者 8名となった。養成講座は動画配信とし、課題・レポートの提出で受講を確認した。 

＜養成講座＞ 

回 動画配信日 内容 講師 

1 11/2（月） 
・成年後見制度について 

・支援のための法律の理解（財産法・家族法） 

足立剛氏 

（弁護士／武蔵国分寺法律事務所） 

2 11/16（月） 

①障害の理解（精神） 

 

②障害の理解（知的） 

 

③障害の理解（高齢） 

①藤田英親氏 

（精神科医／すずかけ心療クリニック） 

②柴田洋弥氏 

（NPO法人手をつなぐ親の会理事長） 

③川口真理子氏 

（高齢福祉課 相談支援係長） 

3 12/1（火） 
・成年後見人の業務 

・実務演習 

森昭文氏 

（司法書士／西国分寺駅前司法書士事務所） 

4 12/15（火） 

①意思決定支援について 

②事例演習 

③市民後見人による事例報告 

①永吉久美氏 

（社会福祉士／東京社会福祉士会） 

②山本俊治氏（市民後見人） 

 

１０．関係団体との連携（※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

１１．地域の関係機関ネットワークの活用 

  関係機関との連携や情報収集、職員の資質向上のため、以下の会議や研修等へ職員を派遣し、

参加した。 

（１）会議 

【国分寺市】 

 ＊国分寺市地域ケア会議権利擁護部会（10/15、2/18） 

 ＊国分寺市地域包括支援センター運営協議会（2/15）※5/19 中止 

 ＊国分寺市障害者地域自立支援協議会（8/28）※6/15 中止 

＊国分寺市障害者地域自立支援協議会 相談支援部会（4/15 中止、9/18、12/18、2/12） 

＊国分寺市障害者地域自立支援協議会相談支援部会事務局会議（4/24、6/22、9/4、12/3、1/29） 

【東京都】 

＊利用者支援区市町村連絡会（2/25） 

＊東京都成年後見地域連携ネットワーク会議／成年後見制度推進機関連絡会（11/26） 

 【その他】 

＊成年後見制度利用促進基本計画に関する連絡会（3/24） 

 ＊成年後見制度利用促進基本計画に係る地域と家裁の連絡会（12/23） 

 

（２）研修 

【東社協主催】 

＊成年後見制度推進機関・テーマ別研究会議（7/22、12/18、3/17） 

＊成年後見制度推進機関 フォローアップ研修（動画配信、12/15） 

 ＊区市町村苦情対応機関基礎研修（動画配信） 
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２．登録型生活支援員の育成とスキルアップ 

（１）登録説明会の開催 

   地域福祉権利擁護事業の周知と人員確保のため、登録説明会を開催した。 

日時（会場） 内容 参加人数 

随時個別対応 
（権利擁護センターこくぶんじ） 

・DVD「生活支援員の仕事」上映 

・事業説明 

・労務関係等に関する説明 

・質疑応答 

延べ 14 名 

 

（２）登録者数 

２６名（令和２年度新規登録者数：９名） 

 

（３）研修会の開催 

日時（会場） 内容 参加人数 

9/10(木)～3/31(火) 

（権利擁護センターこくぶんじ） 

新任生活支援員研修 動画配信 

・地域福祉権利擁護事業とは 

・生活支援員の役割と具体的業務 

・生活支援員の具体的な活動 

10名 

2/5(金)～3/31(火) 

（権利擁護センターこくぶんじもしくは自宅） 

現任生活支援員研修会 動画配信 

・意思や意向を尊重した支援のあり方とは 

 

18名 

 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため懇談会は中止。 

 

３．広報活動 

社会福祉だより「ふくし」や国分寺市報への掲載、ホームページへの掲載等を通し、

事業の周知に努めた。 

 

４．東京都社会福祉協議会及び北多摩西部ブロック社会福祉協議会等との連携 

○会議 

＊地域福祉権利擁護事業 業務連絡会（10/22、2/5） 

＊地域福祉権利擁護事業 センター長会議（6/24） 

＊北多摩西部ブロック社協地域福祉権利擁護事業担当者会議（11/17、1/19、3/16）*5/19

中止、7/28、9/15 欠席 

○研修 

 【全社協】 

 ＊日常生活自立支援事業「専門員実践力強化研修会Ⅱ」（動画視聴、3/15） 

 【東社協】 

＊地域福祉権利擁護事業 現任専門員研修（動画視聴、2/19） 

 【北多摩西部ブロック】 

 ＊北多摩西部ブロック専門員研修（2/16） 

 ＊北多摩西部ブロック生活支援員研修 ＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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＜＜４４＞＞  地地域域支支援援係係  

【国分寺市ファミリー・サポート・センター】 

 国分寺市内在住で生後 57日から満 12歳の子どもの保護者で子育てを手助けしてほしい人（利 用会

員）とお手伝いできる人（援助会員）の相互援助活動支援としてファミリー・サポート・センター事業

を実施した。 

 平成 27年度からそれまでの公益事業から第 2種社会福祉事業になり、平成 28年度からは利用者の利

便性向上を目的として開所日を拡大、月曜日から土曜日まで週 6日開所とした。 

 スタッフとして、センター長、アドバイザー４名、サブアドバイザー1名を配置し対応した。 

 

1．「国分寺市ファミリー・サポート・センター」の運営 

◇住  所 国分寺市戸倉４－１４ 福祉センター内 

◇電  話 ０４２－３００－６０６１ ◇F A X ０４２－３００－６０６２ 

◇開 館 日 月曜日～土曜日（日曜日、祝日及び年末年始は閉館） 

◇開館時間 ９：００～１７：００  ◇活動時間 ６：００～２２：００ 

   ◇利用料金   

曜日      時間 6:00～8:00 8:00～18:00 18:00～22:00 

平 日 900 円 800 円 900 円 

土曜・日曜・祝日・年末年始 900 円 900 円 900 円 

 

（１）利用会員・援助会員の登録状況 

区 分 登録会員数 備  考 

利用会員 1,340 名   前年度比  247 名減 

援助会員  231 名   前年度比   17 名減 

両方会員    7名   前年度比   7名減 

合  計 1,578 名   前年度比  271 名減 

 

（２）アドバイザー活動回数及び援助活動実施件数 

内 容 回数及び件数 備  考 

事前協議実施回数  103 回 
前年度比  139回減 

（土曜日実施回数：25件） 

援 助 活 動 件 数 

（依頼件数） 

3,848 件 

(キャンセル件数 520 件含) 

前年度比 2,323 件減 

(キャンセル件数前年度比 453件減) 

援助活動実施件数    3,328 件 前年度比  1,891 件減 

 

（３）援助活動状況 

活動区分 主な理由 活動件数 

保育園・幼稚園 園への送り、登園前後の預かり及び送迎 1,272 件 

小学校 放課後の預かり、登校前の預かり 142 件 
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２．登録型生活支援員の育成とスキルアップ 

（１）登録説明会の開催 

   地域福祉権利擁護事業の周知と人員確保のため、登録説明会を開催した。 

日時（会場） 内容 参加人数 

随時個別対応 
（権利擁護センターこくぶんじ） 

・DVD「生活支援員の仕事」上映 

・事業説明 

・労務関係等に関する説明 

・質疑応答 

延べ 14 名 

 

（２）登録者数 

２６名（令和２年度新規登録者数：９名） 

 

（３）研修会の開催 

日時（会場） 内容 参加人数 

9/10(木)～3/31(火) 

（権利擁護センターこくぶんじ） 

新任生活支援員研修 動画配信 

・地域福祉権利擁護事業とは 

・生活支援員の役割と具体的業務 

・生活支援員の具体的な活動 

10 名 

2/5(金)～3/31(火) 

（権利擁護センターこくぶんじもしくは自宅） 

現任生活支援員研修会 動画配信 

・意思や意向を尊重した支援のあり方とは 

 

18 名 

 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため懇談会は中止。 

 

３．広報活動 

社会福祉だより「ふくし」や国分寺市報への掲載、ホームページへの掲載等を通し、

事業の周知に努めた。 

 

４．東京都社会福祉協議会及び北多摩西部ブロック社会福祉協議会等との連携 

○会議 

＊地域福祉権利擁護事業 業務連絡会（10/22、2/5） 

＊地域福祉権利擁護事業 センター長会議（6/24） 

＊北多摩西部ブロック社協地域福祉権利擁護事業担当者会議（11/17、1/19、3/16）*5/19

中止、7/28、9/15 欠席 

○研修 

 【全社協】 

 ＊日常生活自立支援事業「専門員実践力強化研修会Ⅱ」（動画視聴、3/15） 

 【東社協】 

＊地域福祉権利擁護事業 現任専門員研修（動画視聴、2/19） 

 【北多摩西部ブロック】 

 ＊北多摩西部ブロック専門員研修（2/16） 

 ＊北多摩西部ブロック生活支援員研修 ＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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学童クラブ 学童クラブの迎え及び帰宅後の預かり 170 件 

その他（子ども） 

習い事等の送迎等 495 件 

障害のある子、通級への支援 185 件 

保育園・学校等休業時の援助 48件 

兄弟姉妹に障害がある場合の援助 191 件 

その他（保護者） 

保護者の外出、学校等の用事等 120 件 

保護者就労時等の支援 227 件 

産前産後・保護者通院等の預かり 167 件 

保護者在宅時の預かり 191 件 

その他 
慣らし援助・確認活動等 85件 

リフレッシュ・その他 35件 

合    計 3,328 件 

小計 預かり：1,197件 

送迎：1,934件 

※援助活動状況のうち、複数預かりは次のとおり。 

区 分 活動件数 備  考 

兄弟姉妹のみ  1,084 件    前年度比   667件減 

双子・三つ子など   11件    前年度比      46件減 

合 計  1,095件    前年度比     713件減 

   ※援助活動状況のうち、一人親家庭の状況は次のとおり 

   （一人親の場合、優先的に調整しています） 

区 分 活動件数 備  考 

一人親家庭  118件 

（5世帯） 

 他キャンセル 25件（5世帯） 

 

（４）キャンセル件数 

区 分 件 数 備 考 

利用会員からのキャンセル    412  件    前年度比    437 件減 

援助会員からのキャンセル    106  件    前年度比     18件減 

合 計    518  件    前年度比    455 件減 

 

2．活動中のけが等への補償 

 活動中の事故に備え、女性労働協会の「地域子育て支援補償保険」に今年度も引き続き加入た。

令和 2年度の事故は 0件。 

 

3．「新型コロナウイルス」への感染防止対策 

 センター内の相談ブースに空気清浄機、アルコールディスペンサー等を設置し、来所時に安 

心して相談できるような環境整備に努めた。また、利用会員、援助会員が安心して利用、活動で
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きるように、マスクや除菌スプレー、携帯用ウエットティッシュ等の配布を行った。 

4．「援助会員講習会」の開催 

援助会員の養成・拡大を目的として、「援助会員講習会」を年 2 回開催しました。主な講義内容は、

国分寺市の児童福祉施策、子育ての基本、障害児への対応等。講師は、本会アドバイザーの他、国分

寺市職員、大学名誉教授等に依頼しました。講習会の全過程の 8 割以上の修了者は援助会員として登

録して活動できます。受講者 31名、内 25名が登録した。 

名  称 日 程 会 場 参加者数（登録者数） 

第 1回援助会員講習会 10/27,28,29,30 市民スポーツセンター 18名（15名） 

第 2回援助会員講習会 2/16,17,18,19 福祉センター 13名（10名） 

 

5．「ファミサポ事業説明会」の開催 

利用会員拡大のため、 国分寺市内の公共施設等にチラシを配布するとともに、要望のあった 

親子ひろば等にアドバイザーが出張し、登録説明会を行った。 

名   称 日 程 会  場 参加状況 登録者 

よくこう親子ひろば 9/26 
ひがしこいがくぼ 3 丁目 

よくこう親子ひろば 

大人 7 名 

子ども 7 名 
2名 

BOUKEN どんどこ 12/12 BOUKEN どんどこ 
大人 6 名 

子ども不明 
4名 

※土曜日臨時登録説明会（計 9回） 

日 程 会  場 参加状況 登録者 

9/19,26 福祉センター 0名 0名 

10/10,17 福祉センター 0名 0名 

11/7,14 福祉センター 5名 3名 

12/5,12,19 福祉センター 3名 3名 

 

6．「3から 4か月児健康診査ファミサポ事業説明会」の開催 

例年、国分寺市健康推進課の協力により、『3から 4か月児健康診査』の会場に出張し、相談と登録

説明を行っていましたが、令和 2年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため中止となった。

健康推進課を通じて対象者に手引き一式と登録用紙をお渡しし、情報提供を行った。 

 

7．「フォローアップ研修」の開催 

登録後の援助会員への「フォローアップ研修」を、年２回開催しました。 

 第 1回「援助会員フォローアップ研修」 

  日 時 令和 2年 9月 12日（土）9：00～12：00 

  会 場 国分寺市立福祉センター 第 1会議室 

  テーマ 「AED応急救護・ヒヤリハット研修～子どもと安全に関わるには～」 

講 師 東京防災救急協会 指導員 

参 加 15名 

第 2回「つくしんぼでの実習」 
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学童クラブ 学童クラブの迎え及び帰宅後の預かり 170 件 

その他（子ども） 

習い事等の送迎等 495 件 

障害のある子、通級への支援 185 件 

保育園・学校等休業時の援助 48 件 

兄弟姉妹に障害がある場合の援助 191 件 

その他（保護者） 

保護者の外出、学校等の用事等 120 件 

保護者就労時等の支援 227 件 

産前産後・保護者通院等の預かり 167 件 

保護者在宅時の預かり 191 件 

その他 
慣らし援助・確認活動等 85 件 

リフレッシュ・その他 35 件 

合    計 3,328 件 

小計 預かり：1,197件 

送迎：1,934 件 

※援助活動状況のうち、複数預かりは次のとおり。 

区 分 活動件数 備  考 

兄弟姉妹のみ  1,084 件    前年度比   667件減 

双子・三つ子など   11件    前年度比      46件減 

合 計  1,095件    前年度比     713件減 

   ※援助活動状況のうち、一人親家庭の状況は次のとおり 

   （一人親の場合、優先的に調整しています） 

区 分 活動件数 備  考 

一人親家庭  118件 

（5世帯） 

 他キャンセル 25件（5世帯） 

 

（４）キャンセル件数 

区 分 件 数 備 考 

利用会員からのキャンセル    412  件    前年度比    437件減 

援助会員からのキャンセル    106  件    前年度比     18件減 

合 計    518  件    前年度比    455件減 

 

2．活動中のけが等への補償 

 活動中の事故に備え、女性労働協会の「地域子育て支援補償保険」に今年度も引き続き加入た。

令和 2年度の事故は 0件。 

 

3．「新型コロナウイルス」への感染防止対策 

 センター内の相談ブースに空気清浄機、アルコールディスペンサー等を設置し、来所時に安 

心して相談できるような環境整備に努めた。また、利用会員、援助会員が安心して利用、活動で
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  日 時 令和 2年 11 月 19日（木）9：00～12：00 

  会 場 こどもの発達センターつくしんぼ 

  テーマ 「発達に課題のある子どもへの支援に対する見学実習」 

講 師 鳥生氏（こども発達センターつくしんぼ職員） 

参 加 3名 

  

8．「利用会員・援助会員交流会」の開催 

利用会員と援助会員の交流を目的として、「利用会員・援助会員交流会」を開催した。 

日 時 令和 2年 11月 28日（土）１０：００～１２：００ 

会 場 国分寺市立福祉センター 第 1会議室 

内 容 「子どもの自立と大人の関わり」 

講 師 深津 高子氏（モンテッソーリ講師） 

参 加 7名（利用会員 3名、援助会員 3名、子ども 1名） 

 

9．「ファミサポ通信」の発行 

登録している利用会員及び援助会員への情報提供として、「ファミサポ通信」を年３回発行し、

全会員へ郵送した。また、市内の公共施設等にも配架した。 

号 数 発行月 主 な 内 容 

Vol.29号 令和 2年 8 月 
第 1 回援助会員講習会・フォローアップ研修・つくしんぼ

見学・交流会募集、日程票及び報告書記入方法変更他 

Vol.30号 令和 3年 1 月 
利用会員・援助会員更新手続き依頼、令和 3 年度活動意向

調査案内、新型コロナウイルスへの対策他 

Vol.31号 令和 3年 3 月 
令和 3 年度第 1 回援助会員講習会告知、フォローアップ研

修募集、援助活動の運用変更点他 

 

10.「援助会員活動意向調査」の実施 

ファミサポ通信Vol.30号に、援助会員に向け令和3年度活動意向調査案内を掲載、令和2年12月末時点で援

助会員として登録している245名の会員に「活動意向調査票」を同封し、郵送、持参での提出を依頼した。 

 

11．「国分寺子ども・子育て支援円卓会議」への参加 

子ども家庭支援センター及び連絡協議会が共催で毎月開催する「国分寺子ども・子育て支援円卓会議」

にアドバイザー及びセンター長が出席し、センターの情報提供や子育てに関する情報交換を行った。4～6

月は中止、1月からは、新型コロナウイルス感染拡大防止のためWEBでの参加となった。 

日 程 7/7、8/4、9/1、10/6、11/10、12/1、1/12、2/2、3/2 

 

12．「国分寺子ども支援事業者連絡協議会」への参加 

児童虐待の恐れのある家庭や育児ノイローゼに悩む家庭への支援のための個人情報の共有や

国分寺市との協定書の締結のために、国分寺市内の子育て支援事業により組織される「連絡協議

会」に平成 27 年度より加入しています。 
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  構成団体 社会福祉法人つくしんぼ共同保育所ポッポのもり保育園、認定 NPO法人冒険 

遊び場の会、コアラッコ、有限会社母と子のサロン 

 

13．「ファミリー・サポート・センター全国アドバイザー講習会・交流会」への参加 

 女性労働協会主催による全国のファミリー・サポート・センターのアドバイザーが集う、「講 

習会・交流会」に、アドバイザーが WEBで参加し、情報収集・情報交換を行った。 

日 時 令和 2年 10月 22日（木）１０：００～１７：００ 

 内 容 「ファミリー・サポート・センターのこれから」～コロナ時代の子育て支援を考える～ 

 主 催 女性労働協会 

 

14．担当所管課との定例会 

 本事業の担当所管課である国分寺市子ども家庭支援センターと定期的に会議を開催し、事業 

の課題解決や方向性について協議した。 

回 日  程 内  容 

1 令和 2年  8月 （文書） 来年度予算、援助活動中の対応等について 

2 令和 3年 1月 13日（水） 緊急対応マニュアル 来年度手引き改正等について 

 

15．フェイスブックでの情報提供 

平成 28年度に開設した国分寺市ファミリー・サポート・センターのフェイスブックを通じて、

引き続き援助会員や利用会員、市民への情報提供を行った。 

情報提供回数  年間 36 回 

 

16．ホームページでの情報提供 

社会福祉協議会のホームページやファミリー・サポート・センターのページを通じて援助会員

や利用会員、市民への情報提供を行った。また、引き続き会員に向けて『利用会員登録変更届』

や『活動変更確認書』等の書類をダウンロードできる形をとりました。 

 

17．「アドバイザー会議」の開催 

 担当者会議として「アドバイザー会議」を毎月開催し、事業の企画・検討や困難ケースの調整 

等を行った。開催日 4/14、5/8、6/5、7/9、8/6、9/2、10/8、11/11、12/1、1/13、2/2、3/2 

 

18. 「ファミサポマスコット（ファミりん）」の活用 

 平成 27年に会員に公募し、「ファミリん」をファミサポマスコットとして決定しました。 

また、令和2年度から下記をファミサポロゴとして決定し、ファミサポ通信等に活用しています。 

 

 

 

ファミサポロゴ 
ファミりん 
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  日 時 令和 2年 11 月 19日（木）9：00～12：00 

  会 場 こどもの発達センターつくしんぼ 

  テーマ 「発達に課題のある子どもへの支援に対する見学実習」 

講 師 鳥生氏（こども発達センターつくしんぼ職員） 

参 加 3名 

  

8．「利用会員・援助会員交流会」の開催 

利用会員と援助会員の交流を目的として、「利用会員・援助会員交流会」を開催した。 

日 時 令和 2年 11月 28日（土）１０：００～１２：００ 

会 場 国分寺市立福祉センター 第 1会議室 

内 容 「子どもの自立と大人の関わり」 

講 師 深津 高子氏（モンテッソーリ講師） 

参 加 7名（利用会員 3名、援助会員 3名、子ども 1名） 

 

9．「ファミサポ通信」の発行 

登録している利用会員及び援助会員への情報提供として、「ファミサポ通信」を年３回発行し、

全会員へ郵送した。また、市内の公共施設等にも配架した。 

号 数 発行月 主 な 内 容 

Vol.29号 令和 2年 8 月 
第 1 回援助会員講習会・フォローアップ研修・つくしんぼ

見学・交流会募集、日程票及び報告書記入方法変更他 

Vol.30号 令和 3年 1 月 
利用会員・援助会員更新手続き依頼、令和 3 年度活動意向

調査案内、新型コロナウイルスへの対策他 

Vol.31号 令和 3年 3 月 
令和 3 年度第 1 回援助会員講習会告知、フォローアップ研

修募集、援助活動の運用変更点他 

 

10.「援助会員活動意向調査」の実施 

ファミサポ通信Vol.30号に、援助会員に向け令和3年度活動意向調査案内を掲載、令和2年12月末時点で援

助会員として登録している245名の会員に「活動意向調査票」を同封し、郵送、持参での提出を依頼した。 

 

11．「国分寺子ども・子育て支援円卓会議」への参加 

子ども家庭支援センター及び連絡協議会が共催で毎月開催する「国分寺子ども・子育て支援円卓会議」

にアドバイザー及びセンター長が出席し、センターの情報提供や子育てに関する情報交換を行った。4～6

月は中止、1月からは、新型コロナウイルス感染拡大防止のためWEBでの参加となった。 

日 程 7/7、8/4、9/1、10/6、11/10、12/1、1/12、2/2、3/2 

 

12．「国分寺子ども支援事業者連絡協議会」への参加 

児童虐待の恐れのある家庭や育児ノイローゼに悩む家庭への支援のための個人情報の共有や

国分寺市との協定書の締結のために、国分寺市内の子育て支援事業により組織される「連絡協議

会」に平成 27年度より加入しています。 
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《関係機関・団体の委員会等への派遣等》 

国分寺市や関係機関・団体の理事・評議員として、本会役・職員を派遣しました。 

会議・団体名 役職等 派遣者 
開催日 

(※)リモート (―)未開催もしくは中止 

国分寺市防災会議 委 員 会 長 ①9/2（書面）②3/25（※） 

国分寺市民生委員推せん会 委 員 会 長 11/25、12/23 

国分寺市要保護児童対策地域協議会 委 員 会 長 ― 

国分寺市障害者虐待防止ネットワーク 
代表者会議 会 長 9/25（書面） 

実務者会議 事務局長 ― 

一般社団法人 

国分寺市健康福祉サービス協会 

理 事 事務局長 6/18、9/24、2/18、3/11 

評議員 会 長 6/15、11/26、3/11 

社会福祉法人 はらからの家福祉会 理 事 事務局長 6/4、3/18 

社会福祉法人 万葉の里 評議員 事務局長 6/18（書面） 

社会福祉法人 Ａｎｎ Ｂｅｅ 評議員 事務局長 ― 

国分寺市高齢者虐待防止ネットワーク 実務者会議 事務局長 ― 

東京経済大学国分寺地域インターン 

シップ・学生地域参加実施委員会 
委 員 事務局長 12/22 

国分寺市生きがい推進事業協議会 委 員 事務局長 ― 

国分寺消防署住宅防火等推進協議会 委 員 事務局長 （書面） 

国分寺市地域福祉推進協議会 委 員 事務局長・事務局次長・係長・地域福祉 CO ― 

特定非営利活動法人 

国分寺市ハンディキャブ運営委員会 
監 事 事務局次長 

総会 6/18 

監査 5/11、11/16 

国分寺障害者授産施設事業連絡会 

お仕事ネットワーク 
監 事 事務局次長 

総会 9/17 

定例会 10/14,11/12,12/10,2/13 

ミーツ国分寺販売 10/3 

国分寺市勤労者福祉サービスセンター 

評議員会 

監事 

評議員 
事務局次長 ― 

国分寺市社会を明るくする運動推進委員会 委 員 事務局次長 9/15、11/10 

国分寺市介護保険運営協議会 委 員 事務局次長 8/4、9/29、11/10、2/9、3/17 

国分寺市子どもの居場所づくり推進会議 委 員 事務局次長 
7/6、8/7、8/27、10/21、1/27、

3/9 ※懇談会（12/21、3/25） 

(社福)けやき杜評議員選任・解任委員会 委 員 事務局次長 ― 

(社福)浴光会評議員選任・解任委員会 委 員 事務局次長 6/9 

(社福)けやきの杜苦情解決委員会 委 員 事務局次長 ― 

市民相談業務相談員懇談会 委 員 地域福祉係長 12/3 

国分寺市若者支援地域ネットワーク会議実務者会議 委 員 地域福祉係長 5/20（書面）、8/20（書面） 

国分寺市就労支援地域連絡会 委 員 主任 7/14、11/11 

国分寺市ビジョン後期実行計画等策定検討会議 委 員 地域福祉係長 7/7、10/27、11/12、3/25 
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Ⅲ．参考資料 
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≪第 28期役員名簿≫                      （敬称略） 

役 名 氏 名 選出団体等 

会 長 北原 輝久 社会福祉事業について見識を有する者 

副会長 内藤 孝雄 国分寺市民生委員・児童委員協議会 

副会長 鈴木 佳代 国分寺市健康部長 

常務理事 熊谷  淳 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 

理 事 飯沼 克美 東京国分寺ロータリークラブ 

理  事 川島 政義 東京国分寺ライオンズクラブ 

理  事 田中 良人 北多摩東地区保護司会 国分寺分区 

理  事 市瀬 寿子 国際ソロプチミスト国分寺 

理  事 二階堂 寛 東京司法書士会 府中支部 

理  事 髙木 智匡 一般社団法人 国分寺市医師会 

理  事 渡邉 幹夫 国分寺市老人クラブ連合会 

理  事 古橋耕二郎 社会福祉法人 万葉の里 

理 事 織戸小百合 社会福祉法人 つくしんぼ共同保育会 

理 事 鈴木 亮一 社会福祉法人 普門会 

理 事 小山 一郎 社会福祉法人 ななえの里 

理 事 村越 雅規 税理士法人 MIRAI 合同会計事務所 

監  事 森田 林三  社会福祉事業について見識を有する者 

 

顧問・名誉会長 星野 亮雅 元会長（都共募副会長） 

※任期 令和元年 6月 25日から令和 3年度定時評議員会終結の時まで 

 

相談役 堀内  直 元副会長  

相談役 那知上 亨 元監事 

相談役 野口  進 前副会長 

※任期 令和 2年 4月 1日から令和 4年 3月 31日 
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≪第 27期評議員名簿≫        （敬称略） 

氏  名 選 出 団 体 

野中 直子 地域の福祉関係者(国分寺市障害者団体連絡協議会) 

原  俊男 地域の福祉関係者(特定非営利活動法人 あおぞら) 

本多  勇 社会福祉事業の学識経験者(国分寺社会福祉士会) 

日野   優 地域の福祉関係者(一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会) 

松本 栄作 地域の福祉関係者(国分寺市商工会) 

花澤健太郎 地域の福祉関係者(国分寺青年会議所) 

中川 勝利 社会福祉事業の学識経験者(国際文化理容美容専門学校) 

寺峰 克彦 社会福祉事業の学識経験者(学校法人 東京経済大学) 

山田  弘 地域の福祉関係者(国分寺建設業協会) 

尾茂 勝俊 地域の代表者(本多連合町会) 

野口 誠一 地域の代表者(泉町三丁目地区連合自治防災会) 

福本 雄吉 地域の代表者(恋ヶ窪自治会連合会) 

小泉  清 地域の代表者(戸倉自治会) 

中村 榮志 地域の代表者(高木町自治会) 

小坂 公司 その他  

鈴木 眞人 その他(ボーイスカウト国分寺第 1団)  

  ※任期：平成 29年 4 月 1日から令和 3年度定時評議員会終結の時まで 

 

≪評議員選任・解任委員会 委員名簿》                 （敬称略） 

氏  名 選 出 区 分 備 考 

森田 林三 国分寺市社会福祉協議会 監事  

関田  實 外部委員  

峯岸 桂一 外部委員  

牛田 純一 国分寺市社会福祉協議会 事務局次長  

前田 住榮 国分寺市社会福祉協議会 総務係長  

※任期：令和元年 6月決算評議員会～令和 3年 6月の決算評議員会 
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≪第 28期協力員名簿≫          （敬称略） 

氏 名 所 属 

 

氏 名 所 属 

小山  實 元町親交会 原   直彦 元民生・児童委員 

森田  隆  元民生・児童委員 松友   了  元民生・児童委員 

小林 曉子 元民生・児童委員 坂本喜久子 元民生・児童委員 

遠藤 久基 元民生・児童委員 白井  節子 民生・児童委員 

松木やす子 元民生・児童委員 大濱   夏 民生・児童委員 

植田 虎生 光町南部自治会長 斉藤  順法 民生・児童委員 

高橋 慶子 元民生・児童委員 大戸  光麿 元民生・児童委員 

齋藤 利一 元民生・児童委員 蓑和久美子 民生・児童委員 

池谷 憲治  西町弁天町内会 寺嶋  文代 元民生・児童委員 

荒井  幸子 民生・児童委員 吉川  祐子 民生・児童委員 

追谷  惠子 元民生・児童委員 渡辺笑美代 民生・児童委員 

小坂くみこ 元民生・児童委員   井上たき子 民生・児童委員 

深山  正子 民生・児童委員 田中 明美 元民生・児童委員   

戸倉  央江 民生・児童委員  田中美登里 民生・児童委員 

浅見  健治 民生・児童委員    前出 禎造 民生・児童委員 

朝倉  さく 元民生・児童委員     和地 孝三 民生・児童委員 

蓮實  麗子 民生・児童委員    植田 和秀 民生・児童委員 

中村  朋子 民生・児童委員    髙波 辰男 民生・児童委員 

坂本  直美 民生・児童委員    宮田萬利子 民生・児童委員 

逸見  昭夫 元民生・児童委員    岩澤美代子 民生・児童委員 

長谷部 豊子 元主任児童委員    岡田   忍 民生・児童委員 

清水   弘 元民生・児童委員    小澤 達代 元民生・児童委員 

新井  衣子 元民生・児童委員    鈴木 惠子 民生・児童委員 

川窪   稔 元民生・児童委員    阿部 公昭 民生・児童委員 

清水   武 元民生・児童委員    廣松 千晶 主任児童委員 

進  万佐子 民生・児童委員    小林 智子 主任児童委員 

渡邉  泰子 民生・児童委員 星  和子 元民生・児童委員 

中村 陽子 民生・児童委員  平岡 是昭 民生・児童委員 

田和 洋太 主任児童委員 阿部 惠子 民生・児童委員 

高柳 修一 民生・児童委員 森田 敏明 民生・児童委員 

宮﨑 邦子 民生・児童委員 浜本 惠美子 民生・児童委員 

大澤早智子 民生・児童委員 尾﨑喜代江 民生・児童委員 

山本千代子 民生・児童委員 石川 眞澄 民生・児童委員 

影山 昭夫 元民生・児童委員 岩崎 文子 民生・児童委員 
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≪第 27期評議員名簿≫        （敬称略） 

氏  名 選 出 団 体 

野中 直子 地域の福祉関係者(国分寺市障害者団体連絡協議会) 

原  俊男 地域の福祉関係者(特定非営利活動法人 あおぞら) 

本多  勇 社会福祉事業の学識経験者(国分寺社会福祉士会) 

日野   優 地域の福祉関係者(一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会) 

松本 栄作 地域の福祉関係者(国分寺市商工会) 

花澤健太郎 地域の福祉関係者(国分寺青年会議所) 

中川 勝利 社会福祉事業の学識経験者(国際文化理容美容専門学校) 

寺峰 克彦 社会福祉事業の学識経験者(学校法人 東京経済大学) 

山田  弘 地域の福祉関係者(国分寺建設業協会) 

尾茂 勝俊 地域の代表者(本多連合町会) 

野口 誠一 地域の代表者(泉町三丁目地区連合自治防災会) 

福本 雄吉 地域の代表者(恋ヶ窪自治会連合会) 

小泉  清 地域の代表者(戸倉自治会) 

中村 榮志 地域の代表者(高木町自治会) 

小坂 公司 その他  

鈴木 眞人 その他(ボーイスカウト国分寺第 1団)  

  ※任期：平成 29年 4 月 1日から令和 3年度定時評議員会終結の時まで 

 

≪評議員選任・解任委員会 委員名簿》                 （敬称略） 

氏  名 選 出 区 分 備 考 

森田 林三 国分寺市社会福祉協議会 監事  

関田  實 外部委員  

峯岸 桂一 外部委員  

牛田 純一 国分寺市社会福祉協議会 事務局次長  

前田 住榮 国分寺市社会福祉協議会 総務係長  

※任期：令和元年 6月決算評議員会～令和 3年 6月の決算評議員会 
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氏 名 所 属  氏 名 所 属 

笠原三千代 元民生・児童委員  尾﨑 周一 民生・児童委員 

内藤  利子 元民生・児童委員 岡田 清美 元民生・児童委員 

三ツ木静江 元民生・児童委員 鈴木 汎子 民生・児童委員 

堀田 和重 民生・児童委員 池谷 敏子 民生・児童委員 

野村  希 民生・児童委員 田中久美子 北多摩東地区保護司会 国分寺分区 

田中 雅男 民生・児童委員 田中  征朗 本町・南町連合自治会 

杉浦 真子 民生・児童委員 山田 正則 民生・児童委員 

髙嶺 和子 民生・児童委員 丹下 美幸 民生・児童委員 

小塚 文子 民生・児童委員 金子 健一 元主任児童委員 

小野 政雄 民生・児童委員 田中 久男 元民生・児童委員 

黒川由紀子 民生・児童委員 山田ユリ子 民生・児童委員 

高塚たか子 民生・児童委員 森 きよみ 民生・児童委員 

寺内 理恵 民生・児童委員 天野  徹 民生・児童委 

榎戸 敏雄 民生・児童委員 小山 直子 民生・児童委員 

清水智惠子 民生・児童委員 宮尾 康子 民生・児童委員 

鈴木 雅大 民生・児童委員 山口 悦子 民生・児童委員 

村原 町子 民生・児童委員 山内 信也 民生・児童委員 

金子 千佳 主任児童委員 佐藤 より 主任児童委員 

神田佐和子 民生・児童委員 

任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 
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≪ボランティア活動センター運営委員会 委員名簿≫ 

№ 氏 名 所 属 団 体 区分  

1 枝見 太朗 一般財団法人 富士福祉事業団 1 ◎ 

2 龍神 瑞穂 特定非営利活動法人 まちづくりサポート国分寺 

2 

 

3 本多  勇 国分寺社会福祉士会  

4 佐々木美和子 一般社団法人 一粒福祉会 デイオアシス まほろば  

5 佐藤 留美 特定非営利活動法人 NPO Birth 都立武蔵国分寺公園サービスセンター 

3 

 

6 八橋  宏 (社福)ななえの里（国分寺障害者施設お仕事ネットワーク） ○ 

7 

川名 珠恵 (～11月) 

東京経済大学ボランティアサークル「Clover」  

前田 萌花 (～11月) 

吉原 麻衣 (～11月) 

伊東 萌 (12月～) 

村井 萌恵 (12月～) 

古田 美佳 (12月～) 

8 篠原のぞみ 武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科（教務補助）  

9 
高野 善弘(～12月) 

多摩信用金庫 国分寺支店 

4 

 
佐伯 大太(1月～) 

10 安東周二郎 国分寺青年会議所  

11 大山 純子 一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会  

12 齋藤 弘典 訪問看護 ことり  

13 杉田 直木 イエノウエノカフェ  

14 小島 広子 国分寺市 市民生活部 協働コミュニティ課 5  

14 熊谷 紀良 東京ボランティア・市民活動センター 
6 

 

15 飯沼 克美 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会  

※任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

※敬称略。◎は委員長、〇は副委員長。 

※区分は、下記「区分表」を参照。 

 

（区分表） 

番号 区分 番号 区分 

1 学識経験者 4 まちづくりに関心を有する団体・企業 

2 ボランティア活動センター登録団体 5 関係行政機関 

3 ボランティア・市民活動関係者及び NPO 関係者 6 社会福祉協議会 
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氏 名 所 属  氏 名 所 属 

笠原三千代 元民生・児童委員  尾﨑 周一 民生・児童委員 

内藤  利子 元民生・児童委員 岡田 清美 元民生・児童委員 

三ツ木静江 元民生・児童委員 鈴木 汎子 民生・児童委員 

堀田 和重 民生・児童委員 池谷 敏子 民生・児童委員 

野村  希 民生・児童委員 田中久美子 北多摩東地区保護司会 国分寺分区 

田中 雅男 民生・児童委員 田中  征朗 本町・南町連合自治会 

杉浦 真子 民生・児童委員 山田 正則 民生・児童委員 

髙嶺 和子 民生・児童委員 丹下 美幸 民生・児童委員 

小塚 文子 民生・児童委員 金子 健一 元主任児童委員 

小野 政雄 民生・児童委員 田中 久男 元民生・児童委員 

黒川由紀子 民生・児童委員 山田ユリ子 民生・児童委員 

高塚たか子 民生・児童委員 森 きよみ 民生・児童委員 

寺内 理恵 民生・児童委員 天野  徹 民生・児童委 

榎戸 敏雄 民生・児童委員 小山 直子 民生・児童委員 

清水智惠子 民生・児童委員 宮尾 康子 民生・児童委員 

鈴木 雅大 民生・児童委員 山口 悦子 民生・児童委員 

村原 町子 民生・児童委員 山内 信也 民生・児童委員 

金子 千佳 主任児童委員 佐藤 より 主任児童委員 

神田佐和子 民生・児童委員 

任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日 
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≪権利擁護センターこくぶんじ運営委員会 委員名簿≫                      

№ 氏 名 所  属 選出区分  

1 足立  剛 武蔵国分寺法律事務所 弁護士 ◎ 

2 藤田 英親 国分寺すずかけ心療クリニック（一般社団法人 国分寺市医師会） 医 師  

3 真坂 武 公益社団法人 成年後見センターリーガルサポート東京支部 司法書士 〇 

4 永吉 久美 公益社団法人 東京社会福祉士会 社会福祉士  

5 山田 正則 国分寺市民生委員・児童委員 民生・児童委員  

6 川口真理子 国分寺市福祉部 高齢福祉課 相談支援係 行政関係者  

7 渡部 納 国分寺市健康部 地域共生推進課 地域づくり担当 行政関係者  

8 濱倉 千晶 NPO法人国分寺市手をつなぐ親の会 障がい者団体  

9 川井 誉久 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 社協関係者  

10 二階堂 寛 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 理事 社協関係者  

任期：平成 30年 4月 1日～令和 2年 3月 31日 

※敬称略。◎は委員長、〇は副委員長。 

 

（オブザーバー） 

伊達 俊二 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 顧問弁護士 
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≪第 4期国分寺市地域福祉活動計画策定委員会 委員名簿≫ 

№ 氏名 所属 選出区分 備考 

1 熊田 博喜 武蔵野大学 学識経験者 ◎ 

2 石川 眞澄 国分寺市民生委員・児童委員協議会 

福祉関係者 

 

3 銀川 紀子 障害者基幹相談支援センター  

4 石坂 藍 地域包括支援センター  

5 山本 俊治 市民後見人  

6 藤原 和彦 登録型生活支援員  

7 大山 純子 ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会  

8 足立 剛 権利擁護センターこくぶんじ運営委員会  

9 坂田 雄一 自治会・町内会 

市民・ 

ボランティア 

 

10 野口 誠一 国分寺市老人クラブ連合会  

11 本多 勇 国分寺社会福祉士会 〇 

12 杉田 直木 ボランティア  

13 渡部 納 国分寺市健康部 地域共生推進課 地域づくり担当 行政関係  

14 髙橋 紘之 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 

社協関係 

 

15 織戸小百合 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会  

任期：令和 2年 4月 1日～要綱「第 2条に定める報告の日」まで 

※敬称略。◎は委員長、〇は副委員長。 
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≪権利擁護センターこくぶんじ運営委員会 委員名簿≫                      

№ 氏 名 所  属 選出区分  

1 足立  剛 武蔵国分寺法律事務所 弁護士 ◎ 

2 藤田 英親 国分寺すずかけ心療クリニック（一般社団法人 国分寺市医師会） 医 師  

3 真坂 武 公益社団法人 成年後見センターリーガルサポート東京支部 司法書士 〇 

4 永吉 久美 公益社団法人 東京社会福祉士会 社会福祉士  

5 山田 正則 国分寺市民生委員・児童委員 民生・児童委員  

6 川口真理子 国分寺市福祉部 高齢福祉課 相談支援係 行政関係者  

7 渡部 納 国分寺市健康部 地域共生推進課 地域づくり担当 行政関係者  

8 濱倉 千晶 NPO法人国分寺市手をつなぐ親の会 障がい者団体  

9 川井 誉久 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 社協関係者  

10 二階堂 寛 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 理事 社協関係者  

任期：平成 30年 4月 1日～令和 2年 3月 31日 

※敬称略。◎は委員長、〇は副委員長。 

 

（オブザーバー） 

伊達 俊二 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 顧問弁護士 
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≪東京都共同募金会国分寺地区協力会 第 10期 理事・監事名簿≫   

№ 役職 氏名 所属 
選出

区分 

配分推せ

ん委員会 

1 会長 星野 亮雅 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 5 ◎ 

2 副会長 小泉 清 戸倉自治会 1 ○ 

3 副会長 渡邉 幹夫 国分寺市老人クラブ連合会 3  

4 副会長 井口 朗 東京国分寺ロータリークラブ 2  

5 常務理事 野口 進 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 5 □ 

6 理事 石井 一雄 東元町一丁目自治会 1  

7 理事 本多 隆 元町自治会 1  

8 理事 新藤 圭一 内藤自治会 1  

9 理事 櫻井 幹三 高木町自治会 1 □ 

10 理事 森山 弘 光町北部自治会 1  

11 理事 小澤 弘 西町中藤町会 1 □ 

12 理事 佐藤 和男 恋ヶ窪自治会連合会 1  

13 理事 初川進一郎 本多連合町会 1  

14 理事 内藤 孝雄 国分寺市民生委員・児童委員協議会 2  

15 理事 岩﨑 良雄 東京国分寺ライオンズクラブ 2  

16 理事 髙橋 智成 国分寺市商工会 2  

17 理事 髙田キヨ子 国際ソロプチミスト国分寺 2 □ 

18 理事 須﨑 一 国分寺市軟式野球連盟少年の部 2  

19 理事 花田 茂 国分寺市教育委員会 4  

20 監事 森田 林三 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 5 □ 

21 監事 栗原 洋 国分寺市健康部 地域共生推進課 4  

任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

※敬称略。選出区分は、下記「選出区分表」を参照。 

※配分推せん委員会：◎は委員長、○は副委員長、□は委員。 

 

（選出区分表） 

番号 区分 番号 区分 

1 自治会町内会 4 行政関係 

2 社会福祉推進団体   5 社会福祉協議会     

3 福祉施設団体   
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《ふれあい募金箱設置協力店一覧》                 （順不同・敬称略） 

№ 協 力 店 名 № 協 力 店 名 

1 らくだデイサービス 2 株式会社 ブックスセンターいとう国分寺店 

3 山水堂 4 国分寺泉郵便局 

5 アマネシ酒店 6 有限会社 鳥芳 

7 ハート薬局 8 季樂 

9 国分寺本町郵便局 10 三多摩医療生活協同組合 

11 シンカイ写真館 12 国分寺本多郵便局 

13 特別養護老人ホーム にしき苑 14 国分寺東恋ヶ窪四郵便局 

15 東京むさし農業協同組合国分寺支店 16 東京むさし農業協同組合国分寺ファーマーズ・マーケット 

17 社会福祉法人ななえの里 ともしび工房 18 ラスベガス国分寺店 

19 麺処 更科 20 
特定非営利活動法人 暖家 

グループホームとくら・デイサービスセンターとくら 

21 特定非営利活動法人国分寺市手をつなぐ親の会 22 社会福祉法人 けやきの杜 希望園 

23 Ｙショップ日吉店 24 国分寺内藤郵便局 

25 国分寺富士本郵便局 26 浜木綿 

27 国立駅北口郵便局 28 公益財団法人 鉄道総合技術研究所 

29 国分寺光郵便局 30 国分寺西町郵便局 

31 
特定非営利活動法人ワーカーズコープ

（国分寺市立福祉センター） 
32 エスビイ・プラス国分寺西恋ヶ窪店 

33 多摩信用金庫 恋ヶ窪支店 34 高島屋 原田酒店 

35 東京日産自動車販売株式会社国分寺店 36 イエノウエノカフェ 

37 戸倉工業 株式会社 38 日本料理 天松 

39 カフェといろいろ びより 40 美容室 FRERE 

41 有限会社 鈴木栄太郎商店 42 社会福祉法人 万葉の里 KOCO・ジャム 

43 ナイトウ果樹園 44 権利擁護センターこくぶんじ 

45 ボランティア活動センターこくぶんじ 46 国分寺市社会福祉協議会 事務局 

 

≪自動販売機設置一覧≫ 

設置場所 所在地 台数 

ボランティア活動センターこくぶんじ 東元町 3丁目 1台 

武蔵国分寺 西元町 1丁目 2台 

アワーズ 東恋ヶ窪 2丁目 1台 

あじさい苑 東恋ヶ窪４丁目 1台 

戸倉第2テニスコート 戸 倉 2丁目 1台 

森田駐車場 日吉町 2丁目 1台 
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≪東京都共同募金会国分寺地区協力会 第 10期 理事・監事名簿≫   

№ 役職 氏名 所属 
選出

区分 

配分推せ

ん委員会 

1 会長 星野 亮雅 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 5 ◎ 

2 副会長 小泉 清 戸倉自治会 1 ○ 

3 副会長 渡邉 幹夫 国分寺市老人クラブ連合会 3  

4 副会長 井口 朗 東京国分寺ロータリークラブ 2  

5 常務理事 野口 進 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 5 □ 

6 理事 石井 一雄 東元町一丁目自治会 1  

7 理事 本多 隆 元町自治会 1  

8 理事 新藤 圭一 内藤自治会 1  

9 理事 櫻井 幹三 高木町自治会 1 □ 

10 理事 森山 弘 光町北部自治会 1  

11 理事 小澤 弘 西町中藤町会 1 □ 

12 理事 佐藤 和男 恋ヶ窪自治会連合会 1  

13 理事 初川進一郎 本多連合町会 1  

14 理事 内藤 孝雄 国分寺市民生委員・児童委員協議会 2  

15 理事 岩﨑 良雄 東京国分寺ライオンズクラブ 2  

16 理事 髙橋 智成 国分寺市商工会 2  

17 理事 髙田キヨ子 国際ソロプチミスト国分寺 2 □ 

18 理事 須﨑 一 国分寺市軟式野球連盟少年の部 2  

19 理事 花田 茂 国分寺市教育委員会 4  

20 監事 森田 林三 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 5 □ 

21 監事 栗原 洋 国分寺市健康部 地域共生推進課 4  

任期：令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日 

※敬称略。選出区分は、下記「選出区分表」を参照。 

※配分推せん委員会：◎は委員長、○は副委員長、□は委員。 

 

（選出区分表） 

番号 区分 番号 区分 

1 自治会町内会 4 行政関係 

2 社会福祉推進団体   5 社会福祉協議会     

3 福祉施設団体   
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令和 2年度 会員会費増強運動実施状況 

※前年度までは 10,000 円以上の団体は法人会員として記載。 

今年度より法人格を持たない団体は団体会員として記載。 

会 員 区 分 
令和 2年度実績 

会員数(人) 前年比(人) 会費金額(円) 前年比(円) 

個 人 会 員 2,713 △1,490 1,359,550 △746,650 

個 人 賛 助 会 員 674 △172 752,200 △175,300 

個 人 特 別 会 員 56 12 395,000 105,000 

団 体 会 員 43 △3 314,000 159,500 

法 人 会 員 53   3 572,000 △274,000 

福祉特別功労会員 6 △１ 760,000 △110,000 

計 3,545 △1,651 4,152,750 △1,041,450 

     

寄  付  者 9,296 709 950,101 △123,999 

合  計 12,841 △942 5,102,851 △1,165,449 

 

年度別会員数および会費状況 

年 度 会員数(人) 会費金額(円) 比較増減（円） 

昭和 41年度 1,305 1,063,300     

昭和 50年度 4,687 4,501,030   2,130,280 ／5年 

昭和 55年度 10,365 8,778,079 4,277,049 ／5年 

昭和 60年度 12,466 9,768,098 990,019 ／5年 

平成 2年度 10,561 10,141,179 373,081 ／5年 

平成 7年度 12,535 12,824,370 2,683,191 ／5年 

平成 12年度 11,128 11,261,396 △1,562,974 ／5年 

平成 17年度 9,821 9,339,751 △1,921,645 ／5年 

平成 22年度 8,354 6,765,175 △2,574,576 ／5年 

平成 27年度 7,462 6,361,474 △403,701 ／5年 

平成 28年度 5,784 5,489,100 △187,700  

平成 29年度 5,854 5,435,450 △53,650  

平成 30年度 5,340 5,212,886 △222,564  

平成 31年度 5,196 5,194,200 △18,686  

令和２年度 3,545 4,152,750 △1,041,450  
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令和 2年度社協会員会費、共同募金、歳末たすけあい自治会・町内会別実績 
 

自治会・町内会名 社協会員会費 
赤い羽根 

共同募金 

歳末たすけあい 

地域福祉活動募金 

東元町一丁目自治会 19,500 17,800 17,800 

元町自治会 294,401 319,412 325,372 

元町親交会 55,100 56,300 60,600 

東急住宅自治会 15,500 15,500 20,500 

西元町二丁目町会 30,000 10,000 10,000 

黒鐘自治会 35,000 35,000 35,000 

南町一丁目自治会 20,000 20,000 20,000 

南町二丁目町会 50,000 65,000 65,000 

南町三丁目花沢台町会 39,200 36,400 35,400 

都営国分寺南町 3丁目ｱﾊﾟｰﾄ自治会 ― 8,700 6,650 

本町一・二丁目東町会 49,300 38,400 43,900 

本町二丁目北町会 25,800 28,800 28,800 

本町三丁目東町会 10,500 29,200 24,220 

本町三四自治会 30,000 ― ― 

本町四丁目町会 30,000 30,000 30,000 

都営国分寺本町四丁目ｱﾊﾟｰﾄ花沢自治会 10,000 10,000 10,000 

本多一丁目東町内会 37,000 36,600 34,100 

本多一丁目西町内会 22,000 21,300 21,500 

本多二丁目町内会 48,800 58,100 52,000 

本多三丁目南町内会 53,500 46,500 53,700 

本多三丁目北町内会 88,000 90,500 89,900 

本多四丁目東町内会 62,500 58,600 56,900 

本多四丁目西町内会 85,500 88,800 87,000 

本多五丁目東町内会 111,400 104,400 101,900 

本多五丁目西町内会 30,000 40,000 40,000 

ニュー国分寺ハイツ自治会 10,000 ― 8,000 

押切間いずみ会 10,000 ― ― 

泉町大和会 20,000 10,000 20,000 

東松風園東一組 10,000 5,000 5,000 

東松風園中一組 ― ― 9,500 

東松風園中二組 10,000 ― ― 

東松風園西一組 3,000 ― ― 

押切間和光会 ― 10,000 10,000 

若松会 14,000 8,400 8,400 

（単位 円） 
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令和 2年度 会員会費増強運動実施状況 

※前年度までは 10,000 円以上の団体は法人会員として記載。 

今年度より法人格を持たない団体は団体会員として記載。 

会 員 区 分 
令和 2年度実績 

会員数(人) 前年比(人) 会費金額(円) 前年比(円) 

個 人 会 員 2,713 △1,490 1,359,550 △746,650 

個 人 賛 助 会 員 674 △172 752,200 △175,300 

個 人 特 別 会 員 56 12 395,000 105,000 

団 体 会 員 43 △3 314,000 159,500 

法 人 会 員 53   3 572,000 △274,000 

福祉特別功労会員 6 △１ 760,000 △110,000 

計 3,545 △1,651 4,152,750 △1,041,450 

     

寄  付  者 9,296 709 950,101 △123,999 

合  計 12,841 △942 5,102,851 △1,165,449 

 

年度別会員数および会費状況 

年 度 会員数(人) 会費金額(円) 比較増減（円） 

昭和 41年度 1,305 1,063,300     

昭和 50年度 4,687 4,501,030   2,130,280 ／5年 

昭和 55年度 10,365 8,778,079 4,277,049 ／5年 

昭和 60年度 12,466 9,768,098 990,019 ／5年 

平成 2年度 10,561 10,141,179 373,081 ／5年 

平成 7年度 12,535 12,824,370 2,683,191 ／5年 

平成 12年度 11,128 11,261,396 △1,562,974 ／5年 

平成 17年度 9,821 9,339,751 △1,921,645 ／5年 

平成 22年度 8,354 6,765,175 △2,574,576 ／5年 

平成 27年度 7,462 6,361,474 △403,701 ／5年 

平成 28年度 5,784 5,489,100 △187,700  

平成 29年度 5,854 5,435,450 △53,650  

平成 30年度 5,340 5,212,886 △222,564  

平成 31年度 5,196 5,194,200 △18,686  

令和２年度 3,545 4,152,750 △1,041,450  
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泉町親交会 5,000 10,000 10,000 

泉町西自治会 13,000 10,000 40,178 

泉町三丁目親和会 ― 27,600 32,400 

いずみ自治会 5,500 ― ― 

西国分寺史跡通り住宅管理組合 ― 13,400 22,500 

若葉自治会 3,000 15,000 15,000 

東恋ヶ窪三丁目自治会 10,000 10,000 10,000 

東恋ヶ窪六丁目自治会 ― 49,500 55,600 

泉山自治会 10,000 10,000 10,000 

西国分寺北口自治会 10,000 10,000 10,000 

西恋ヶ窪一丁目自治会 10,000 10,000 10,000 

西恋ヶ窪二丁目自治会 20,000 20,000 20,000 

西恋ヶ窪三丁目自治会 10,000 10,000 10,000 

西恋ヶ窪四丁目自治会 44,500 67,400 69,000 

日吉町町内会 3,000 ― ― 

武蔵台自治会 3,000 29,000 31,000 

日吉町新和会 5,000 5,000 5,000 

日吉町二丁目自治会 23,000 22,800 55,500 

内藤自治会 50,000 50,000 372,903 

内藤睦会 ― 20,000 20,000 

内藤みどり会 ― 5,000 6,000 

内藤二丁目自治会 14,000 ― ― 

内藤一丁目第 3都営ｱﾊﾟｰﾄ自治会 6,000 ― ― 

戸倉自治会 717,650 100,000 200,000 

岸自治会 ― 4,500 ― 

西の原自治会 41,000 28,500 10,000 

富士本グリーンの会 3,000 3,000 3,000 

富士本一丁目互助自治会 ― ― 6,000 

富士本一丁目自治会 20,000 20,000 20,000 

富士本二丁目自治会 50,000 15,000 15,000 

富士本三丁目自治会 45,000 45,000 ― 

富士本三丁目都営第 2 ｱﾊﾟｰﾄ自治会 3,000 3,000 3,000 

ＪＲ光町アパート自治会 10,000 10,000 10,000 

光町南部自治会 ― ― 137,650 

光町北部自治会 70,000 70,000 70,000 

みやま会 5,500 6,300 6,300 

西町友和会 3,000 3,000 3,000 

くぬぎ会 3,000 3,000 3,000 
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中藤南会 3,000 5,000 10,000 

国立団地協議会 8,000 8,000 8,000 

若草会 10,000 5,000 10,000 

三中前自治会 3,000 5,000 ― 

三中裏自治会 2,500 2,500 2,500 

けやき台分譲団地管理組合 ― 24,352 32,000 

西町弁天町内会 60,000 30,000 139,542 

西町中藤町会 ― 30,000 188,600 

都営国分寺西町五丁目ｱﾊﾟｰﾄ自治会 ― 15,500 ― 

西町さくら会 3,500 3,900 3,100 

高木町自治会 70,000 50,000 237,390 

新町一丁目睦自治会 ― 20,000 ― 

新町あけぼの会 8,000 8,000 8,000 

新町えのき自治会 5,000 5,000 5,000 

新町はづき自治会 15,000 10,000 10,000 

新町すみれ自治会 16,800 8,400 8,500 

共益新町自治会 59,900 60,000 66,700 

新町３丁目自治会 30,000 30,000 30,000 

新町３丁目親睦会 ― 26,000 24,800 

鷹の台団地国分寺自治会 ― 5,000 5,000 

北町四つ葉会 6,000 ― 6,500 

並木町二丁目さつき会 1,000 3,500 4,500 

並木町三丁目西部自治会 20,000 20,000 20,000 

合 計 
2,867,851 2,379,864 3,443,305 

（78 団体） （82団体） （82団体） 
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泉町親交会 5,000 10,000 10,000 

泉町西自治会 13,000 10,000 40,178 

泉町三丁目親和会 ― 27,600 32,400 

いずみ自治会 5,500 ― ― 

西国分寺史跡通り住宅管理組合 ― 13,400 22,500 

若葉自治会 3,000 15,000 15,000 

東恋ヶ窪三丁目自治会 10,000 10,000 10,000 

東恋ヶ窪六丁目自治会 ― 49,500 55,600 

泉山自治会 10,000 10,000 10,000 

西国分寺北口自治会 10,000 10,000 10,000 

西恋ヶ窪一丁目自治会 10,000 10,000 10,000 

西恋ヶ窪二丁目自治会 20,000 20,000 20,000 

西恋ヶ窪三丁目自治会 10,000 10,000 10,000 

西恋ヶ窪四丁目自治会 44,500 67,400 69,000 

日吉町町内会 3,000 ― ― 

武蔵台自治会 3,000 29,000 31,000 

日吉町新和会 5,000 5,000 5,000 

日吉町二丁目自治会 23,000 22,800 55,500 

内藤自治会 50,000 50,000 372,903 

内藤睦会 ― 20,000 20,000 

内藤みどり会 ― 5,000 6,000 

内藤二丁目自治会 14,000 ― ― 

内藤一丁目第 3都営ｱﾊﾟｰﾄ自治会 6,000 ― ― 

戸倉自治会 717,650 100,000 200,000 

岸自治会 ― 4,500 ― 

西の原自治会 41,000 28,500 10,000 

富士本グリーンの会 3,000 3,000 3,000 

富士本一丁目互助自治会 ― ― 6,000 

富士本一丁目自治会 20,000 20,000 20,000 

富士本二丁目自治会 50,000 15,000 15,000 

富士本三丁目自治会 45,000 45,000 ― 

富士本三丁目都営第 2 ｱﾊﾟｰﾄ自治会 3,000 3,000 3,000 

ＪＲ光町アパート自治会 10,000 10,000 10,000 

光町南部自治会 ― ― 137,650 

光町北部自治会 70,000 70,000 70,000 

みやま会 5,500 6,300 6,300 

西町友和会 3,000 3,000 3,000 

くぬぎ会 3,000 3,000 3,000 
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